
７　海についての教育を

実践できる人材育成
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　平成25年度中に２回、延べ25人が参加した。

【概要】
　千葉県館山市内の小中学校を中心に、首都圏の学校の遠足や臨海学校で多く利用されて
いる館山市沖ノ島の海岸に普通に生息していて、磯観察の際に良く目にするような種を中
心に、約90種の海草・海藻を掲載したガイドブックを作製した（186mm×115mm、88ペー
ジ）。小中高の学校の先生方や大学生が実際に磯で撮影した写真をもとに作製することで、
海洋教育の人材の育成を行うと同時に、教育現場で利用し易いものを作製することを目的
とした。

１）フィールド研修・写真撮影
第１回　館山市教員研修　2013年６月８日
テーマ： 海の観察ガイド　海の植物編作り

～実際に野外で写真を撮影する
　於　：千葉県館山市沖ノ島
参加者： 館山市内の小中学校教諭、市教育

委員　計15名
　館山市沖ノ島に集合し、お茶の水女子大
学理学部生物学科嶌田准教授の説明を受け
ながら、海草・海藻の観察と写真撮影を
行った。

第２回　教員研修　2013年６月22、23日
テーマ：海の観察ガイド　海の植物編作り～実際に野外で写真を撮影する
　於　：千葉県館山市沖ノ島
参加者：首都圏の中学・高等学校教諭、大学生、研究所職員　計10名
　館山市沖ノ島に集合し、お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センター清本准教授の説明
を受けながら、海草・海藻の観察と写真撮影を行った。

１．海の観察ガイド
千葉県館山市沖ノ島　海の植物編　作製のためのフィールド研修

教員研修の様子
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２．海からの贈り物ウニ活用のための研修

　平成25年度中に４回、延べ59人が参加した。

①教員対象研修授業
平成25年８月23日
実施場所：国立科学博物館上野本館　参加者32名
『教材として使える海にすむ無脊椎動物』
　学校教育において、海産無脊椎動物を用いた発生実習を行うための研修授業を、ウニと
ホヤを材料として行った。（参考資料あり）

②海からの贈り物ウニ活用のための事前研修
平成25年12月27日　参加者１名、28日　参加者６名
実施場所：お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センター
　海からの贈り物（ウニ）を用いた実習の紹介、ならびに研修を行った。

③渋谷区教員研修
平成26年１月22日　参加者５名
実施場所：渋谷区立常磐松小学校
参加学校： 渋谷区立常磐松小学校、渋谷区立上原小学校、渋谷区立西原小学校、世田谷区

立用賀中学校
　海からの贈り物（ウニ）を用いた実習の紹介、ならびに研修を行った。

④港区立教員研修
平成26年３月４日
実施場所：港区立青南小学校　参加者15名
　海からの贈り物（ウニ）を用いて、どのような実験が展開できるか紹介、ならびに研修
を行った。
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３．海からの贈り物海藻・海草活用のための研修

　平成25年度中に６回、延べ87人が参加した。

１）一斉研修会・理科教育部会研究発表会
平成25年４月30日　千葉県教育研究会安房支会　
理科教育研究部主催
参加者40名
　「地域の自然教材（海藻）活用について」と
題して、お茶の水女子大学湾岸生物教育研究セ
ンター清本正人准教授が、海藻類の分類や色素
組成などについて講義を行った。
　実際に、紅藻類、褐藻類、緑藻類から抽出した色素の薄
層クロマトグラフィーによる分離実験を見てもらい、それ
ぞれの藻類に含まれている色素が異なることを実感しても
らった。また、はがきサイズの海藻押し葉標本を参加者全
員に作ってもらい、海藻に触れてもらった。
　参加教員の一人が、この研修をきっかけに研究授業の教
材として海藻類を用いて授業を展開した。

２）海の観察ガイド作製のためのフィールド研修
平成25年６月８日　館山市教員研修、参加者15名
平成25年６月22、23日　首都圏の主に教員を対象とした研修　参加者10名
　海の観察ガイド　海の植物編作製の観察・写真撮影の教員研修を行った。詳しくは「海
の観察ガイド　千葉県館山市沖ノ島　海の植物編　の作製」を参照。

３）海藻押し葉アート教員研修
平成25年８月１日　千葉県教育研究会安房支会　造形部主催
参加者15名
　地域に身近な素材を用いた教材開発の一つとして、海藻押し葉アートの研修を千葉県教
育研究会安房支部・造形部で取り上げてもらった。
　まず、湾岸生物教育研究センター清本正人准教授より、海藻を中心とした植物の色素の
組成や性質に関する基本的な説明の後、実際に海藻・海草を用いて押し葉アートを作製し
た。
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　館山市内の小中学生が遠足で訪れるような場所でも採集可能な「海からの贈り物」を用
いた教材開発・活用ができることを実感してもらった。
　実際に、９月にはこの研修を受けた教員が小学校のクラブ活動として海藻押し葉アート
を実施した（館山小 SEA細工クラブ　４～６年生12名　海藻と道具を提供）。

藻類の色素についての説明

通常、海藻類の乾燥には１晩以上か
かるが、アイロンを押し当てると早
く乾き、その場で作品が完成する。

出来た作品をラミネート加工すると長持ちする。

実際に海藻を並べていく。
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４）海藻押し葉標本作製教員研修
平成25年８月５日　お茶の水女子大学湾岸生物教育センター主催
参加者１名
　海藻押し葉標本作製の研修を行い、杉並科学館理科指導員の参加があった。これまで海
藻の収集や同定などを手探りで行っていたが、今回の研修に参加し、海藻押し葉作製の「道
具」も含め今後の実践の参考になったようであった。

５）「海からの贈り物」教材活用のための教員研修
平成25年12月27日　お茶の水女子大学湾岸生物教育センター主催
参加者６名
　「海藻の生物学」と題して、お茶の水女子大学理学部嶌田智准教授が講義を行った。海
藻類の分類、生理的特性のほか、侵略的外来種としての海藻類の話題や阿寒湖のマリモを
例にした環境保全学的な話題や、バイオエタノール産生源としての藻類など話題は多岐に
わたり、参加教員からも活発な質問が出た。
　その後実際に海藻に触れ、押し葉標本の作製を行たり、自作分光計による海藻類の吸収
スペクトルの観察を行った。
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４．海洋教育実践講座

　湾岸センターでは、教育関係共同利用拠点として多くの大学の臨海実習が行われ、海に
ついての体験を伴った人材育成が行われている。これらの教育内容を、海洋教育として捉
え直し、新たに“海洋教育実践講座”として開講する。受講対象は、教員を志望する学部
学生、あるいは理科教育に興味をもった学内外の学生・大学院生等であり、小中高それぞ
れの児童生徒の臨海実習や講座を利用して、海について実践的に教育ができる人材育成を
はかる。また、現職の教員といっしょに受講し、交流する場も設定することで、教育現場
についてのイメージもつかみやすくなり、教育効果をさらに上げることが可能になる。臨
海実習・講座等の10件に延べ36人の学生・院生・教員が参加した（一部３月末に予定）。

千葉市立千葉高校　SSH連携講座「臨海実習～生物多様性を学ぶ」
　６月８～９日　　お茶の水女子大学理学部生物学科４年　　　３名

海の観察ガイド作製のためのフィールド研修
　６月22、23日　　お茶の水女子大学理学部生物学科３年　　　２名

法政大学女子高等学校　SPP臨海実習
　７月12～14日　　東京海洋大学海洋科学部２年　　　　　　　２名

千葉県立長生高等学校　SSH生物校外研修　「臨海実習」
　７月22～24日　　お茶の水女子大学理学部生物学科４年　　　１名
　　　　　　　　　東京海洋大学海洋環境学科４年　　　　　　１名
　　　　　　　　　お茶の水女子大学附属中学校講師　　　　　１名

山梨県立甲府南高等学校　SSH校外研修（臨海実習）
　７月26～28日　　お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科
　　　　　　　　　ライフサイエンス専攻１年　　　　　　　　２名
　　　　　　　　　お茶の水女子大学附属中学校講師　　　　　１名
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栃木県立宇都宮女子高等学校　SSH臨海実習
　７月29～31日　　お茶の水女子大学理学部生物学科４年　　　１名
　　　　　　　　　お茶の水女子大学附属中学校　講師　　　　１名
　　　　　　　　　東京海洋大学海洋科学部
　　　　　　　　　　海洋生物資源学科　助教　　　　　　　　１名

埼玉県立川越女子高校　SSH事業の臨海実習
　８月３～５日　　お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科
　　　　　　　　　　ライフサイエンス専攻１年　　　　　　　２名
　　　　　　　　　お茶の水女子大学理学部生物学科４年　　　２名

夏休み科学論文のための観察実験会（館山市教育委員会と共催）
　７月25日　　東京海洋大学海洋環境学科４年　　　　　　　　１名
　　　　　　　お茶の水女子大学附属中学校　講師　　　　　　１名
　８月７日　　お茶の水女子大学理学部生物学科４年　　　　　２名
　　　12日　　お茶の水女子大学理学部生物学科４年　　　　　１名
　　　　　　　　　　　　　　　文教育学部言語文化学科４年　１名
　　　　　　　南房総市立三芳小学校　教諭　　　　　　　　　１名
　　　28日　　お茶の水女子大学理学部生物学科４年　　　　　１名
　　　　　　　　　　　　　　　理学部生物学科２年　　　　　２名

地域連携講座「大学 Jr. サイエンス講座」（館山市中央公民館と共催）
　２月23日　　お茶の水女子大学理学部生物学科３年　　　　　１名

高校生のための海辺の生物体験
　３月28～31日　　お茶の水女子大学理学部生物学科４年　　　３名
　　　　　　　　　　　　　　　　　理学部生物学科３年　　　１名
　　　　　　　　　お茶の水女子大学附属中学校　講師　　　　１名



８　海の観察ガイド
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○
:和
名
　
学
名
（
採
集
月
）　

　
　
　
 種
の
学
名
は
な
る
べ
く
最
新
の
も
の
に
従
っ
た

　
◎
：
D
N
A
鑑
定
に
よ
る
種
同
定

　
　
：
食
用
と
し
て
利
用

　

4

は
じ
め
に

　
海
に
は
心
と
き
め
く
た
く
さ
ん
の
動
物
が
棲
息
し
て
い
ま
す
。

カ
ニ
、
イ
カ
、
ウ
ミ
ウ
シ
、
ヒ
ト
デ
、
ウ
ニ
、
な
ど
な
ど
。
ガ
サ

ガ
サ
と
動
く
そ
の
姿
に
多
く
の
人
が
魅
了
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、

そ
の
隣
で
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
て
い
る
の
が
「
海
洋
植
物
」
で
す
。

　
海
の
中
に
も
「
植
物
」
が
た
く
さ
ん
生
育
し
て
い
ま
す
。
被
子

植
物
の
仲
間
で
海
に
戻
っ
て
い
っ
た
ウ
ミ
ク
サ
類
、
緑
藻
・
褐
藻
・

紅
藻
の
海
藻
類
。
館
山
市
沖
ノ
島
で
は
、
多
い
時
期
で
12
0
種

ほ
ど
の
海
洋
植
物
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
は
、
そ
の
う
ち
普
通
に
生
育
し
て
い
て
観
察
の
際
に
必

ず
目
に
す
る
よ
う
な
海
洋
植
物
だ
け
を
集
め
ま
し
た
。

　「
み
ん
な
一
緒
に
見
え
る
～
」「
こ
の
種
と
こ
の
種
、
ど
こ
が
違

う
の
？
」「
え
～
、
本
当
に
別
種
な
の
？
」「
図
鑑
の
写
真
と
全
然

違
う
～
」「
こ
の
説
明
文
、
意
味
わ
か
ん
な
い
」・
・
・
海
洋
植
物

の
実
習
で
図
鑑
と
目
の
前
の
海
洋
植
物
を
に
ら
め
っ
こ
し
て
い
る

学
生
さ
ん
が
嘆
い
て
い
ま
す
。そ
こ
で
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、

な
る
べ
く
D
N
A
鑑
定
に
よ
る
種
同
定
を
お
こ
な
い
、
典
型
的
な

個
体
の
写
真
を
載
せ
、
近
縁
種
を
見
分
け
る
注
目
ポ
イ
ン
ト
だ
け

を
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。
色
も
形
も
様
々
あ
る
海
洋
植
物
の
う
ち

ど
れ
か
１
種
気
に
入
っ
た
種
を
見
つ
け
て
、
そ
こ
か
ら
海
の
生
物

に
つ
い
て
興
味
を
広
げ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
日
本
財
団
の
支
援
を
受
け
て
進

め
ら
れ
て
い
る
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
海
洋
教
育
促
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
環
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
小
中
高
の
学
校
の
先
生

方
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
各
学
校
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
海
洋
教
育
に
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
20
13
年
12
月
　
嶌
田
智
）
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 公
共
交
通
機
関
で
の
ア
ク
セ
ス

　
JR
内
房
線
　
館
山
駅
下
車

　
日
東
バ
ス
館
山
航
空
隊
行
　「
館
山
航
空
隊
前
」
下
車

　
ま
た
は
，
JR
バ
ス
洲
の
崎
方
面
行
　「
宮
城
停
留
所
」
下
車

　
徒
歩
約
３
０
分

 車
で
の
ア
ク
セ
ス

　
館
山
自
動
車
道
、
終
点
の
富
浦
イ
ン
タ
ー
を
降
り
て
国
道
12
7
号

線
を
左
折
（
白
浜
・
館
山
方
面
）

　
北
条
バ
イ
パ
ス
を
通
り
、「
南
総
文
化
ホ
ー
ル
前
交
差
点
」
を
右
折

　
直
進
し
て
海
沿
い
の
道
に
出
る
。「
北
条
海
岸
交
差
点
」
を
左
折
　

　
直
進
し
て
自
衛
隊
前
の
T
字
路
「
自
衛
隊
前
交
差
点
」
を
右
折

　
そ
の
ま
ま
道
な
り
に
奥
の
方
ま
で
進
む

沖
ノ
島
へ
の
ア
ク
セ
ス

1k
m

6

 車
で
の
ア
ク
セ
ス

　
東
京
ー
館
山
：（
東
関
東
道
／
京
葉
道
路
）ー
（
館
山
道
・
富
津
館
山
道
）

　
東
京
ー
海
ほ
た
る
ー
館
山
：（
首
都
高
・
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
）ー
（
館
山
道
・

富
津
館
山
道
）

 鉄
道
で
の
ア
ク
セ
ス

　
東
京
駅
ー
館
山
駅
：
特
急
さ
ざ
な
み
　（
約
２
時
間
）

 高
速
バ
ス
で
の
ア
ク
セ
ス

　
東
京
駅
ー
館
山
駅
：
房
総
な
の
は
な
号
　（
約
２
時
間
）

　
千
葉
駅
ー
館
山
駅
：
南
総
里
見
号
　（
約
９
５
分
）

 フ
ェ
リ
ー
を
利
用

　
久
里
浜
ー
金
谷
ー
館
山
：
東
京
湾
フ
ェ
リ
ー
（
約
４
０
分
）
ー
（
富

津
館
山
道
／
12
7
号
）
ま
た
は
JR
利
用

館
山
へ
の
ア
ク
セ
ス 千
葉

木
更
津

袖
ヶ
浦

横
浜東
京

金
谷

久
里
浜

館
山
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ト
イ
レ

休
憩
所

ス
ロ
ー
プ
状
に
斜
め
に
な
っ
た
岩
場
で

は
、
紅
藻
ソ
ゾ
類
、
マ
ツ
ノ
リ
、
イ
カ

ノ
ア
シ
、
サ
イ
ミ
、
フ
ク
ロ
フ
ノ
リ
が

き
れ
い
に
垂
直
分
布
し
て
い
ま
す
。
西

側
の
入
り
江
で
は
、
夏
場
は
緑
藻
ヘ
ラ

イ
ワ
ズ
タ
や
ク
ロ
ミ
ル
が
群
生
し
ま
す
。

砂
浜
に
は
、両
岸
と
も
に「
打

ち
上
げ
」
が
大
量
に
た
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
深
場
の
種
類
が
見
つ
け
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
必

ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

海
産
被
子
植
物
（
ウ
ミ
ク

サ
類
）
の
ア
マ
モ
、
コ
ア

マ
モ
、
ヤ
マ
ト
ウ
ミ
ヒ
ル

モ
が
群
生
し
て
い
ま
す
。

駐
車
場

8

沖
ノ
島
　
マ
ッ
プ

北

宇
賀

大
明
神
社

展
望
台

標
高
13
M

沖
ノ
島
は
、
周
囲
1k
m
ほ
ど
の
地
続
き
の
小
さ
な
無
人
島
で
す
が
、
岩
場
、
転

石
帯
、
砂
浜
、
潮
だ
ま
り
、
波
あ
た
り
の
強
い
/弱
い
場
所
、
浅
瀬
/深
場
な

ど
多
様
な
生
育
環
境
が
あ
り
、
多
種
多
様
な
海
洋
植
物
が
そ
れ
ぞ
れ
適
応
し
た

場
所
に
生
育
し
て
い
ま
す
。

潮
だ
ま
り
（
タ
イ
ド
プ
ー
ル
）

に
は
、
紅
藻
シ
ラ
モ
、
カ
ズ
ノ

イ
バ
ラ
、
ミ
ゾ
オ
ゴ
ノ
リ
が
生

育
し
て
い
ま
す
。
そ
の
沖
側
岩

礁
に
は
褐
藻
ウ
ミ
ト
ラ
ノ
オ
や

ヒ
ジ
キ
が
群
生
し
て
い
ま
す
。

転
石
帯
と
砂
浜
か
ら
な

り
、
褐
藻
イ
シ
ゲ
、
イ

ロ
ロ
、
イ
ワ
ヒ
ゲ
、
紅

藻
ム
カ
デ
ノ
リ
、
マ
ク

サ
、
フ
ダ
ラ
ク
、
ホ
ソ

バ
ナ
ミ
ノ
ハ
ナ
な
ど
多

く
の
種
類
が
生
育
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
打

ち
上
げ
」
褐
藻
類
の
基

部
に
綺
麗
な
紅
藻
ユ
カ

リ
が
着
生
し
て
い
る
事

が
あ
り
ま
す
。
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満
潮潮

干干
潮

日
付

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

午
前

潮
位

午
後
潮
位

午
前

潮
位

午
後

潮
位

5:
10

15
2
18
:4
2
14
1

11
:5
6

2
23
:5
9

77
5:
36

14
9
19
:2
0
13
6

12
:3
0

6
*

*
6:
02

14
3
19
:5
7
13
1

0:
31

84
13
:0
2

14
6:
30

13
6
20
:3
6
12
6

1:
04

89
13
:3
6

25
7:
02

12
7
21
:2
3
12
1

1:
44

93
14
:1
5

37
7:
43

11
6
22
:2
8
11
7

2:
46

96
15
:0
5

48
8:
51

10
5
23
:4
6
11
8

4:
48

94
16
:1
7

57
11
:0
4

99
*

*
6:
26

84
17
:4
5

61
0:
46

12
2
12
:5
9
10
3

7:
22

70
18
:5
5

60
1:
29

12
7
14
:0
4
11
2

8:
03

55
19
:4
9

59
2:
06

13
3
14
:5
5
12
2

8:
40

41
20
:3
6

59
2:
40

14
0
15
:4
1
13
3

9:
15

27
21
:1
9

61
3:
13

14
6
16
:2
5
14
2

9:
50

16
22
:0
0

65
3:
46

15
1
17
:0
8
15
1

10
:2
6

7
22
:4
0

71
4:
19

15
5
17
:5
0
15
7

11
:0
1

1
23
:1
9

78
4:
52

15
7
18
:3
3
16
0

11
:3
8

0
23
:5
8

86
5:
27

15
8
19
:1
6
15
9

12
:1
5

4
*

*
6:
03

15
5
20
:0
2
15
5

0:
38

93
12
:5
5

11
6:
42

15
0
20
:5
3
15
0

1:
21

98
13
:3
9

22
7:
29

14
2
21
:5
3
14
4

2:
14

10
2
14
:2
9

35
8:
31

13
1
23
:0
2
14
0

3:
28

10
3
15
:3
0

48
10
:0
0
12
0

*
*

5:
15

96
16
:4
9

58
0:
10

14
0
12
:0
0
11
6

6:
44

81
18
:1
7

65
1:
05

14
3
13
:3
8
11
9

7:
43

61
19
:2
6

68
1:
49

14
6
14
:4
8
12
5

8:
30

42
20
:2
2

70
2:
27

14
9
15
:4
6
13
1

9:
12

24
21
:1
0

74
3:
02

15
1
16
:3
6
13
6

9:
51

10
21
:5
3

77
3:
36

15
2
17
:2
1
14
0

10
:2
8

2
22
:3
4

81
4:
08

15
1
18
:0
2
14
2

11
:0
4

-2
23
:1
2

84
4:
40

15
0
18
:3
8
14
2

11
:3
8

0
23
:4
8

87
5:
12

14
7
19
:1
0
14
1

12
:1
0

6
*

*

20
14
年
５
月
の
館
山
の
予
想
潮
位
(c
m
)

満
月

新
月

 干
潮
・
満
潮
の
時
刻
と
潮
位
は
，
新
聞
や
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
潮

汐
・
海
面
水
位
の
デ
ー
タ
 ( h
tt
p:
//
w
w
w
.d
at
a.
ki
sh
ou
.g
o.
jp
/d
b/
tid
e/

su
is
an
/i
nd
ex
.p
hp
) 
」
な
ど
で
調
べ
ら
れ
ま
す
。
釣
り
具
屋
さ
ん
な
ど
で

購
入
で
き
る
「
潮
汐
表
」
な
ど
も
便
利
で
す
。

10

磯
に
行
く
準
備
（
１
）

行
く
日
、
行
く
時
刻
を
決
め
よ
う
！

20
14
年
５
月
の
館
山
の
予
想
潮
位

満
月

17
5 
cm

0c
m

10
0c
m 　
地
球
・
月
・
太
陽
が
お
互
い
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
で
、
海
の
水
面
の
高

さ
は
1
日
2
回
上
下
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
満
潮
時
と
干
潮
時
の
水
面
の

高
さ
（
潮
位
）
の
差
が
大
き
い
日
を
大
潮
、小
さ
い
日
を
小
潮
と
い
い
ま
す
。

 い
つ
い
く
？
　
-大
潮
は
月
に
2
回

  　
  　
満
月
の
頃
と
新
月
の
頃
は
「
大
潮
」
と
い
い
、
月
の
う
ち
で
潮
の
満
ち

引
き
の
差
が
最
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
磯
観
察
に
は
大
潮
の
日
の
干
潮
時

が
適
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
春
～
夏
は
昼
間
に
良
く
潮
が
引
き
、
秋

～
冬
は
夜
中
に
潮
が
良
く
引
く
の
で
よ
く
調
べ
て
か
ら
行
き
ま
し
ょ
う
。

 何
時
に
い
く
？
　
-最
干
潮
時
に
終
わ
る
よ
う
に
行
こ
う

　
  　
１
日
で
最
も
潮
位
が
低
く
な
る
最
干
潮
前
２
時
間
が
磯
観
察
に
は
適
し

て
い
ま
す
。
特
に
大
潮
の
と
き
は
潮
が
満
ち
て
く
る
の
が
早
い
の
で
、
夢

中
に
な
り
過
ぎ
て
取
り
残
さ
れ
た
り
、
波
の
勢
い
で
転
ん
だ
り
し
な
い
よ

う
注
意
が
必
要
で
す
。

　

小
潮

大
潮

日
付

21
10

15
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磯
の
地
形
と
生
物
種

　
満
潮
時
に
一
部
ま
た
は
全
体
が
海
中
が
沈
む
岩
を
岩
礁
と
い
い
、
潮
が
満

ち
引
き
す
る
間
を
潮
間
帯
と
い
い
ま
す
。
潮
間
帯
上
部
と
下
部
で
は
干
上
が

る
時
間
が
異
な
り
、
ま
た
こ
の
領
域
は
波
の
影
響
で
地
形
が
複
雑
化
し
て
い

る
の
で
、
そ
こ
で
見
ら
れ
る
海
洋
植
物
の
種
類
が
豊
富
で
す
。

　
満
潮
線
よ
り
高
い
範
囲
で
、
波
し
ぶ
き
の
か
か
る
場
所
を
潮
上
帯
（
飛
沫

帯
）
と
い
い
ま
す
。
乾
燥
し
た
状
態
が
続
き
、
直
射
日
光
に
晒
さ
れ
夏
は
非

常
に
高
温
に
な
り
、
冬
は
低
温
、
雨
が
降
れ
ば
淡
水
条
件
に
な
る
よ
う
な
、

海
洋
植
物
に
と
っ
て
は
過
酷
な
場
所
で
す
が
、
逆
に
ス
ペ
ー
ス
は
空
い
て
い

て
、
そ
こ
に
適
応
で
き
る
種
だ
け
が
群
生
し
て
い
ま
す
。

　
反
対
に
干
潮
時
に
も
干
上
が
る
こ
と
な
く
常
に
海
水
中
に
あ
る
場
所
を
潮

下
帯
(水
深
20
‒6
0m
付
近
ま
で
）
と
い
い
ま
す
。
褐
藻
ア
ラ
メ
や
ク
ロ

メ
や
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
属
な
ど
大
型
の
種
が
「
海
中
林
」
を
構
成
し
、
そ
れ
ら
を

餌
や
す
み
か
や
隠
れ
家
と
し
て
利
用
す
る
海
洋
動
物
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
岩
礁
域
で
は
潮
が
引
く
と
大
小
様
々
な
水
た
ま
り
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を

潮
だ
ま
り
（
タ
イ
ド
プ
ー
ル
）
と
よ
び
ま
す
。
潮
だ
ま
り
は
波
の
影
響
を
受

け
な
い
の
で
海
水
面
が
波
立
た
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
落
ち
着
い
て
海
洋
植
物
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
オ
ス
ス
メ
の
場
所
で
す
。

　
磯
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
形
が
あ
り
、
海
水
面
か
ら
の
高
さ
に
よ
っ
て
も
生

育
す
る
海
洋
植
物
の
種
類
が
違
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
海
洋
植
物
が
ど
の
よ

う
な
生
育
場
所
に
適
応
し
て
い
る
の
か
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 潮
間
帯

潮
上
帯

（
常
に
水
中
）

大
潮
の
干
潮
線

大
潮
の
満
潮
線

潮
だ
ま
り

（
タ
イ
ド
プ
ー
ル
）

潮
下
帯

（
1
年
に
１
度
は
水
没
・

干
出
す
る
）

（
潮
が
満
ち
て
も
常
に
水
面

の
上
だ
が
，
し
ぶ
き
等
で
海

水
の
影
響
を
受
け
る
）

12

磯
に
行
く
準
備
（
２
）

服
装
　
－
日
焼
け
対
策
・
危
険
対
策

靴
　
：
   磯
は
海
藻
、
珪
藻
、
ラ
ン
藻
類
が
生
え
て
い
て
滑
り
や
す
く
、

岩
に
は
尖
っ
た
貝
な
ど
が
張
り
付
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

長
靴
や
マ
リ
ン
ブ
ー
ツ
、
ま
た
濡
れ
て
も
よ
い
運
動
靴
な
ど
を

履
き
ま
し
ょ
う
。

手
袋
：
  海
に
は
毒
針
や
鋭
い
刺
な
ど
を
も
つ
危
険
な
生
物
も
い
る
の
で
、

必
ず
手
袋
（
軍
手
）
を
し
ま
し
ょ
う
。

帽
子
：
  熱
中
症
や
日
焼
け
を
防
止
す
る
た
め
に
、
必
ず
帽
子
を
か
ぶ
り
ま

し
ょ
う
。

服
装
：
  薄
手
の
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
が
お
す
す
め
。
日
焼
け
対
策
・
ケ
ガ
対

策
に
な
り
ま
す
。
タ
オ
ル
や
手
ぬ
ぐ
い
を
首
に
か
け
る
と
首
周
り

の
対
策
に
な
り
ま
す
。

・
バ
ケ
ツ

・
ピ
ン
セ
ッ
ト

・
ル
ー
ペ

・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

•
ふ
く
ろ
　

・
救
急
道
具

　
消
毒
液

　
絆
創
膏

軟
膏
 :か
ゆ
み
緩
和
（
抗
ヒ
ス

タ
ミ
ン
系
），
皮
膚
の
炎

症
緩
和
（
ス
テ
ロ
イ
ド

系
），
化
膿
止
め
（
抗
生

物
質
入
り
）
な
ど

　
毛
抜
き

・
日
焼
け
止
め

　
　
な
ど

持
ち
物

飲
料
水
：
熱
中
症
対
策
た
め
、
飲
み
物
を
必
ず
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

持
っ
て
い
く
と
便
利
な
も
の
：

服
装
・
持
ち
物
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
！
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14

　
海
に
は
、
毒
を
持
っ
て
い
た
り
、
鋭
い
刺
を
持
っ
て
い
た
り
、
ま
た

噛
み
つ
い
た
り
す
る
生
物
が
い
ま
す
。
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

毒
針
を
も
つ
も
の

　
カ
ツ
オ
ノ
エ
ボ
シ
　

　
ア
ン
ド
ン
ク
ラ
ゲ

　
ヒ
ド
ロ
虫
類

　
　（
ク
ロ
ガ
ヤ
，
シ
ロ
ガ
ヤ
，

　
　
ハ
ネ
ウ
ミ
ヒ
ド
ラ
な
ど
）

　
ウ
ミ
ケ
ム
シ
　
　

　
ラ
ッ
パ
ウ
ニ
　

　
ゴ
ン
ズ
イ
　

　
ハ
オ
コ
ゼ
　

食
べ
る
と
キ
ケ
ン

　
ス
ベ
ス
ベ
マ
ン
ジ
ュ
ウ
ガ
ニ
　

　
モ
ミ
ジ
ガ
イ

噛
み
つ
く
も
の
（
毒
を
持
つ
）

　
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
　

噛
み
つ
く
も
の
（
毒
は
な
い
）

　
ウ
ツ
ボ
　

鋭
く
折
れ
や
す
い
棘
を
持
つ
も
の

　
ガ
ン
ガ
ゼ
　

磯
の
危
険
な
生
物



242

海
の
観
察
ガ
イ
ド

17

葉
先
が
丸
く
、

平
行
脈
は
５
～
７
本

○
ア
マ
モ
　

Zo
st

er
a 

m
ar

in
a 
 (3
,6
,7
,9
)

5c
m

5c
m

16

○
コ
ア
マ
モ
　

Zo
st

er
a 

ja
po

ni
ca

  (
6,
7,
9)

ア
マ
モ
に
比
べ
て
、
葉
が
細
く
、

平
行
脈
は
２
～
３
本

5c
m

5c
m



243

海
の
観
察
ガ
イ
ド

19

◎
ヒ
ト
エ
グ
サ
　

M
on

os
tro

m
a 

ni
tid

um
  (
3)

細
胞
層
は
１
層
で
、

や
わ
ら
か
く
、
さ
け
易
い

1c
m 1c
m

18

○
ヤ
マ
ト
ウ
ミ
ヒ
ル
モ
　

H
al

op
hi

la
 n

ip
po

ni
ca

  (
6,
7,
9)

葉
は
楕
円
形
で
、
匍
匐

す
る
茎
か
ら
二
枚
ず
つ

出
る 1c
m



244

海
の
観
察
ガ
イ
ド

21

◎
ウ
ス
バ
ア
オ
ノ
リ
　

U
lv

a 
lin

za
  (
1,
3)

○
ミ
ナ
ミ
ア
オ
サ
　

U
lv

a 
oh

no
i  
(6
,7
)

基
部
は
管
状
で
細
く
、
上
部
は
扁
平
で
リ
ボ
ン
状

２
層
膜
状
で
、

色
、
厚
さ
と
も
に
薄
い

1c
m

5c
m

5c
m

1c
m

20

◎
ア
ナ
ア
オ
サ
　

U
lv

a 
pe

rt
us

a 
 (3
)

２
層
膜
状
で
、
厚
く
て
堅
く
、

大
型
の
藻
体
は
一
部
に
裂
け
目

や
穴
が
で
き
る

1c
m



245

海
の
観
察
ガ
イ
ド

23

○
ミ
ル
　

C
od

iu
m

 fr
ag

ile
  (
6)

円
柱
状
二
叉
分
枝
で
、
全
体
は
扇
型

太
さ
は
ど
の
部
分
も
同
じ
ぐ
ら
い

5c
m

22

◎
ヤ
ブ
レ
グ
サ
　

U
m

br
au

lv
a 

ja
po

ni
ca

  (
3,
6)

縦
に
裂
け
目
が
で
き
る

暗
緑
色
で
、
他
の
ア
オ
サ
属
藻
類
よ
り
厚
い

5c
m

5c
m



246

海
の
観
察
ガ
イ
ド

25

○
ナ
ガ
ミ
ル
　

C
od

iu
m

 c
yl

in
dr

ic
um

  (
3,
6,
7)

表
面
の
つ
ぶ
つ
ぶ
（
小
嚢
）
が
大
き
く
、

肉
眼
で
確
認
で
き
る

柔
ら
か
く
ち
ぎ
れ
や
す
い

長
い
も
の
で
10
m
以
上
に
達
す
る

5c
m

5c
m

24

枝
は
や
や
扁
平
で
、
固
く
、
乾
く
と

色
が
黒
っ
ぽ
く
な
る

○
ク
ロ
ミ
ル
　

C
od

iu
m

 su
bt

ub
ul

os
um

  (
3,
7)

10
cm

10
cm



247

海
の
観
察
ガ
イ
ド

27

◎
ハ
イ
ミ
ル
モ
ド
キ
　

C
od

iu
m

 h
ub

bs
ii 
 (3
,6
)

岩
陰
に
は
り
つ
い
て
い
て
、

岩
か
ら
は
が
し
に
く
い

は
が
し
た
後
は
縁
が
ま
る
ま
る

1c
m1c
m

26

枝
同
士
が
も
つ
れ
あ
い
、

全
体
で
ひ
と
か
た
ま
り
に
な
る

◎
モ
ツ
レ
ミ
ル
　

C
od

iu
m

 in
tr

ic
at

um
  (
7)

1c
m



248

海
の
観
察
ガ
イ
ド

29

○
フ
サ
イ
ワ
ズ
タ
　

C
au

le
rp

a 
ok

am
ur

ae
  (
6)

卵
形
の
小
枝
が
密
集
す
る

「
う
み
ぶ
ど
う
」
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る

5c
m

28

○
ヘ
ラ
イ
ワ
ズ
タ
　

C
au

le
rp

a 
br

ac
hy

pu
s  
(6
,7
,9
)

小
枝
が
へ
ら
状

5c
m



249

海
の
観
察
ガ
イ
ド

31

基
部
に
短
毛
が
は
え
、
表
面
に
し
わ
や

黒
い
斑
点
模
様

○
サ
ナ
ダ
グ
サ
　

D
ic

ty
ot

a 
co

ri
ac

ea
  (
1,
3)

○
コ
モ
ン
グ
サ
　

D
ic

ty
op

te
ri

s p
ac

i
ca

  (
1,
3,
6)枝
は
き
れ
い
に
二
叉
分
岐

し
っ
か
り
し
た
感
じ

5c
m

5c
m

30

○
ウ
ミ
ウ
チ
ワ
　

Pa
di

na
 a

rb
or

es
ce

ns
  (
1,
3,
5,
6)

扇
形

縁
は
内
側
に
巻
き
込
む

5c
m



250

海
の
観
察
ガ
イ
ド

33

○
ヘ
ラ
ヤ
ハ
ズ
　

D
ic

ty
op

te
ri

s p
ro

lif
er

a 
(3
)

○
ヤ
ハ
ズ
グ
サ
　

D
ic

ty
op

te
ri

s l
at

iu
sc

ul
a 
 (3
)

枝
は
細
長
く
ヘ
ラ
型

本
来
は
褐
色
だ
が
　

死
ぬ
と
硫
酸
を
出
し
て
緑
に
変
色
す
る

葉
状
部
か
ら
別
の
葉
状
部
や
枝
を
出
す
　

死
ぬ
と
硫
酸
を
出
し
て
緑
に
変
色
す
る

5c
m

5c
m

32

○
シ
ワ
ヤ
ハ
ズ
　

D
ic

ty
op

te
ri

s u
nd

ul
at

a 
 (1
,3
,1
1)

し
わ
が
よ
る

若
い
個
体
は
水
中
で
青
白
く
光
る

1c
m

1c
m



251

海
の
観
察
ガ
イ
ド

35

薄
く
凹
凸
の
あ
る
円
形

粘
り
気
は
な
く
硬
い
が
破
け
易
い

◎
フ
ク
ロ
ノ
リ
　

C
ol

po
m

en
ia

 si
nu

os
a 
 (3
,5
,6
)

1c
m

5c
m

34

◎
カ
ヤ
モ
ノ
リ
　

Sc
yt

os
ip

ho
n 

lo
m

en
ta

ri
a 

 (1
,3
)

○
カ
ゴ
メ
ノ
リ
　

H
yd

ro
cl

at
hr

us
 c

la
th

ra
tu

s  
(3
)

所
々
に
く
び
れ
が
あ
る

多
く
の
穴
が
あ
り
、

全
体
は
ド
ー
ム
型
で
あ
る

粘
り
気
は
な
く
硬
い

5c
m

5c
m

1c
m



252

海
の
観
察
ガ
イ
ド

37

○
ワ
カ
メ
　

U
nd

ar
ia

 p
in

na
ti

da
  (
1,
3)

表
面
は
ぬ
め
り
気
が
あ
る

成
熟
す
る
と
葉
状
部
下
に

め
か
ぶ
（
胞
子
葉
）
が
み
ら
れ
る

10
cm

36

◎
セ
イ
ヨ
ウ
ハ
バ
ノ
リ
　

Pe
ta

lo
ni

a 
 fa

sc
ia

  (
1,
3)

◎
イ
ワ
ヒ
ゲ
　

M
ye

lo
ph

yc
us

 si
m

pl
ex

   
  

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
(3
,6
,7
,9
,1
1 )

薄
く
細
長
い
葉
状
体

基
部
か
ら
密
集
し
て
潮
上
帯
に
生
育

手
触
り
は
硬
い

1c
m

5c
m

5c
m

1c
m



253

海
の
観
察
ガ
イ
ド

39

○
ク
ロ
メ
　

Ec
kl

on
ia

 k
ur

om
e 
 (1
,6
)

茎
は
二
叉
に
分
岐
し
な
い

葉
片
は
し
わ
が
よ
る

10
cm

38

○
ア
ラ
メ
　

Ei
se

ni
a 

bi
cy

cl
is

  (
1,
3)

茎
が
二
叉
に
分
か
れ
る

葉
片
は
し
わ
が
よ
る

5c
m

20
cm



254

海
の
観
察
ガ
イ
ド

41

○
イ
ロ
ロ
　

Is
hi

ge
 fo

lia
ce

a 
 (1
,3
,6
)
基
部
は
細
く
す
ぐ
に
幅
が
広
が
り
、

規
則
正
し
い
二
叉
分
岐

1c
m

40

○
イ
シ
ゲ
　

Is
hi

ge
 o

ka
m

ur
ae

  (
1,
3,
6,
7,
9,
11
)

水
中
で
は
褐
色
だ
が
、

乾
燥
す
る
と
色
が
黒
く
な
る

先
が
細
く
、
樹
枝
状
、
硬
い

1c
m



255

海
の
観
察
ガ
イ
ド

43

◎
イ
ソ
モ
ク
　

Sa
rg

as
su

m
 h

em
ip

hy
llu

m
  (
1,
3,
11
)

葉
の
片
側
の
み
の
こ
ぎ
り
歯
状

付
着
器
は
糸
状
根

5c
m

42

◎
ア
カ
モ
ク
　

Sa
rg

as
su

m
 h

or
ne

ri
  (
1,
3)

葉
縁
は
の
こ
ぎ
り
状

気
泡
は
細
長
い
円
柱
状
で

の
こ
ぎ
り
葉
の
冠
葉
あ
り

10
cm



256

海
の
観
察
ガ
イ
ド

45

◎
オ
オ
バ
モ
ク
　

Sa
rg

as
su

m
 ri

ng
go

ld
ia

nu
m
 ss

p.
 ri

ng
go

ld
ia

nu
m

 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   
(1
,3
,4
,6
,7
)

葉
は
細
長
く
ヘ
ラ
型

気
泡
は
大
き
く
冠
葉
を
も
つ

10
cm

5c
m

44

○
エ
ン
ド
ウ
モ
ク
　

Sa
rg

as
su

m
 y

en
do

i  
(3
,9
)

主
枝
は
扁
平

葉
は
の
こ
ぎ
り
状
で
細
長
い

気
泡
は
卵
型
で
先
端
が
丸
い

10
cm



257

海
の
観
察
ガ
イ
ド

47

○
ノ
コ
ギ
リ
モ
ク
　

Sa
rg

as
su

m
  m

ac
ro

ca
rp

um
  (
1,
11
)

葉
の
縁
に
は
大
小
の
切
れ
込
み
が
存
在
す
る

気
泡
は
球
状
で
、
先
端
は
ト
ゲ
や
の
こ
ぎ
り
歯
の
あ
る
冠
葉
が
あ
る

20
cm

46

葉
も
気
泡
も
小
さ
い

○
タ
マ
ハ
ハ
キ
モ
ク
　

Sa
rg

as
su

m
 m

ut
ic

um
  (
1,
3)

20
cm



258

海
の
観
察
ガ
イ
ド

49

◎
ウ
ミ
ト
ラ
ノ
オ
　

Sa
rg

as
su

m
 th

un
be

rg
ii 
 (1
,3
,6
,7
,9
,1
1)

枝
は
気
泡
と
葉
が
密
集
し
て

円
柱
状

動
物
の
尾
の
様

5c
m

48

○
ヨ
レ
モ
ク
　

Sa
rg

as
su

m
 si

liq
ua

st
ru

m
  (
3)

下
部
の
葉
は
大
き
く
丸
み
が
あ
り
、

気
泡
は
先
端
に
ト
ゲ
を
も
つ

生
殖
器
官
は
小
判
状

5c
m



259

海
の
観
察
ガ
イ
ド

51

◎
ベ
ン
テ
ン
ア
マ
ノ
リ
　

Py
ro

pi
a 

is
hi

ge
co

la
 (3
)

潮
間
帯
上
部
の
岩
上
、
褐
藻
イ
シ
ゲ
、

紅
藻
サ
イ
ミ
な
ど
に
着
生
す
る

1c
m 1c
m

50

◎
ヒ
ジ
キ
　

Sa
rg

as
su

m
 fu

si
fo

rm
e 

 (1
,3
,6
,7
,9
,1
1)

こ
ん
棒
状
の
小
枝

5c
m



260

海
の
観
察
ガ
イ
ド

53

○
ヒ
ラ
イ
ボ
　

Li
th

op
hy

llu
m

 o
ka

m
ur

ae
  (
3,
11
)

岩
の
表
面
を
覆
い
、
疣
状
の
隆
起
が
密
集

枝
は
扁
平
で
、
生
殖
器
巣
が
節
間
部
の
縁
に
出
る

○
ヘ
リ
ト
リ
カ
ニ
ノ
テ
　

C
or

al
lin

a 
cr

as
si

ss
im

a 
 (3
,1
1)

52

○
ピ
リ
ヒ
バ
　

C
or

al
lin

a 
pi

lu
lif

er
a 
 (3
)

細
い
枝
が
羽
状
分
枝
し
、
先
端
は
掌
状

○
エ
チ
ゴ
カ
ニ
ノ
テ
　

Am
ph

iro
a 

be
au

vo
is

ii 
 (1
,3
,6
)

枝
は
偏
円
状
で
二
叉
分
枝
、
輪
状
模
様
あ
り



261

海
の
観
察
ガ
イ
ド

55

○
マ
ク
サ
　

G
el

id
iu

m
 e

le
ga

ns
  (
1,
3,
6,
7,
9,
11
)

枝
は
細
く
、
先
端
は
と
が
る

寒
天
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
る

1c
m

54

○
オ
バ
ク
サ
　

Pt
er

oc
la

di
el

la
 te

nu
is

  (
1,
3)

枝
は
扁
平
で
薄
く
、
付
け
根
は
く
び
れ
、
先
端
は
鈍
円
、

主
軸
に
対
し
て
や
や
直
角
ぎ
み
に
枝
を
出
す1c
m

1c
m



262

海
の
観
察
ガ
イ
ド

57

◎
ス
ギ
ノ
リ
　

C
ho

nd
ra

ca
nt

hu
s t

en
el

lu
s  
(1
,3
,7
)

水
中
で
は
青
白
く
光
る

枝
を
平
面
的
に
互
生
も
し
く
は
対
生
に
出
し
、

先
端
は
と
が
る

1c
m

1c
m

1c
m

56

○
フ
ク
ロ
フ
ノ
リ
　

G
lo

io
pe

lti
s f

ur
ca

ta
  (
1,
3)

枝
は
中
空

潮
上
帯
に
群
生

1c
m



263

海
の
観
察
ガ
イ
ド

59

個
体
に
よ
っ
て
色
合
い
が
様
々

や
や
厚
く
、
柔
ら
か
い

◎
ツ
ノ
マ
タ
　

C
ho

nd
ru

s o
ce

lla
tu

s  
(3
,6
,7
)

1c
m

1c
m

58

◎
イ
ボ
ツ
ノ
マ
タ
　

C
ho

nd
ru

s v
er

ru
co

su
s  
(3
,6
,9
)

縁
が
内
側
に
そ
り
、
中
央
が
U
字
に
へ
こ
む

成
熟
時
、
生
殖
器
官
が
疣
の
よ
う
に
で
き
る

1c
m

1c
m



264

海
の
観
察
ガ
イ
ド

61

○
イ
カ
ノ
ア
シ
　

M
as

to
ca

rp
us

 y
en

do
i  
(6
)

枝
の
先
端
が
尖
り
、

ね
じ
れ
る
も
の
が
多
い

弾
力
が
あ
っ
て
ち
ぎ
れ
に
く
い

5c
m

60

◎
カ
ズ
ノ
イ
バ
ラ
　

H
yp

ne
a 

ex
ic

au
lis

  (
1,
6)

◎
ベ
ニ
イ
バ
ラ
ノ
リ
　

H
yp

ne
a 

ya
m

ad
ae

  (
3)

折
れ
易
く

ト
ゲ
状
の
小
枝
が
多
数
存
在
す
る

鮮
紅
色
で
折
れ
易
い

5c
m

5c
m



265

海
の
観
察
ガ
イ
ド

63

○
サ
イ
ミ
　

Ah
nf

el
iti

op
si

s c
on

ci
nn

a 
 (1
,6
,7
,9
,1
1)

枝
は
円
柱
状
で
不
規
則
な
二
叉
分
枝

乾
燥
す
る
と
黒
く
な
り
、
と
て
も
硬
い

1c
m

62

○
オ
キ
ツ
ノ
リ
　

Ah
nf

el
iti

op
si

s 
ab

el
lif

or
m

is
  (
1,
3)

規
則
正
し
く
二
叉
分
枝

枝
は
平
面
状
だ
が
、
重
な
っ
て
ド
ー
ム

状
と
な
る

1c
m

1c
m



266

海
の
観
察
ガ
イ
ド

65

○
ト
サ
カ
ノ
リ
　

M
er

is
to

th
ec

a 
pa

pu
lo

sa
  (
1)

肉
質
で
、
縁
や
表
面
か
ら
小
枝
を
出
す

形
態
変
異
が
著
し
い

5c
m

64

○
ホ
ソ
バ
ナ
ミ
ノ
ハ
ナ
　

Po
rt

ie
ri

a 
ho

rn
em

an
ni

i  
(6
)

○
ナ
ミ
ノ
ハ
ナ
　

Po
rt

ie
ri

a 
ja

po
ni

ca
  (
3)

松
脂
の
に
お
い
が
す
る

枝
先
は
ま
る
ま
り
、
互
生
分
枝

松
脂
の
に
お
い
　
ナ
ミ
ノ
ハ
ナ
よ
り
枝
が
細
く
密
に
分
枝

1c
m



267

海
の
観
察
ガ
イ
ド

67

◎
オ
ゴ
ノ
リ
　

G
ra

ci
la

ri
a 

ve
rm

ic
ul

op
hy

lla
  (
1,
3)

○
ミ
ゾ
オ
ゴ
ノ
リ
　

G
ra

ci
la

ri
a 

in
cu

rv
at

a 
 (6
)

枝
の
付
け
根
と
先
端
は
細
く
な
り
、

不
規
則
に
分
枝
す
る

潮
間
帯
上
部
の
砂
地
を
好
む

枝
の
縁
が
内
側
に
反
り

中
央
に
溝
が
で
き
る

軟
骨
質

1c
m

5c
m

66

○
ユ
カ
リ
　

Pl
oc

am
iu

m
 te

lfa
ir

ia
e 

 (1
,3
,7
,9
,1
1)

ホ
ソ
バ
ナ
ミ
ノ
ハ
ナ
に
類
似

分
枝
し
な
い
枝
と
分
枝
す
る
枝
が
セ
ッ
ト
と
な
り
二
本

ず
つ
互
生
す
る

1c
m



268

海
の
観
察
ガ
イ
ド

69

◎
シ
ラ
モ
　

G
ra

ci
la

ri
a 

pa
rv

is
po

ra
  (
1,
3,
6)

枝
は
円
柱
状
や
や
扁
平
で

付
け
根
は
く
び
れ
ず
先
は
と
が
る

も
ろ
く
折
れ
易
い

体
色
が
様
々

5c
m

5c
m

68

◎
カ
バ
ノ
リ
　

G
ra

ci
la

ri
a 

te
xt

or
ii 
 (1
,3
)

◎
キ
ヌ
カ
バ
ノ
リ
　

G
ra

ci
la

ri
a 

 c
un

ei
fo

lia
  (
1)

平
た
く
や
や
厚
く
、
叉
状
分
枝

カ
バ
ノ
リ
と
類
似
す
る
が
、

カ
バ
ノ
リ
は
皮
質
で
『
カ
バ
ッ
』
と

折
れ
る
が
、
本
種
は
膜
質

5c
m 1c
m

1c
m

1c
m
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71

○
ツ
ノ
ム
カ
デ
　

G
ra

te
lo

up
ia

 c
or

ne
a 
 (1
,3
,7
)

二
叉
分
枝
し
、
先
端
が
と
が
る

枝
幅
が
細
く
、
平
た
く
、
硬
い

5c
m

1c
m

70

ぬ
め
り
気
が
あ
り
、

扁
平
な
主
軸
か
ら
扁
平
な
枝
を
対
生
し
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
小
枝
を
密
生
す
る

ぬ
め
り
気
は
あ
ま
り
な
く
、

分
枝
も
少
な
い

◎
ヒ
ラ
ム
カ
デ
　

G
ra

te
lo

up
ia

 li
vi

da
  (
1)

◎
ム
カ
デ
ノ
リ
　

G
ra

te
lo

up
ia

 a
si

at
ic

a 
 (3
)

5c
m

5c
m
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73

◎
ヒ
ト
ツ
マ
ツ
　

G
ra

te
lo

up
ia

 c
hi

an
gi

i  
(1
,3
)

二
叉
分
枝
で
先
端
は
丸
く

幅
は
全
体
で
ほ
ぼ
同
じ

硬
い

1c
m

1c
m

72

◎
フ
ダ
ラ
ク
　

G
ra

te
lo

up
ia

 la
nc

eo
la

ta
  (
3)

分
厚
く
丈
夫
で

ぬ
め
り
気
が
あ
る

付
着
部
が
細
い

10
cm
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75

◎
マ
ツ
ノ
リ
　

Po
ly

op
es

 a
f

ni
s  
(3
,6
)

◎
コ
メ
ノ
リ
　

Po
ly

op
es

 p
ro

lif
er

  (
3)

基
部
が
細
く
上
部
は
扁
平

二
叉
分
枝

全
体
と
し
て
扇
形

や
や
緑
が
か
る

基
部
は
マ
ツ
ノ
リ
よ
り
幅
広
で
、

二
叉
分
枝
し
た
先
端
は

丸
み
を
お
び
て
コ
メ
の

よ
う
に
膨
れ
る

や
や
茶
褐
色

1c
m

1c
m

1c
m

74

◎
サ
ク
ラ
ノ
リ
　

G
ra

te
lo

up
ia

 im
br

ic
at

a 
 (3
,7
)

マ
ツ
ノ
リ
、
コ
メ
ノ
リ
に
類
似
す
る
が
、

幅
広
で
、
紅
い

1c
m

1c
m
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77

○
ワ
ツ
ナ
ギ
ソ
ウ
　

C
ha

m
pi

a 
pa

rv
ul

a 
 (3
)

枝
が
絡
み
合
っ
て
か
た
ま
り
に
な
っ
て
い
る

枝
は
円
柱
状
で
、
輪
状
模
様
あ
り

1c
m

76

○
ヒ
ラ
ワ
ツ
ナ
ギ
ソ
ウ
　

C
ha

m
pi

a 
bi

da
  (
6)

水
中
で
は
青
色
に
発
光

枝
は
扁
平
で
、
輪
状
模
様
あ
り

や
わ
ら
か
く
ぬ
め
り
気
あ
り

1c
m
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79

○
ユ
ナ
　

C
ho

nd
ri

a 
cr

as
si

ca
ul

is
  (
1)

○
ク
ロ
ソ
ゾ
　

Pa
lis

ad
a 

in
te

rm
ed

ia
  (
3,
6)

体
は
柔
ら
か
く
、
も
ろ
い

枝
の
先
に
球
状
の
胚
芽
枝
が
多
数
つ
く

小
枝
が
こ
ん
棒
状
で

各
方
面
広
が
り
茎
は
円
柱
状

色
は
黒
く
硬
い

5c
m

1c
m

78

枝
は
管
状
で
中
空
に
な
っ
て
い
る

ま
た
付
け
根
が
細
く
な
り
先
端
は
丸
い

一
定
の
間
隔
で
く
び
れ
る

○
フ
シ
ツ
ナ
ギ
　

Lo
m

en
ta

ri
a 

ca
te

na
ta
  (
1,
3)

5c
m

1c
m
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81

枝
が
三
方
向
に
伸
び
る
こ
と
が
多
い

枝
の
付
け
根
は
く
び
れ
な
い

緑
色

○
ミ
ツ
デ
ソ
ゾ
　

La
ur

en
ci

a 
 o

ka
m

ur
ae

  (
3,
6)

1c
m

5c
m

80

○
コ
ブ
ソ
ゾ
　

C
ho

nd
ro

ph
yc

us
 u

nd
ul

at
us
  (
3,
5,
6)

大
変
か
た
く
も
ろ
い
の
で
、
折
れ
易
い

枝
は
平
面
的
に
伸
び
、
茎
は
平
た
い

1c
m

1c
m
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83

○
用
意
す
る
も
の

○
台
に
乗
せ
る

　
水
道
水
の
は
っ
た
バ
ッ
ト
等
に
海
藻
•海
草
を
広
げ
、

　
ピ
ン
セ
ッ
ト
や
竹
串
な
ど
を
使
っ
て
台
紙
の
上
で
丁
寧
に
広
げ
る

○
水
切
り

　
斜
め
に
立
て
か
け
、
新
聞
紙
の
上
な
ど
で

　
５
分
程
度
水
を
切
る

82

海
藻
ア
ー
ト

○
塩
抜
き

　
水
道
水
に
5-
10
分
程
度
浸
け
て

　
塩
抜
き
を
す
る

採
集
し
て
き
た
海
藻
•
海
草
を
使
っ
て
、

海
藻
お
し
ば
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
！

○
採
集

　
干
潮
時
に
磯
で
海
藻
•海
草
を
採
集
す
る

　
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
も
拾
う

　
で
き
る
だ
け
水
を
切
っ
て
ポ
リ
袋
や
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
持
ち
帰
る

○
洗
浄
と
保
管

　
採
集
し
た
海
藻
は
水
（
で
き
れ
ば
海
水
）
で

　
よ
く
洗
い
、
砂
や
付
着
物
を
落
と
す

　
1~
2
日
で
使
う
な
ら
冷
蔵
庫
、
長
期
保
管
の
場
合

　
小
分
け
に
し
て
水
を
切
っ
て
冷
凍
庫
で
保
存
す
る
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85

 完
成
例

ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
を
行
え
ば
、

し
お
り
や
下
敷
き
に
も

84

○
吸
水
紙
に
は
さ
む

　
段
ボ
ー
ル
の
上
に
順
番
に
重
ね
る

　
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ト
（
ガ
ー
ゼ
）
は
海
藻
•

　
海
草
が
吸
水
紙
に
つ
く
の
を
防
ぐ

○
乾
燥

　
薄
い
も
の
な
ら
一
日
で
乾
く
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  　
重
し

　
扇
風
機
を
使
わ
な
い
場
合
は
、

　
毎
日
吸
水
紙
を
と
り
か
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   
   
  完
成

完
全
に
乾
い
た
ら
、
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ト

（
ガ
ー
ゼ
）
を
静
か
に
は
が
す
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87

Li
th

op
hy

llu
m

 o
ka

m
ur

ae
,5

1
Lo

m
en

ta
ri

a 
ca

te
na

ta
,7

6

M M
as

to
ca

rp
us

 y
en

do
i,5

M
er

is
to

th
ec

a 
pa

pu
lo

sa
,6

3
M

on
os

tro
m

a 
ni

tid
um

,1
7

M
ye

lo
ph

yc
us

 si
m

pl
ex

,3

P Pa
di

na
 a

rb
or

es
ce

ns
,2

8
Pa

lis
ad

a 
in

te
rm

ed
ia

,7
7

Pe
ta

lo
ni

a 
fa

sc
ia

,3
Pl

oc
am

iu
m

 te
lfa

ir
ia

e,
6

Po
ly

op
es

 a
f

ni
s,7

3
Po

ly
op

es
 p

ro
lif

er
,7

3
Po

rt
ie

ri
a 

ho
rn

em
an

ni
i,6

2
Po

rt
ie

ri
a 

ja
po

ni
ca

,6
2

Pt
er

oc
la

di
el

la
 te

nu
is

,5
2

Py
ro

pi
a 

is
hi

ge
co

la
,

S Sa
rg

as
su

m
 fu

si
fo

rm
e,

8
Sa

rg
as

su
m

 h
em

ip
hy

llu
m

,
1 

Sa
rg

as
su

m
 h

or
ne

ri
,

Sa
rg

as
su

m
 m

ac
ro

ca
rp

um
,

5 
Sa

rg
as

su
m

 m
ut

ic
um

,
Sa

rg
as

su
m

 ri
ng

go
ld

ia
nu

m
 ss

p.
 

ri
ng

go
ld

ia
nu

m
 ,

3 
Sa

rg
as

su
m

 si
liq

ua
st

ru
m

,
6

Sa
rg

as
su

m
 th

un
be

rg
ii,

7
Sa

rg
as

su
m

 y
en

do
i,

2
Sc

yt
os

ip
ho

n 
lo

m
en

ta
ri

a,
32

 

U

U
lv

a 
lin

za
,1

U
lv

a 
oh

no
i,1

U
lv

a 
pe

rt
us

a,
18

U
m

br
au

lv
a 

ja
po

ni
ca

,2
 

U
nd

ar
ia

 p
in

na
ti

da
,3

5

Z Zo
st

er
a 

ja
po

ni
ca

,1
Zo

st
er

a 
m

ar
in

a,
15

標
準
和
名

あ ア
カ
モ
ク

,
ア
ナ
ア
オ
サ

,1
8

ア
マ
モ

,1
5

ア
ラ
メ

,3
6

い イ
カ
ノ
ア
シ

,5
イ
シ
ゲ

,3
8

イ
ソ
モ
ク

,
1

イ
ボ
ツ
ノ
マ
タ

,5
6 

イ
ロ
ロ

,3
イ
ワ
ヒ
ゲ

,3

う
 

ウ
ス
バ
ア
オ
ノ
リ

,1
ウ
ミ
ウ
チ
ワ

,2
8

ウ
ミ
ト
ラ
ノ
オ

,
7

え エ
チ
ゴ
カ
ニ
ノ
テ

,  
5

86

索
引

学
名

A Ah
nf

el
tio

ps
is

 c
on

ci
nn

a 
,6

1
Ah

nf
el

tio
ps

is
 

ab
el

lif
or

m
is

,6
 

Am
ph

iro
a 

be
au

vo
is

ii,
5

C C
au

le
rp

a 
br

ac
hy

pu
s,2

6
C

au
le

rp
a 

ok
am

ur
ae

,2
7

C
ha

m
pi

a 
bi

da
,7

C
ha

m
pi

a 
pa

rv
ul

a,
75

C
ho

nd
ra

ca
nt

hu
s t

en
el

lu
s ,

55
C

ho
nd

ri
a 

cr
as

si
ca

ul
is

,7
7

C
ho

nd
ro

ph
yc

us
 u

nd
ul

at
us

,7
8 

C
ho

nd
ru

s o
ce

lla
tu

s,5
7

C
ho

nd
ru

s v
er

ru
co

su
s,5

6
C

od
iu

m
 c

yl
in

dr
ic

um
,2

3
C

od
iu

m
 fr

ag
ile

,2
1

C
od

iu
m

 h
ub

bs
ii,

25
C

od
iu

m
 in

tr
ic

at
um

,2
C

od
iu

m
 su

bt
ub

ul
os

um
,2

2 
C

ol
po

m
en

ia
 si

nu
os

a,
33

C
or

al
lin

a 
cr

as
si

ss
im

a,
51

C
or

al
lin

a 
pi

lu
lif

er
a,

5

D D
ic

ty
op

te
ri

s l
at

iu
sc

ul
a,

31
D

ic
ty

op
te

ri
s p

ac
i

ca
,2

D
ic

ty
op

te
ri

s p
ro

lif
er

a,
31

D
ic

ty
op

te
ri

s u
nd

ul
at

a,
3

D
ic

ty
ot

a 
co

ri
ac

ea
,2

E Ec
kl

on
ia

 k
ur

om
e 

,3
7

Ei
se

ni
a 

bi
cy

cl
is

,3
6

G G
el

id
iu

m
 e

le
ga

ns
,5

3
G

lo
io

pe
lti

s f
ur

ca
ta

,5
G

ra
ci

la
ri

a 
cu

ne
ifo

lia
,6

6
G

ra
ci

la
ri

a 
in

cu
rv

at
a,

65
G

ra
ci

la
ri

a 
pa

rv
is

po
ra

,6
7

G
ra

ci
la

ri
a 

te
xt

or
ii,

66
G

ra
ci

la
ri

a 
ve

rm
ic

ul
op

hy
lla

,6
5

G
ra

te
lo

up
ia

 a
si

at
ic

a,
68

G
ra

te
lo

up
ia

 c
hi

an
gi

i,7
1

G
ra

te
lo

up
ia

 c
or

ne
a,

6
G

ra
te

lo
up

ia
 im

br
ic

at
a,

72
G

ra
te

lo
up

ia
 la

nc
eo

la
ta

,7
G

ra
te

lo
up

ia
 li

vi
da

,6
8

H H
al

op
hi

la
 n

ip
po

ni
ca

,1
6

H
yd

ro
cl

at
hr

us
 c

la
th

ra
tu

s,3
2

H
yp

ne
a 

ex
ic

au
lis

,5
8

H
yp

ne
a 

ya
m

ad
ae

,5
8

I Is
hi

ge
 o

ka
m

ur
ae

,3
8

Is
hi

ge
 fo

lia
ce

a,
3

L La
ur

en
ci

a 
ok

am
ur

ae
,7
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89

ヒ
ト
ツ
マ
ツ

,7
1

ヒ
ラ
イ
ボ

,5
5

ヒ
ラ
ム
カ
デ

,6
8

ヒ
ラ
ワ
ツ
ナ
ギ
ソ
ウ
,7

ピ
リ
ヒ
バ

,5

ふ フ
ク
ロ
ノ
リ

,3
3

フ
ク
ロ
フ
ノ
リ

,5
フ
サ
イ
ワ
ヅ
タ

,2
7

フ
シ
ツ
ナ
ギ

,7
6

フ
ダ
ラ
ク

,7

へ ベ
ニ
イ
バ
ラ
ノ
リ

,5
8

ヘ
ラ
イ
ワ
ヅ
タ

,2
6

ヘ
ラ
ヤ
ハ
ズ

,3
1

ヘ
リ
ト
リ
カ
ニ
ノ
テ
,5

1
ベ
ン
テ
ン
ア
マ
ノ
リ

,

ほ ホ
ソ
バ
ナ
ミ
ノ
ハ
ナ

,6
2

ま マ
ク
サ

,5
3

マ
ツ
ノ
リ

,7
3

み ミ
ゾ
オ
ゴ
ノ
リ

,6
5

ミ
ツ
デ
ソ
ゾ

,7
ミ
ナ
ミ
ア
オ
サ

,1
ミ
ル

, 2
1

む

ム
カ
デ
ノ
リ

,6
8

も モ
ツ
レ
ミ
ル

,2

や ヤ
ハ
ズ
グ
サ

,3
1

ヤ
ブ
レ
グ
サ

,2
ヤ
マ
ト
ウ
ミ
ヒ
ル
モ

,1
6

ゆ ユ
カ
リ

,6
ユ
ナ

,7
7

よ ヨ
レ
モ
ク

,
6 

わ ワ
カ
メ

,3
5

ワ
ツ
ナ
ギ
ソ
ウ

,7
5

88

エ
ン
ド
ウ
モ
ク
,

2

お オ
オ
バ
モ
ク

,
3

オ
キ
ツ
ノ
リ

,6
オ
ゴ
ノ
リ

,6
5

オ
バ
ク
サ

,5
2

か カ
ゴ
メ
ノ
リ

,3
2 

カ
ズ
ノ
イ
バ
ラ

,5
8

カ
バ
ノ
リ

,6
6

カ
ヤ
モ
ノ
リ

,3
2

き キ
ヌ
カ
バ
ノ
リ

,6
6

く ク
ロ
ソ
ゾ

,7
7

ク
ロ
ミ
ル

,2
2

ク
ロ
メ

,3
7

こ コ
ア
マ
モ

,1
コ
ブ
ソ
ゾ

,7
8

コ
メ
ノ
リ

,7
3

コ
モ
ン
グ
サ

,2

さ サ
イ
ミ

,6
1

サ
ク
ラ
ノ
リ

,7
2

サ
ナ
ダ
グ
サ

,2

し シ
ラ
モ

, 6
7

シ
ワ
ヤ
ハ
ズ

,3

す ス
ギ
ノ
リ

,5
5

せ セ
イ
ヨ
ウ
ハ
バ
ノ
リ

,3

た タ
マ
ハ
ハ
キ
モ
ク

,

つ ツ
ノ
マ
タ

,5
7

ツ
ノ
ム
カ
デ

,6

と ト
サ
カ
ノ
リ

,6
3

な ナ
ガ
ミ
ル

,2
3

ナ
ミ
ノ
ハ
ナ

,6
2

の ノ
コ
ギ
リ
モ
ク

,
5

は ハ
イ
ミ
ル
モ
ド
キ

,2
5

ひ ヒ
ジ
キ

, 
8

ヒ
ト
エ
グ
サ

,1
7
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91

写
真
撮
影
　（
五
十
音
順
）

石
井
小
百
合
，
石
井
結
花
，
伊
東
奈
美
，
岩
波
正
浩
，
小
澤
崇
史
，

加
藤
亜
記
，
川
上
直
子
，
菊
池
 彩
花
，
菊
間
俊
徳
，
清
本
智
美
，

清
本
正
人
，
工
藤
孝
幸
，
坂
本
莉
沙
，
猿
田
恵
子
，
嶌
田
智
，
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日
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瀬
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る
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吉
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宏
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の
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本
書
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作
権
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を
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き
禁
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れ
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ま
す
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本
書
の
電
子
デ
ー
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化
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無
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作
権
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上
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例
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禁
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石
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井
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史
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瀬
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友
香
,

矢
野
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光
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吉
岡
志
隆
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吉
村
宏
明

　
こ
の
ガ
イ
ド
は
日
本
財
団
の
支
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を
受
け
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
，
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
教
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ロ
グ
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。
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目
次

た
つ
く
し
で
海
辺
の
自
然
に
親
し
も
う
！
   
・
・
・
・
・
・
・
・
  4

　
空
か
ら
見
た
「
た
つ
く
し
（
竜
串
湾
）」

　
魅
力
い
っ
ぱ
い
 た
つ
く
し
の
海
辺

た
つ
く
し
の
海
辺
の
自
然
に
親
し
む
施
設
や
設
備
  ・
・
・
・
・
６

た
つ
く
し
へ
の
ア
ク
セ
ス
  ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
７

磯
の
生
き
物
に
会
い
に
行
こ
う
  ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 8

　
磯
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　
い
つ
出
か
け
た
ら
い
い
の
？

　
潮
間
帯
と
は

磯
に
出
か
け
る
時
の
服
装
や
注
意
点
、
ル
ー
ル
   
・
・
・
・
・
1
0

　
服
装
や
持
ち
物
 

　
危
険
な
海
辺
の
生
き
物
 

　
ル
ー
ル
を
守
っ
て
た
の
し
く
、
安
全
に
海
辺
で
遊
ぼ
う

刺
胞
動
物
の
仲
間
（
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
・
サ
ン
ゴ
 な
ど
） ・
・
・
・
1
2

軟
体
動
物
の
仲
間
（
貝
や
ウ
ミ
ウ
シ
な
ど
） 
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
1
8

節
足
動
物
の
仲
間
（
エ
ビ
、
カ
ニ
、
ヤ
ド
カ
リ
な
ど
） 
  ・
 ・
・
・
・
4
4

棘
皮
動
物
の
仲
間
（
ヒ
ト
デ
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
な
ど
） 
  ・
・
・
・
・
5
6

そ
の
他
の
生
き
物
   
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
6
4

参
考
図
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
7
0

　 さ
く
い
ん
  ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
7
2

2

は
じ
め
に

　
昔
か
ら
海
辺
は
い
ろ
い
ろ
な
恵
み
を
私
た
ち
に
も
た
ら
し
て
く

れ
る
場
所
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
で

は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
も
、
海
離
れ
や
自
然
離
れ
が

進
ん
で
お
り
、
子
供
た
ち
の
元
気
な
笑
い
声
が
海
辺
に
響
く
こ
と

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
観
察
ガ
イ
ド
で
紹
介
す
る
竜
串
湾
は
四
国
の
西
南
部
に
位

置
す
る
足
摺
宇
和
海
国
立
公
園
の
中
に
あ
り
、
地
域
を
代
表
す
る

海
辺
の
生
き
物
た
ち
が
豊
か
に
息
づ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
書
は
、
地
域
の
小
学
生
や
高
校
生
、
小
中
学
校
の
先
生
方
、

自
然
解
説
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
な

ど
、
多
く
の
人
々
が
参
加
し
て
行
っ
た
竜
串
湾
で
の
海
辺
の
生
き

物
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
図
鑑
の
部

分
で
は
竜
串
湾
の
海
辺
に
出
か
け
れ
ば
、
だ
れ
も
が
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
生
き
物
た
ち
（
主
に
潮
間
帯
に
出
現
す
る
無む
せ
き
つ
い

脊
椎
動

物
）
を
取
り
上
げ
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
あ
た
り
ま

え
の
生
き
物
た
ち
が
い
つ
ま
で
も
あ
た
り
ま
え
に
暮
ら
し
て
い
け

る
海
辺
を
守
り
、
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
、
竜
串
湾
で
は
様
々

な
活
動
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
そ
う

し
た
活
動
の
一
助
と
な
る
と
と
も
に
、
地
域
の
海
辺
を
使
っ
た
自

然
教
育
・
海
洋
教
育
が
取
り
組
ま
れ
る
際
に
広
く
活
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
日
本
財
団
の
支
援
を
受
け
て

す
す
め
ら
れ
て
い
る
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
海
洋
教
育
促
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
作
成
さ
れ
ま
し
た
。



285

海
の
観
察
ガ
イ
ド

5

●
爪
白
海
岸
 磯
遊
び
、
海
水
浴
、
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
に
最
適
。
海
中
に
は
サ
ン
ゴ
の
森
が
広
が
る
。

●
桜
浜
 貝
殻
が
た
く
さ
ん
拾
え
る
美
し
い
砂
浜
。

●
三
崎
川
河
口
～
当
麻
の
浜
 河
口
に
は
汽
水
域
の
生
き
物
が
い
っ
ぱ
い
。
広
い
砂
浜
を
駆
け
回
ろ
う
！

●
湾
奥
東
岸
 一
級
の
磯
遊
び
ポ
イ
ン
ト
が
続
く
。
●
見
残
し
湾
 必
見
！
日
本
最
大
級
シ
コ
ロ
サ
ン
ゴ

●
竜
串
海
岸
 生
物
観
察
し
な
が
ら
奇
岩
散
策
。

魅
力
い
っ
ぱ
い
 た
つ
く
し
の
海
辺

4

▲
 た
つ
く
し
の
海
辺
を
使
っ
た
生
物
調
査
実
習

▲
 磯
遊
び
を
楽
し
む
地
元
の
人
々

見
残
し
湾

爪
白
海
岸

桜
浜

三
崎
川

竜
串
海
岸

大
碆

当
麻
の
浜

航
空
写
真
提
供
：
環
境
省
中
国
四
国
地
方
環
境
事
務
所

空
か
ら
見
た
「
た
つ
く
し
（
竜
串
湾
）」

　
高
知
県
の
西
南
部
、土
佐
清
水
市
竜
串
（
た
つ
く
し
）
に
あ
る
「
竜
串
湾
」

は
足あ
し
ず
り
う
わ
か
い

摺
宇
和
海
国
立
公
園
の
中
に
あ
り
、
地
域
を
代
表
す
る
豊
か
な
自
然
が

み
ら
れ
ま
す
。
海
中
に
は
多
様
な
生
物
が
息
づ
く
美
し
い
サ
ン
ゴ
の
森
が
広

が
り
、
海
域
公
園
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
た
つ
く
し
の
海
辺
は
、
漁
業

の
場
、
地
域
の
人
々
の
い
こ
い
の
場
、
ま
た
海
辺
の
自
然
観
察
や
教
育
活
動

の
場
、
そ
し
て
海
洋
生
物
の
研
究
の
場
な
ど
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
つ
く
し
で
海
辺
の
自
然
に
親
し
も
う
！
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●
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト

ガ
ラ
ス
張
り
の
船
の
底
か
ら
カ
ラ
フ
ル
な
魚
が
群
れ
集
う
サ
ン
ゴ
の
森
を
観
察
し
よ
う
。

見
残
し
湾
の
巨
大
シ
コ
ロ
サ
ン
ゴ
は
必
見
！
湾
内
2
ヶ
所
か
ら
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
シ
ャ
ワ
ー
や
炊
事
施
設
を
備
え
た
キ
ャ
ン
プ
場
や
、
ダ
イ

ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
自
然
解
説
ガ
イ
ド

な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
美
し
い
海
や
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
身
近
な
自
然
に
親
し
む
た
め
の
施
設
や
設
備
な
ど
が
充
実

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
た
つ
く
し
の
大
き
な
魅
力
で
す
。

＜
車
の
場
合
＞

●
高
知
－
竜
串
 （
3
時
間
）

高
知
自
動
車
道
高
知
IC
 -
 四
万
十
町
中
央

IC
 -
 国
道
56
・
32
1
号
線
 ー
竜
串

●
松
山
－
竜
串
（
3
時
間
）

松
山
自
動
車
道
松
山
IC
 -
 宇
和
島
北
IC
 -

国
道
56
・
32
1
号
線
 -
 竜
串

＜
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
場
合
＞

●
中
村
駅
（
四
万
十
市
） 
－
 竜
串
（
8
0
分
）

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
線
中
村
駅
- 

路
線
バ
ス
（
清
水
プ
ラ
ザ
パ
ル
前
で
乗
り
換
え
）
- 
 

竜
串
（
海
底
館
前
下
車
）

●
宿
毛
駅
（
宿
毛
市
）
－
 竜
串
（
6
0
分
） 

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
線
宿
毛
駅
  -
 路
線

バ
ス
 ー
 竜
串
（
海
底
館
前
下
車
）

た
つ
く
し
へ
の
ア
ク
セ
ス

松
山

高
知

土
佐
清
水

足
摺
岬

竜
串

宇
和
島

四
万
十窪
川

宿
毛

5
6

5
6

32
1

た
つ
く
し

6

●
足あ
し

摺ず
り

海
洋
館
（
水
族
館
）

黒
潮
の
海
を
テ
ー
マ
に
し
た
飼
育
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
水
族
館
。
海
で
知
ら
な
い
生
き

物
を
見
つ
け
た
ら
学
芸
員
さ
ん
に
聞
き
に
行
こ
う
。

●
足あ
し

摺ず
り

海
底
館
（
海
中
展
望
塔
）

た
つ
く
し
の
象
徴
と
も
い
え
る
真
っ
赤
な
海
中
展
望
塔
。
誰
で
も
海
中
散
歩
が
楽
し
め
ま

す
。
階
段
を
下
り
る
と
そ
こ
は
海
の
中
。

●
海
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
貝
類
展
示
館
）

 高
知
の
海
を
は
じ
め
、
世
界
中
か
ら
集
め
ら
れ
た
貝
類
の
標
本
を
展
示
。
自
然
の
造
形
美

に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。
海
外
で
も
高
い
価
値
を
認
め
ら
れ
た
建
築
物
と
し
て
も
有
名
で
す
。

た
つ
く
し
の
海
辺
の
自
然
に
親
し
む
施
設
や
設
備
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●
潮
だ
ま
り
（
タ
イ
ド
プ
ー
ル
）

潮
だ
ま
り
に
は
、
エ
ビ
や
魚
な
ど
水
の
中
に
い
る
生

き
物
が
見
つ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ン
ゴ
や
海
藻
な

ど
も
観
察
が
で
き
ま
す
。

●
岩
の
す
き
ま
や
か
げ

岩
場
で
は
岩
の
隙
間
や
陰
な
ど
、
身
を
隠
し
た
り
、

干
上
が
っ
て
も
湿
り
気
が
残
る
場
所
に
は
特
に
多
く

の
生
き
物
が
い
ま
す
。

大
潮
の
満
潮
線

●
石
の
下

な
る
べ
く
波
打
ち
際
に
近
い
と
こ
ろ
の
石
を
ひ
っ
く

り
返
す
と
、
そ
の
下
か
ら
い
ろ
ん
な
生
き
物
が
出
て

き
ま
す
。岩
は
あ
と
で
元
に
戻
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

潮
間
帯
と
は

■
こ
ん
な
と
こ
ろ
を
探
し
て
み
よ
う
■

　
磯
の
な
ど
の
海
辺
で
潮
の
満
ち
引

き
に
よ
っ
て
陸
に
な
っ
た
り
海
に

な
っ
た
り
す
る
の
こ
と
を
潮
ち
ょ
う

間か
ん

帯た
い

と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
潮
間
帯
の
上
に

あ
り
、
波
し
ぶ
き
な
ど
は
か
か
り
ま

す
が
、
大
潮
の
満
潮
の
時
も
水
没
し

な
い
範
囲
を
潮
ち
ょ
う
じ
ょ
う
た
い

上
帯
、
潮
間
帯
の
下

に
あ
り
、
大
潮
の
時
も
干
上
が
る
こ
と
が
な
い
、
つ
ま
り
、
常
に
海
の
中
に

あ
る
範
囲
を
潮ち
ょ
う
か
た
い

下
帯
(
水
深
20
‒6
0m
付
近
ま
で
）
と
い
い
ま
す
。
潮
間
帯
付
近

で
は
水
面
か
ら
の
高
さ
に
よ
っ
て
、
干
上
が
る
時
間
や
波
の
影
響
な
ど
が
異

な
る
た
め
，
高
い
と
こ
ろ
と
低
い
と
こ
ろ
で
は
見
ら
れ
る
生
物
が
大
き
く
異

な
り
ま
す
。

大
潮
の
干
潮
線

潮
上
帯
（
飛
沫
帯
） 潮
間
帯
＝
潮
が
満
ち
引
き
す
る
範
囲

潮
下
帯

8

　
海
に
は
潮
の
満
ち
引
き
と
い
う
も

の
が
あ
り
、
海
面
の
高
さ
が
上
が
っ

た
り
下
が
っ
た
り
を
繰
り
返
し
て

い
ま
す
。
潮
が
一
番
引
い
た
時
を

干か
ん
ち
ょ
う

潮
、
満
ち
た
と
き
を
満ま
ん
ち
ょ
う

潮
と
い
い

ま
す
。
磯
の
生
き
物
の
観
察
に
適
し

て
い
る
の
は
干
潮
の
と
き
で
す
。
干

潮
は
一
日
に
2
回
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
潮
が
よ
く
引
く
の
は
大お
お

潮し
お

の
時
で
す
。
満
月
や
新
月
の
時
期
が

大
潮
で
、
特
に
春
か
ら
初
夏
に
か
け

て
の
時
期
の
大
潮
は
潮
が
よ
く
引

き
、
ち
ょ
う
ど
昼
ご
ろ
に
干
潮
時
刻

を
む
か
え
る
の
で
、
磯
遊
び
を
楽
し

む
に
は
も
っ
と
も
適
し
て
い
ま
す
。

　
大
潮
の
時
期
や
干
潮
時
間
、
ど
の
く

ら
い
潮
が
引
く
か
に
つ
い
て
は
釣
具
屋

さ
ん
な
ど
に
売
っ
て
い
る
潮
汐
表
で
調

べ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
専
用
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

い
つ
出
か
け
た
ら
い
い
の
？
-磯
遊
び
に
適
し
た
時
期
や
時
間
-

磯
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　
岩
礁
の
発
達
し
た
海
岸
の
こ
と
を

「
磯い
そ

」
と
い
い
ま
す
。
磯
は
地
形
が

複
雑
で
、
岩
場
や
転
石
帯
（
石
が
転

が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
）、
砂
や
小
石

が
た
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
潮
だ
ま
り
な

ど
、
色
々
な
環
境
の
場
所
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
生
き
物
が
み
ら

れ
ま
す
。
時
期
や
時
間
を
選
べ
ば
、

海
に
入
ら
な
く
て
も
驚
く
ほ
ど
多
く

の
海
の
生
き
物
と
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
自
然
観
察
に
は
も
っ

て
こ
い
の
場
所
な
の
で
す
。

磯い
そ

の
生
き
物
に
会
い
に
行
こ
う
！
 

　
気
軽
に
海
の
生
き
物
に
触
れ
合
い
た

い
の
な
ら
、
潮
の
引
い
た
磯
に
出
か
け

る
の
が
一
番
。
竜
串
湾
内
に
は
自
然
観

察
に
適
し
た
よ
い
磯
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
こ
こ
で
は
磯
に
出
か
け
る
前
に

知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と
を
紹
介
し

ま
す
。
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＜
け
が
や
事
故
を
さ
け
よ
う
＞

　
●
海
辺
の
危
険
を
知
る
、
無
理
を
し
な
い

　
　
波
や
天
気
な
ど
に
は
十
分
注
意
し
、
子
供
だ
け
で
海
辺
に
行
か
な
い
。

　
●
危
険
な
生
き
物
に
触
ら
な
い
。

　
●
磯
で
走
っ
た
り
、
ふ
ざ
け
た
り
し
な
い

＜
生
き
物
に
や
さ
し
く
し
よ
う
＞

　
●
生
き
物
を
む
だ
に
殺
し
た
り
、
傷
つ
け
た
り
し
な
い
。

　
　
観
察
し
た
生
き
も
の
は
な
る
べ
く
逃
が
し
て
あ
げ
る
。

　
●
石
な
ど
を
動
か
し
た
ら
元
に
戻
す

　
●
生
き
物
を
海
に
帰
す
と
き
は
捕
っ
た
場
所
、
元
い
た
場
所
に
戻
す
。

＜
ル
ー
ル
を
守
る
＞

　
●
ご
み
は
か
な
ら
ず
持
ち
帰
る

　
●
と
っ
て
は
い
け
な
い
生
き
物
を
と
ら
な
い

　
　
・
漁
業
権
の
あ
る
生
き
物

　
　
　
イ
セ
エ
ビ
類
、
ア
ワ
ビ
類
（
ト
コ
ブ
シ
な
ど
）、
海
藻
類
な
ど

　
　
・
造
礁
サ
ン
ゴ
の
仲
間
　

　
　
　
竜
串
湾
内
の
造
礁
サ
ン
ゴ
類
（
イ
シ
サ
ン
ゴ
類
）
は
県
の
天
然
記
念
物

　
　
　
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
許
可
を
受
け
ず
に
採
集
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
・
海
域
公
園
区
域
で
採
捕
が
規
制
さ
れ
て
い
る
生
物
（
下
リ
ス
ト
参
照
）

　

●
魚
類
 イ
ッ
ト
ウ
ダ
イ
科
、
テ
ン
ジ
ク
ダ
イ
科
、
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
ウ
オ
科
、
ス
ズ
メ
ダ
イ
科
、

モ
ン
ガ
ラ
カ
ワ
ハ
ギ
科
、ハ
コ
フ
グ
科
、テ
ン
ス
属
、イ
ト
ヒ
キ
ベ
ラ
、ニ
シ
キ
ベ
ラ
、キ
ン
ギ
ョ

ハ
ナ
ダ
イ
 ●
刺
胞
動
物
 イ
シ
サ
ン
ゴ
類
、
八
放
サ
ン
ゴ
類
（
ウ
ミ
ト
サ
カ
・
ヤ
ギ
・
ウ
ミ

カ
ラ
マ
ツ
類
）、
オ
オ
ギ
ウ
ミ
ヒ
ド
ラ
 ●
棘
皮
動
物
 ニ
ッ
ポ
ン
ウ
ミ
シ
ダ
、
オ
オ
ウ
ミ
シ
ダ
、

オ
キ
ノ
テ
ズ
ル
モ
ズ
ル
、
ア
カ
ヒ
ト
デ
、
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
、
シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ
ニ
、
ラ
ッ
パ
ウ
ニ
 

●
そ
の
他
無
脊
椎
動
物
 ワ
タ
ト
リ
カ
イ
メ
ン
、
イ
バ
ラ
カ
ン
ザ
シ
 ●
海
藻
類
 ヤ
ハ
ズ

グ
サ
属
、
ア
ヤ
ニ
シ
キ
、
ヘ
ラ
イ
ワ
ズ
タ
、
ミ
ル
、
ア
ミ
ジ
グ
サ
、
フ
タ
エ
モ
ク

海
域
公
園
区
域
で
採
捕
が
規
制
さ
れ
て
い
る
生
物

海
辺
に
は
た
く
さ
ん
の
危
険
が
あ
り
、
思
わ
ぬ
け
が
や
大
き
な
事
故
に
つ
な

が
る
こ
と
も
…
。
ま
た
、
み
ん
な
の
財
産
で
あ
る
海
を
、
い
つ
ま
で
も
楽
し

く
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

★
 た
つ
く
し
の
海
辺
は
地
域
の
人
た
ち
み
ん
な
が
大
切
に
し
て
い
る
場
所
  

   
 だ
と
い
う
こ
と
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

ル
ー
ル
を
守
っ
て
た
の
し
く
、
安
全
に
海
辺
で
遊
ぼ
う

10

服
装
や
持
ち
物

危
険
な
海
辺
の
生
き
物

■
毒
の
あ
る
生
き
物
と
応
急
処
置
■

●
魚
類
：
ミ
ノ
カ
サ
ゴ
、
ゴ
ン
ズ
イ
な
ど

魚
類
は
熱
に
弱
い
た
ん
ぱ
く
質
の
毒
を
持
つ
場
合
が
多
い
の
で
、
熱
い
お
湯
に
刺

さ
れ
た
部
分
を
つ
け
る
と
痛
み
が
和
ら
ぎ
ま
す
。
そ
の
あ
と
は
病
院
へ
。

●
刺
胞
動
物
：
シ
ロ
ガ
ヤ
、
イ
ラ
モ
な
ど

刺
胞
動
物
に
刺
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
す
ら
ず
に
患
部
に
つ
い
て
い
る
刺
胞
を
海
水

な
ど
で
よ
く
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
あ
と
患
部
を
冷
や
し
た
り
、
ス
テ
ロ
イ

ド
軟
膏
な
ど
を
塗
る
と
痛
み
が
和
ら
ぎ
ま
す
。
化
膿
し
た
り
、
痕
が
残
る
場
合
が

あ
る
の
で
病
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

●
棘
皮
動
物
：
ガ
ン
ガ
ゼ
、
ラ
ッ
パ
ウ
ニ
、
オ
ニ
ヒ
ト
デ

皮
膚
に
残
っ
た
棘
な
ど
を
で
き
る
だ
け
取
り
除
き
、
患
部
を
お
湯
に
つ
け
る
と
痛

み
が
和
ら
ぎ
ま
す
。
病
院
で
体
内
に
棘
な
ど
が
残
っ
て
い
な
い
か
確
認
し
て
も
ら

い
、
適
切
な
処
置
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
神
経
毒
を
持
つ
も
の
：
大
型
イ
モ
ガ
イ
類
（
ア
ン
ボ
イ
ナ
ガ
イ
、
タ
ガ
ヤ

サ
ン
ミ
ナ
シ
）、
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ

こ
れ
ら
の
生
き
物
に
刺
さ
れ
た
り
か
ま
れ
た
り
す
る
と
最
悪
の
場
合
、
死
に
至
り

ま
す
。
ま
た
神
経
毒
は
温
め
た
り
、
冷
や
し
て
も
毒
を
弱
め
る
効
果
は
あ
り
ま
せ

ん
。
刺
さ
れ
た
り
か
ま
れ
た
ら
す
ぐ
に
病
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

海
辺
に
は
、
毒
を
持
つ
生
き
物
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
人
間
の
方

か
ら
ち
ょ
っ
か
い
を
出
さ
な
け
れ
ば
害
を
な
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

気
付
か
ず
に
触
っ
た
り
、
刺
さ
れ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
専
門
書
な

ど
で
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

磯
に
出
か
け
る
時
の
服
装
や
注
意
点
、
ル
ー
ル
 

  　
熱
中
症
や
日
焼
け
を
防
ぐ
た
め

に
、
つ
ば
の
あ
る
帽
子
を
か
ぶ
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
必
ず
飲
み
水
を
持

ち
、水
分
補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
 磯
は
足
場
が
悪
く
、
海
藻
が
生
え

て
い
て
滑
り
や
す
か
っ
た
り
、
岩
な

ど
の
表
面
に
と
が
っ
た
貝
殻
な
ど
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
薄
手
の
長
袖

シ
ャ
ツ
や
長
ズ
ボ
ン
を
着
て
な
る
べ

く
、
素
肌
を
さ
ら
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
手
袋
（
軍
手
）

を
は
め
ま
し
ょ
う
。
靴
は
動
き
や
す

く
、
足
首
ま
で
守
れ
る
も
の
が
適
し

て
い
ま
す
。
マ
リ
ン
ブ
ー
ツ
や
ま
た

濡
れ
て
も
よ
い
運
動
靴
な
ど
を
履
き

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
首
に
は
タ
オ
ル

な
ど
を
か
け
て
お
く
と
何
か
と
便
利

で
す
。
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イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
目
 ウ
メ
ボ
シ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
科

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
目
 ウ
メ
ボ
シ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
科

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
目
 ウ
メ
ボ
シ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
科

ヨ
ロ
イ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

An
th

op
le

ur
a 

uc
hi

da
i

ウ
メ
ボ
シ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
科
の
一
種

ベ
リ
ル
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

An
th

op
le

ur
a 

in
or

na
ta

　
ヨ
ロ
イ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
に

似
る
が
体
壁
に
砂
粒
な
ど
を
付

着
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。
体
壁

の
色
は
ピ
ン
ク
、
青
、
褐
色
な

ど
い
く
つ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
る
。
口
の
周
り
は
赤
み

を
帯
び
る
こ
と
が
多
い
。

　
竜
串
湾
の
潮
間
帯
で
最
も
多

く
み
ら
れ
る
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
。

岩
の
隙
間
な
ど
に
す
む
。
体
壁

に
小
石
や
貝
殻
な
ど
を
た
く
さ

ん
付
着
さ
せ
て
お
り
、
体
を

縮
め
る
と
そ
れ
ら
に
す
っ

か
り
覆
わ
れ
て
し
ま
う
。

　
潮
間
帯
下
部
の
岩
の
く
ぼ
み

に
群
生
す
る
小
型
の
イ
ソ
ギ
ン

チ
ャ
ク
。
国
内
で
は
竜
串
湾
で

の
み
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ロ

イ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
に
近
い
仲

間
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
分
類

学
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

体
壁
は
緑
色
の
も
の
が
多
い
。

刺
胞
動
物
（
ク
ラ
ゲ
や
サ
ン
ゴ
な
ど
の
仲
間
）

●
直
径
3
～
5
cm

●
直
径
2
cm

●
直
径
3
～
5
cm

12

　
刺し

胞ほ
う

動
物
の
一
種
で
、
枝
分

か
れ
し
た
鳥
の
羽
の
よ
う
な
形

の
群
体
を
つ
く
る
。
大
き
な
潮

だ
ま
り
や
潮
下
帯
に
見
ら
れ
る
。

や
や
強
い
毒
（
刺し
ほ
う 胞
毒
）
を
持
っ

て
お
り
、
素
手
で
触
れ
る
と
ピ

リ
ピ
リ
し
た
痛
み
を
感
じ
、
炎

症
を
起
こ
す
。

シ
ロ
ガ
ヤ

Ag
al

op
he

ni
a 

w
hi

te
le

gg
ei

イ
ラ
モ

N
au

si
th

oe
 ra

ce
m

os
a

軟
ク
ラ
ゲ
目
 ハ
ネ
ガ
ヤ
科

冠
ク
ラ
ゲ
目
 エ
フ
ィ
ラ
ク
ラ
ゲ
科

ス
ナ
ギ
ン
チ
ャ
ク
目
 マ
メ
ス
ナ
ギ
ン
チ
ャ
ク
科

マ
メ
ス
ナ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
一
種
 Z

oa
nt

hu
s s

p.

　
海
藻
の
よ
う
な
外
見
の
群
体

を
つ
く
る
刺し
ほ
う 胞
動
物
の
仲
間
。

岩
に
固
着
し
て
暮
ら
し
、
潮
下

帯
や
潮
だ
ま
り
の
岩
陰
に
も
多

く
見
ら
れ
る
。
繁
殖
期
に
は
小

さ
な
ク
ラ
ゲ
を
産
む
。
強
い
刺

胞
毒
が
あ
り
、
さ
わ
る
と
皮
膚

に
強
い
痛
み
を
感
じ
る
。

　
ス
ナ
ギ
ン
チ
ャ
ク
類
は
群
体

性
の
生
き
物
で
、
多
く
の
ポ
リ
プ

が
集
ま
っ
て
体
が
で
き
て
い
る
。

ま
た
、
体
に
砂
を
埋
め
込
む
も

の
が
多
い
が
、
マ
メ
ス
ナ
ギ
ン

チ
ャ
ク
の
仲
間
は
砂
を
含
ま
な

い
。
潮
下
帯
に
生
息
し
、
潮
だ

ま
り
に
出
現
す
る
こ
と
が
あ
る
。

刺
胞
動
物
（
ク
ラ
ゲ
や
サ
ン
ゴ
な
ど
の
仲
間
）

●
群
体
の
高
さ
2
0
cm
ま
で

●
群
体
の
直
径
2
0
cm
程
度

●
刺
胞
毒

●
強
い
刺
胞
毒

●
ポ
リ
プ
の
直
径
2
cm

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物
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●
群
体
の
直
径
2
0
0
cm
ま
で

●
群
体
の
直
径
5
0
cm
ま
で

　
湾
内
に
見
ら
れ
る
枝
状
の
ミ

ド
リ
イ
シ
の
代
表
で
、
長
く
伸

び
た
枝
を
持
つ
。
非
常
に
生
長

が
速
く
、
波
な
ど
で
壊
れ
て
も
、

枝
の
断
片
が
生
長
を
続
け
、
増

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
竜

串
湾
で
は
爪
白
海
岸
の
浅
場
に

と
て
も
大
き
な
群
落
が
あ
る
。

ス
ギ
ノ
キ
ミ
ド
リ
イ
シ

Ac
ro

po
ra

 fo
rm

os
a

シ
コ
ロ
サ
ン
ゴ

Pa
vo

na
 d

ec
us

sa
ta

ゴ
カ
ク
キ
ク
メ
イ
シ

Fa
vi

te
s p

en
ta

go
na

イ
シ
サ
ン
ゴ
目
 ミ
ド
リ
イ
シ
科

イ
シ
サ
ン
ゴ
目
 ヒ
ラ
フ
キ
サ
ン
ゴ
科

イ
シ
サ
ン
ゴ
目
 キ
ク
メ
イ
シ
科

　
ド
ー
ム
状
で
板
を
組
み
合
わ

せ
た
よ
う
な
独
特
の
形
を
し
た

群
体
を
つ
く
る
。
ポ
リ
プ
は
小

さ
く
目
立
た
な
い
。
波
の
静
か

な
場
所
の
砂
地
な
ど
に
多
く

見
ら
れ
、
竜
串
湾
の
見
残
し

に
あ
る
巨
大
群
体
は
国
内

最
大
級
。

　
キ
ク
メ
イ
シ
類
は
塊
状
、
も

し
く
は
被
覆
状
の
群
体
を
つ
く

る
サ
ン
ゴ
で
、
個
虫
が
ミ
ド
リ

イ
シ
の
仲
間
に
比
べ
て
大
き
く
、

群
体
の
表
面
に
隙
間
な
く
並
ぶ
。

本
種
は
個
虫
が
五
角
形
に
角
張

る
の
が
特
徴
で
、
潮
だ
ま
り
に

も
出
現
す
る
こ
と
が
あ
る
。

刺
胞
動
物
（
ク
ラ
ゲ
や
サ
ン
ゴ
な
ど
の
仲
間
）

●
枝
の
直
径
2
～
3
cm

14

　
竜
串
湾
で
は
ク
シ
ハ
ダ
ミ
ド

リ
イ
シ
と
並
ん
で
多
く
見
ら
れ

る
テ
ー
ブ
ル
状
の
ミ
ド
リ
イ
シ
。

枝
は
ク
シ
ハ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
と

比
べ
る
と
太
く
、
網
目
の
よ
う

に
融
合
し
、
枝
卓
状
や
テ
ー
ブ

ル
状
と
な
る
。
色
は
茶
か
ら
緑
。

エ
ン
タ
ク
ミ
ド
リ
イ
シ

Ac
ro

po
ra

 so
lit

ar
ye

ns
is

ク
シ
ハ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ

Ac
ro

po
ra

 h
ya

ci
nt

hu
s

イ
シ
サ
ン
ゴ
目
 ミ
ド
リ
イ
シ
科

イ
シ
サ
ン
ゴ
目
 ミ
ド
リ
イ
シ
科

　
群
体
の
形
は
平
た
い
テ
ー
ブ

ル
状
で
、
大
型
に
な
る
と
二
段

三
段
と
重
な
る
。
枝
は
エ
ン
タ

ク
ミ
ド
リ
イ
シ
と
比
べ
る
と
細

く
、
等
間
隔
で
並
ぶ
。
竜
串
湾

内
の
浅
場
で
最
も
よ
く
見
ら
れ

る
テ
ー
ブ
ル
状
サ
ン
ゴ
で
、
爪

白
海
岸
に
大
群
落
が
あ
る
。

刺
胞
動
物
（
ク
ラ
ゲ
や
サ
ン
ゴ
な
ど
の
仲
間
）

イ
シ
サ
ン
ゴ
目
 ハ
ナ
ヤ
サ
イ
サ
ン
ゴ
科

シ
ョ
ウ
ガ
サ
ン
ゴ

St
yl

op
ho

ra
 p

is
til

la
ta 　
潮
だ
ま
り
で
も
よ
く
見
か
け

る
イ
シ
サ
ン
ゴ
の
仲
間
。
太
く

短
い
枝
が
集
ま
っ
た
半
球
状
の

群
体
を
つ
く
る
。
色
は
緑
色
や

褐
色
、
ピ
ン
ク
な
ど
。
昼
間
で

も
ポ
リ
プ
を
伸
ば
し
て
い
る
。

保
育
型
の
サ
ン
ゴ
で
直
接
プ
ラ

ヌ
ラ
幼
生
を
産
む
。

●
群
体
の
直
径
5
0
cm
ま
で

●
群
体
の
直
径
2
cm
ま
で
、
枝
の
直
径
1
cm
 

●
群
体
の
直
径
1
5
0
m
ま
で
、枝
の
直
径
0
.5
cm

●
は
が
さ

●
は
が
さ

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物
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イ
シ
サ
ン
ゴ
類
を
の
多
く
は
夏
の
夜
に
産
卵
し
ま
す
。

受
精
し
た
卵
は
プ
ラ
ヌ
ラ
と
呼
ば
れ
る
幼よ
う

生せ
い

に
な
り
、
数

日
間
海
中
を
漂
い
ま
す
。
や
が
て
プ
ラ
ヌ
ラ
は
海
底
の
岩

な
ど
に
着
底
し
、
ポ
リ
プ
に
変
態
し
ま
す
。
ポ
リ
プ
は

分
裂
し
て
増
え
て
い
き
、
硬
い
骨
を
持
っ
た
群
体
へ
と

成
長
し
ま
す
。
サ
ン
ゴ
の
成
長
は
遅
く
、
大
き
な
群
体
に

な
る
に
は
と
て
も
長
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
竜
串
湾

に
は
高
さ
が
約
1.
5m
も
あ
る
コ
ブ
ハ
マ
サ
ン
ゴ
の
巨
大

な
群
体
が
あ
り

ま
す
が
、
21
6

歳
以
上
の
年
齢

で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま

す
。

●
サ
ン
ゴ
の
産
卵
と
成
長

●
宝
石
サ
ン
ゴ
に
つ
い
て

▲
 宝
石
サ
ン
ゴ
（
ア
カ
サ
ン
ゴ
）

▲
 八
放
サ
ン
ゴ
の
仲
間
 イ
ソ
バ
ナ

▲
プ
ラ
ヌ
ラ
幼
生

▲
 生
ま
れ
て
1
年
の
 

稚
サ
ン
ゴ

　
高
知
県
沖
は
宝ほ
う
せ
き
さ
ん
ご

石
珊
瑚
の
産
地
と
し

て
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
宝
石

サ
ン
ゴ
の
仲
間
は
水
深
10
0m
を
超
え

る
深
い
海
に
棲
ん
で
い
ま
す
が
、
非
常

に
硬
い
骨
を
持
っ
て
お
り
、
宝ほ
う
し
ょ
く
ひ
ん

飾
品
の

材
料
な
ど
に
な
り
ま
す
。
水
深
の
浅
い

海
に
す
む
イ
シ
サ
ン
ゴ
類
は
六
放
サ
ン

ゴ
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
６
の
倍

数
の
触
手
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

宝
石
サ
ン
ゴ
類
は
八
放
サ
ン
ゴ
の
仲
間

で
ポ
リ
プ
は
8
本
の
触
手
を
持
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
八
放
サ
ン
ゴ
の
仲
間

に
は
、
宝
石
サ
ン
ゴ
の
ほ
か
に
、
イ
ソ

バ
ナ
や
ウ
ミ
ト
サ
カ
な
ど
と
い
っ
た
硬

い
骨
格
を
つ
く
ら
な
い
仲
間
が
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
は
竜
串
湾
内
の
浅
い
場
所

に
も
豊
富
に
見
ら
れ
ま
す
。
　

▲
 産
卵
中
の
サ
ン
ゴ
（
エ
ン
タ
ク
ミ
ド
リ
イ
シ
）

16

▲
 造
礁
サ
ン
ゴ
に
共
生
す

る
褐
虫
藻
（
茶
色
い
粒
）

▲
浜
に
打
ち
あ
が
っ
た

サ
ン
ゴ
の
骨
（
骨
格
）

▲
 イ
シ
サ
ン
ゴ
類
の
ポ
リ
プ

コ
ラ
ム

●
サ
ン
ゴ
は
動
物
？
植
物
？

　
サ
ン
ゴ
の
仲
間
の
多
く
は
岩
に
固
着
し
て
暮
ら

し
、
動
き
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
れ
っ
き

と
し
た
動
物
で
す
。
刺し
ほ
う 胞
動
物
と
い
う
グ
ル
ー
プ

に
属
す
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
な
ど
に
近
い
生
き
物

で
す
。
な
お
、
サ
ン
ゴ
の
多
く
は
群
体
性
で
小
さ

な
ポ
リ
プ
が
集
ま
っ
て
体
が
で
き
て
い
ま
す
。

●
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
の
共
生

　
浅
い
海
に
す
む
イ
シ
サ
ン
ゴ
類
の
多
く
は
褐か
っ

虫
ち
ゅ
う

藻そ
う

と
い
う
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
仲
間
を
体
の
中

に
共

き
ょ
う

生せ
い

さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
サ
ン
ゴ
の

こ
と
を
造
礁
サ
ン
ゴ
と
い
い
ま
す
。
造
礁
サ
ン
ゴ

類
は
褐
虫
藻
が
光こ
う

合ご
う

成せ
い

で
作
っ
た
栄
養
を
も
ら
っ

て
生
き
て
い
る
た
め
、
太
陽
の
光
が
十
分
に
届
く
、

浅
い
海
に
す
ん
で
い
ま
す
。

●
硬
い
骨
を
つ
く
る
サ
ン
ゴ

　
イ
シ
サ
ン
ゴ
の
仲
間
は
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
固
い
骨

を
持
っ
て
い
ま
す
。こ
の
骨
は
死
ん
だ
後
も
残
る
た
め
、

浜
な
ど
に
も
た
く
さ
ん
打
ち
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
熱
帯

地
方
で
は
こ
の
サ
ン
ゴ
の
骨
な
ど
が
積
み
重
な
っ
て
サ

ン
ゴ
礁し
ょ
う と
い
う
地
形
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
温
帯
域

で
は
竜
串
湾
の
よ
う
に
サ
ン
ゴ
群
集
が
発
達
し
た
場
所

は
あ
り
ま
す
が
「
サ
ン
ゴ
礁
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
竜
串
湾
の
あ
る
四
国
西
南
地
域

は
、
黒
潮
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お

り
、
温
暖
な
海
に
す
む
サ
ン
ゴ
の
仲

間
が
豊
富
に
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
代

表
で
あ
る
イ
シ
サ
ン
ゴ
類
は
竜
串
湾

内
で
は
96
種
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
サ
ン
ゴ
と
い
う
生
き

物
に
つ
い
て
少
し
紹
介
し
ま
す
。

サ
ン
ゴ
っ
て
ど
ん
な
生
き
物
？

▲
 様
々
な
生
き
物
を
育
む
竜
串
湾
の
サ
ン
ゴ
群
集
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ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
目
 ウ
ス
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
科

●
体
長
5
cm
　
●
食
用

●
体
長
4
cm

●
体
長
3
～
4
cm

●
ぐ
じ
ま
、
や
お
ぐ
じ
ま

ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
目
 ケ
ハ
ダ
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
科

ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
目
 ケ
ハ
ダ
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
科

ヤ
ス
リ
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ

Le
pi

do
zo

na
 c

or
ea

ni
ca

ケ
ハ
ダ
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ

ヒ
メ
ケ
ハ
ダ
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ

Ac
an

th
oc

hi
to

n 
ac

ha
te

s

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

　
殻か
く
ば
ん 板
が
小
さ
く
、
肉
帯
が
と

て
も
広
い
の
が
特
徴
。
肉
帯
に

は
９
対
の
短
い
棘
の
束
が
あ
る
。

潮
間
帯
下
部
の
転
石
下
に
見
ら

れ
、
真
水
の
影
響
が
あ
る
場
所

に
多
い
傾
向
が
あ
る
。
ヒ
ザ
ラ

ガ
イ
ほ
ど
一
般
的
で
な
い
が
食

用
と
さ
れ
る
。

　
ケ
ハ
ダ
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
に
比
べ

る
と
、
や
や
小
型
で
肉
帯
に
あ

る
９
対
の
棘
の
束
が
よ
り
目
立

つ
。
竜
串
湾
の
潮
間
帯
で
は
ご

く
普
通
に
見
ら
れ
る
種
で
、
潮

間
帯
の
下
部
の
岩
の
表
面
に
多

数
出
現
す
る
。

　
形
は
や
や
細
長
い
楕
円
形
で
、

中
央
の
殻か
く
ば
ん 板
は
広
い
。
そ
の
表

面
に
は
す
じ
や
突
起
が
あ
り
、

さ
わ
る
と
や
す
り
の
よ
う
に
ザ

ラ
ザ
ラ
し
て
い
る
。
肉
帯
は
細

か
い
鱗う
ろ
こ

で
覆
わ
れ
る
。
潮
間
帯

下
部
の
転
石
の
下
に
よ
く
見
ら

れ
る
。

18

　
竜
串
湾
の
潮
間
帯
で
も
っ
と

も
普
通
に
見
ら
れ
る
ヒ
ザ
ラ
ガ

イ
。
体
の
中
央
に
は
八
枚
の
殻

（
殻か
く
ば
ん 板
）
が
あ
り
、
そ
の
周
り
の

肉
帯
は
丸
い
棘
（
鱗り
ん
ぺ
ん 片
）
で
覆

わ
れ
る
。
昼
間
は
岩
の
隙
間
な

ど
で
じ
っ
と
し
て
い
る
が
、
夜

に
な
る
と
動
き
回
る
。

ヒ
ザ
ラ
ガ
イ

Ac
an

th
op

le
ur

a 
ja

po
ni

ca

ニ
シ
キ
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ

O
ni

th
oc

hi
to

n 
hi

ra
se

i

ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
目
 ク
サ
ズ
リ
ガ
イ
科

●
体
長
3
～
7
cm
　
●
食
用

●
体
長
5
cm

●
体
長
3
cm

●
ぐ
じ
ま

ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
目
 ク
サ
ズ
リ
ガ
イ
科

ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
目
 ウ
ス
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
科

ウ
ス
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ

Is
ch

no
ch

ito
n 

co
m

pt
us

　
形
は
楕
円
形
で
、
殻
の
横
幅

は
広
く
、
肉
帯
に
鱗り
ん
ぺ
ん 片
が
な
い
。

色
や
模
様
は
変
化
に
富
む
。
潮

間
帯
の
下
部
の
潮
だ
ま
り
の
中

や
、
波
で
洗
わ
れ
て
い
る
岩
の

表
面
な
ど
に
見
ら
れ
、
完
全
に

干
上
が
っ
た
場
所
に
い
る
こ
と

は
少
な
い
。

　
主
に
潮
下
帯
の
転
石
の
下
に

出
現
す
る
小
型
の
ヒ
ザ
ラ
ガ

イ
。
体
は
平
た
く
、
色
や
模
様

は
様
々
。
同
じ
場
所
に
出
現
し
、

姿
が
よ
く
似
た
ホ
ソ
ウ
ス
ヒ
ザ

ラ
ガ
イ
と
は
、
鱗り
ん
ぺ
ん 片
が
大
き
く
、

そ
の
表
面
に
溝
が
な
い
な
ど
の

点
で
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物
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カ
サ
ガ
イ
目
 ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

カ
サ
ガ
イ
目
 ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

カ
サ
ガ
イ
目
 ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

コ
ガ
モ
ガ
イ

Lo
tti

a 
ko

ga
m

og
ai

ア
オ
ガ
イ

N
ip

po
na

cm
ea

 sc
hr

en
ck

ii

ク
サ
イ
ロ
ア
オ
ガ
イ

N
ip

po
na

cm
ea

 fu
sc

ov
ir

id
is

　
潮
間
帯
下
部
の
転
石
下
に
出

現
す
る
小
型
の
カ
サ
ガ
イ
。
殻

は
平
た
い
楕
円
形
で
殻
頂
は
前

に
か
た
よ
る
。
殻
の
内
側
が
青

い
（
藍ら
ん
せ
い
し
ょ
く

青
色
）
で
あ
る
こ
と
か

ら
そ
の
名
で
呼
ば
れ
る
。
干
出

し
た
岩
の
表
面
な
ど
に
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
い
。

　
殻
は
平
た
く
、
楕
円
形
。
ア

オ
ガ
イ
よ
り
も
殻
が
丸
く
、
そ

の
内
側
は
濃
い
草
色
（
黄
お
う
り
ょ
く
し
ょ
く

緑
色
）

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
オ
ガ

イ
よ
り
も
高
い
位
置
に
出
現

し
、
潮
間
帯
中
部
の
干
出

し
た
岩
の
表
面
な
ど
に
見

ら
れ
る
。

　
潮
間
帯
の
中
部
か
ら
上
部
の
岩

の
表
面
に
高
い
密
度
で
見
ら
れ

る
小
型
の
カ
サ
ガ
イ
。
殻
の
頂

点
は
前
寄
り
で
や
や
高
く
、
全

体
は
下
ぶ
く
れ
型
。
殻
表
に
は

放
射
状
に
白
い
帯
状
の
模
様
が

入
る
タ
イ
プ
が
多
い
。

●
殻
長
1
cm

●
殻
長
2
cm

●
殻
長
2
.5
cm

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

20

　
殻
は
平
た
く
、
下
ぶ
く
れ
型

の
楕
円
形
。
殻
の
表
面
に
は
弱

い
す
じ
（
放
射
肋ろ
く

）
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
殻
の
内
側
は
強
い
真

珠
光
沢
が
あ
る
。
潮
間
帯
中
部

か
ら
下
部
に
高
い
密
度
で
分
布

し
、
波
が
洗
う
岩
の
表
面
で
活

発
に
活
動
す
る
。

　
カ
サ
ガ
イ
の
仲
間
で
は
最
も

大
き
く
な
る
種
。
殻
は
や
や
高

く
、
殻
の
表
面
は
つ
る
り
と
し

て
お
り
、
青
地
に
赤
褐
色
の
放

射
状
の
模
様
が
あ
る
。
あ
み
目

模
様
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
潮

間
帯
の
中
部
か
ら
上
部
に
多
く

見
ら
れ
、
食
用
と
さ
れ
る
。
 

　
殻
は
高
く
、
表
面
に
は
荒
い

す
じ
（
放
射
肋ろ
く

）
が
走
る
。
殻

の
内
側
が
ベ
ッ
コ
ウ
に
似
た
色

と
模
様
を
し
て
い
る
。
ヨ
メ
ガ

カ
サ
ガ
イ
の
仲
間
と
し
て
は
潮

間
帯
の
も
っ
と
も
上
部
に
見
ら

れ
る
種
で
、
岩
の
割
れ
目
や
隙

間
、
く
ぼ
み
な
ど
に
集
ま
る
。

ヨ
メ
ガ
カ
サ

C
el

la
na

 to
re

um
a

マ
ツ
バ
ガ
イ

C
el

la
na

 n
ig

ro
lin

ea
ta

カ
サ
ガ
イ
目
 ヨ
メ
ガ
カ
サ
ガ
イ
科

カ
サ
ガ
イ
目
 ヨ
メ
ガ
カ
サ
ガ
イ
科

カ
サ
ガ
イ
目
 ヨ
メ
ガ
カ
サ
ガ
イ
科

ベ
ッ
コ
ウ
ガ
サ

C
el

la
na

 g
ra

ta

●
殻
長
4
cm

●
殻
長
7
cm
　
●
食
用

●
殻
長
4
cm
　
●
食
用

●
く
ぼ

●
く
ぼ
、
た
か
く
ぼ

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物
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潮
間
帯
に
す
む
小
型
の
ア
ワ

ビ
類
。
殻
は
楕
円
形
で
厚
み
が
あ

り
、
突
起
や
起
伏
が
多
い
。
殻

表
の
穴
（
出
水
孔
）
は
４
～
５

個
で
穴
の
周
囲
は
管
状
に
立
ち

上
が
る
。
普
段
の
岩
の
く
ぼ
み

に
な
ど
に
い
る
た
め
、
こ
の
地

方
で
は
「
あ
な
ご
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
薄
く
白
っ
ぽ
い
板
状
の
殻

を
持
つ
が
、
普
通
は
軟
体
部

（
外が
い
と
う
ま
く

套
膜
）
に
覆
わ
れ
て
お
り
見

え
な
い
。
外
套
膜
は
黒
や
灰
色

で
、
触
角
は
長
い
。
潮
間
帯
下

部
の
転
石
下
な
ど
で
み
ら
れ
る
。

イ
ボ
ア
ナ
ゴ

H
al

io
tis

 (S
an

ha
lio

tis
) v

ar
ia

オ
ト
メ
ガ
サ

Sc
ut

us
 si

ne
ns

is

古
腹
足
目
 ミ
ミ
ガ
イ
科

古
腹
足
目
 ス
カ
シ
ガ
イ
科

　
潮
間
帯
下
部
か
ら
水
深
10
m

ま
で
の
転
石
下
に
見
ら
れ
る
小

型
の
ア
ワ
ビ
類
。
殻
の
穴
（
出

水
孔
）の
数
が
6
～
7
個
と
多
く
、

穴
の
周
囲
は
他
の
ア
ワ
ビ
類
と

異
な
り
、
管
状
に
立
ち
上
が
ら

な
い
。
素
潜
り
漁
に
よ
っ
て
漁

獲
さ
れ
る
。

ト
コ
ブ
シ

H
al

io
tis

 (S
ul

uc
ul

us
) d

iv
er

si
co

lo
r a

qu
at

ili
s

古
腹
足
目
 ミ
ミ
ガ
イ
科

●
殻
長
7
cm
　
●
食
用

●
体
長
4
cm

●
殻
長
7
cm
　
●
食
用
 

●
あ
な
ご

●
な
が
れ
こ

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

22

　
カ
サ
ガ
イ
類
の
よ
う
に
見
え

る
が
、
殻
の
縁
に
弱
い
切
れ
込

み
が
あ
る
。
殻
は
厚
く
、灰
緑
色
。

殻
の
表
面
に
は
太
い
放
射
肋ろ
く

が
あ
り
、
殻
の
周
辺
部
で
は
張
り
出

す
。
潮
間
帯
中
部
か
ら
下
部
の

岩
の
す
き
ま
や
海
水
の
た
ま
っ

た
窪
み
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

ス
ソ
カ
ケ
ガ
イ

M
on

tfo
rt

ul
a 

pi
ct

a
古
腹
足
目
 ス
カ
シ
ガ
イ
科

●
殻
長
1
cm

カ
サ
ガ
イ
目
 ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ウ
ノ
ア
シ

Pa
te

llo
id

ea
 sa

cc
ha

ri
na

 la
nx 　
殻
は
平
た
く
、
7
本
の
強
い
放

射
肋ろ
く

が
あ
り
、
星
形
。
竜
串
湾

の
岩
礁
性
潮
間
帯
の
下
部
で
最

も
多
く
見
ら
れ
る
カ
サ
ガ
イ
類

の
一
つ
。
い
つ
も
決
ま
っ
た
場

所
に
帰
る
「
帰き
そ
う
し
ゅ
う
せ
い

巣
習
性
」
を
持

つ
貝
と
し
て
知
ら
れ
る
。

●
殻
長
3
cm

　
帰
巣
習
性
を
持
つ
ウ
ノ
ア
シ
の
「
家
」
は

ち
ょ
う
ど
殻
の
形
に
岩
の
表
面
が
へ
こ
ん
で

お
り
、「
家か
こ
ん 痕
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
体
が
ぴ
っ

た
り
と
は
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
と
て

も
居
心
地
が
よ
さ
そ
う
で
す
。
ウ
ノ
ア
シ
は

「
家
」
の
周
り
に
生
え
る
海
藻
な
ど
を
食
べ

て
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
活
動
範
囲
は

10
cm
ほ
ど
で
、
そ
れ
以
上
離
れ
る
と
家
に

帰
れ
な
く
な
る
そ
う
で
す
。

コ
ラ
ム

ウ
ノ
ア
シ
の
家

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物
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古
腹
足
目
 ニ
シ
キ
ウ
ズ
科

ヒ
メ
ク
ボ
ガ
イ

O
m

ph
al

iu
s n

ig
er

ri
m

us

　
他
の
ク
ボ
ガ
イ
類
に
比
べ
て

や
や
小
型
。
殻
の
表
面
に
は
細

か
い
彫
刻
が
あ
り
、
な
め
ら
か

で
な
い
。
へ
そ
（
臍さ
い
こ
う 孔
）
は
小

さ
く
開
き
、
そ
の
周
囲
は
白
い
。

や
や
波
当
た
り
の
い
い
場
所
の

潮
間
帯
下
部
か
ら
潮
下
帯
の
転

石
底
に
多
く
見
ら
れ
る
。

●
殻
長
2
cm

　
殻
表
に
緑
と
赤
の
模
様
が
あ

る
。
螺ら
と
う 塔
の
く
び
れ
が
弱
い
。

近
い
種
類
の
ク
ビ
レ
ク
ズ
ケ
は
、

螺ら
と
う 塔
の
ふ
く
ら
み
が
強
く
よ
り

く
び
れ
て
い
る
。
と
も
に
表
面

が
つ
る
り
と
し
た
大
き
な
玉
石

が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
な
場
所

に
多
く
見
ら
れ
る
。

　
殻
は
小
型
で
丸
み
が
あ
り
、
表

面
は
な
め
ら
か
。
表
面
に
は
緑

と
赤
の
模
様
が
あ
る
。
岩
盤
域

の
潮
間
帯
下
部
の
波
打
ち
際
付

近
に
多
数
み
ら
れ
、
潮
の
満
ち

引
き
と
と
も
に
移
動
す
る
。
一

年
生
の
巻
貝
で
夏
に
産
卵
を
終

え
た
個
体
は
死
ぬ
。

ク
ロ
ヅ
ケ
ガ
イ

M
on

od
on

ta
 n

er
ito

id
es

メ
ク
ラ
ガ
イ

D
ilo

m
a 

su
av

is

古
腹
足
目
 ニ
シ
キ
ウ
ズ
科

古
腹
足
目
 ニ
シ
キ
ウ
ズ
科

●
殻
長
1
.2
cm

●
殻
長
2
cm

●
に
な

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

24

古
腹
足
目
 ニ
シ
キ
ウ
ズ
科

ク
マ
ノ
コ
ガ
イ

C
hl

or
os

to
m

a 
xa

nt
ho

st
ig

m
a

　
殻
は
黒
色
で
厚
く
、
丸
み
が
あ

る
円
す
い
形
。
殻
表
に
は
筋
や

凹
凸
が
少
な
い
。
へ
そ
（
臍さ
い
こ
う 孔
）

は
成
貝
で
は
ふ
さ
が
っ
て
お
り
、

周
囲
は
緑
色
。
潮
間
帯
下
部
か
ら

潮
下
帯
の
転
石
底
に
多
産
。
磯

で
採
れ
る
「
に
な
」
の
な
か
で

も
っ
と
も
味
が
よ
い
と
さ
れ
る
。

●
殻
長
3
.5
cm
　
●
食
用

●
く
ろ
に
な
、
に
な

　
潮
の
引
い
た
磯
に
は
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
ら

れ
る
貝
が
い
ま
す
が
、
食
用
と
な
る
小
さ
な

巻
貝
の
こ
と
を
こ
の
地
域
で
は
「
に
な
」
と

呼
ん
で
お
り
、
磯
で
「
に
な
」
を
採
る
こ
と

を
「
に
な
拾
い
」
と
い
い
ま
す
。「
に
な
」
は

そ
の
ま
ま
塩
ゆ
で
で
食
べ
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
小
さ
な
身
を
む
き
身
に
し
、
炊
き
込

み
ご
飯
や
て
ん
ぷ
ら
（
か
き
揚
げ
）
の
具
と

し
て
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
手
間
が
か
か

り
ま
す
が
味
は
絶
品
で
す
。

コ
ラ
ム
お
い
し
い
楽
し
い
 に
な
拾
い

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

　
殻
は
黒
く
、
斜
め
に
縦
肋
が

走
る
。
ふ
つ
う
へ
そ
（
臍さ
い
こ
う 孔
）

は
開
き
、
穴
の
周
り
は
緑
色
に

色
づ
く
。
殻
の
底
面
に
は
模
様

が
無
く
、
螺ら
ろ
く 肋
が
強
い
。
ク
ボ

ガ
イ
と
似
る
が
殻
口
の
端
が
よ

り
長
く
巻
く
（
殻
底
の
1/
2
程

度
）
こ
と
で
区
別
で
き
る
。

ヘ
ソ
ア
キ
ク
ボ
ガ
イ

C
hl

or
os

to
m

a 
tu

rb
in

at
um

古
腹
足
目
 ニ
シ
キ
ウ
ズ
科

●
殻
長
3
.5
cm
　
●
食
用

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物

●
に
な
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こ
の
地
域
の
岩
礁
性
潮
間
帯

で
最
も
多
く
み
ら
れ
る
オ
ブ
ネ

ガ
イ
の
仲
間
。
螺ら
と
う 塔
は
平
坦
で
殻

の
頂
部
は
突
き
出
さ
な
い
。
殻

の
表
面
に
は
は
っ
き
り
と
し
た

す
じ
（
螺ら
ろ
く 肋
）
が
あ
る
。
殻
底

に
は
粒
状
の
突
起
が
あ
り
、
口

部
周
辺
は
白
い
。

　
螺ら
と
う 塔
は
低
く
、
殻
は
丸
い
。

殻
の
表
面
に
は
疣
が
あ
り
ご
つ

ご
つ
し
て
い
る
。
蓋
は
石
灰
質

で
丸
く
、
緑
色
に
色
づ
く
。
潮

間
帯
下
部
の
砂
礫
底
に
多
産
し
、

干
潮
時
は
砂
に
潜
っ
て
い
る
が
、

潮
が
満
ち
て
く
る
と
石
の
表
面

に
出
て
く
る
。

　
殻
の
頂
部
が
や
や
突
き
出
し

て
お
り
、
巻
貝
型
。
殻
の
表
面

は
な
め
ら
か
で
、
殻
底
に
粒
状

の
突
起
は
な
く
、
口
部
周
辺
は

黄
色
っ
ぽ
い
色
を
し
て
い
る
。

殻
表
は
黒
褐
色
で
黄
色
の
模
様

が
あ
る
。
卵
で
は
な
く
稚
貝
を

産
ん
で
増
え
る
。
 

ア
マ
オ
ブ
ネ

N
er

ita
 a

lb
ic

ill
a

ス
ガ
イ

Lu
ne

lla
 c

or
on

at
us

 c
or

ee
ns

is

ア
マ
ガ
イ

N
er

ita
 ja

po
ni

ca

ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
 ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科

古
腹
足
目
 サ
ザ
エ
科

ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
 ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科

●
殻
長
2
cm

●
殻
長
2
cm

●
す
な
こ
ろ
ば
し

●
殻
長
3
cm
　
●
食
用

●
う
ま
の
つ
め

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

26

古
腹
足
目
 ニ
シ
キ
ウ
ズ
科

ギ
ン
タ
カ
ハ
マ

Te
ct

us
 p

yr
am

is

　
殻
は
整
っ
た
円え
ん
す
い 錐
形
。
殻
の

表
面
は
茶
褐
色
で
底
面
は
白
い
。

幼
貝
は
殻
に
突
起
が
あ
る
。
お

も
に
潮
下
帯
に
見
ら
れ
、
幼
貝

を
除
い
て
潮
間
帯
に
出
現
す
る

こ
と
は
少
な
い
。
大
型
の
個
体

を
食
用
と
す
る
。

●
殻
長
8
cm
　
●
食
用

●
つ
べ
た
か

　
殻
は
丸
く
、
表
面
に
は
太
い

螺ら
ろ
く 肋
が
並
ぶ
。
ま
た
、
螺ら
ろ
く 肋
は
区

切
ら
れ
て
石
畳
状
と
な
る
。
緑

や
赤
系
統
の
模
様
が
あ
る
。
潮

間
帯
下
部
の
転
石
帯
に
普
通
に

見
ら
れ
、
波
打
ち
際
で
は
石
の

表
面
に
出
て
き
て
、
活
発
に
え

さ
を
食
べ
る
。
 

イ
シ
ダ
タ
ミ

M
on

od
on

ta
 la

bi
o 

fo
rm

 c
on

fu
sa

古
腹
足
目
 ニ
シ
キ
ウ
ズ
科

古
腹
足
目
 ニ
シ
キ
ウ
ズ
科

ヒ
ラ
ヒ
メ
ア
ワ
ビ

St
om

at
el

la
 p

la
nu

la
ta

　
殻
は
平
た
い
ア
ワ
ビ
型
で
、

殻
の
内
側
は
美
し
い
真
珠
光
沢
。

軟
体
部
は
大
き
く
殻
か
ら
は
み

出
す
。
潮
間
帯
下
部
や
潮
下
帯

の
転
石
の
下
な
ど
に
見
ら
れ
、

石
の
表
面
を
滑
る
よ
う
に
し
て

動
く
。
触
る
と
体
の
後
ろ
半
分

を
自
切
す
る
こ
と
が
あ
る
。

●
殻
長
2
cm

●
殻
長
２
cm
　
●
食
用

●
ひ
し
め

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物
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29

　
タ
マ
キ
ビ
類
の
中
で
は
も
っ

と
も
小
さ
い
種
で
、
潮
間
帯
上

部
の
岩
の
小
さ
な
隙
間
や
、
死

ん
だ
イ
ワ
フ
ジ
ツ
ボ
類
の
殻
の

中
な
ど
に
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
。

他
の
タ
マ
キ
ビ
類
と
異
な
り
、

螺ら
と
う 塔
が
低
く
、
殻
の
底
は
平
た

い
。
ま
た
、殻
の
底
に
肋ろ
く

が
あ
る
。

　
殻
は
円え
ん
す
い 錐
形
で
ア
ラ
レ
タ
マ

キ
ビ
よ
り
螺ら
と
う 塔
が
高
い
。
殻
の

表
面
に
よ
く
目
立
つ
白
い
い
ぼ

が
2
列
に
並
ん
で
い
る
。
ア
ラ

レ
タ
マ
キ
ビ
と
同
所
的
に
見
ら

れ
る
が
、
波
当
た
り
の
強
い
場

所
に
多
い
。

コ
ビ
ト
ウ
ラ
ウ
ズ

Pe
as

ie
lla

 h
ab

ei

イ
ボ
タ
マ
キ
ビ

N
od

ili
tto

ri
na

 tr
oc

ho
id

es

タ
マ
キ
ビ
型
新
生
腹
足
目
 タ
マ
キ
ビ
科

タ
マ
キ
ビ
型
新
生
腹
足
目
 タ
マ
キ
ビ
科

●
殻
長
0
.5
cm

●
殻
長
0
.2
～
0
.3
cm

　
タ
マ
キ
ビ
の
仲
間
は
海
の
貝
な
の
に
潮

上
帯
（
飛ひ
ま
つ 沫
帯
）
と
い
う
、
か
ら
か
ら
に

干
上
が
っ
た
場
所
に
す
む
と
い
う
変
わ
り

者
。
彼
ら
の
水
嫌
い
は
徹て
っ
て
い 底
し
て
お
り
、

岩
か
ら
は
が
し
て
潮
だ
ま
り
な
ど
の
海
水

に
入
れ
る
と
あ
わ
て
て
動
き
出
し
、
水
か

ら
逃
げ
出
し
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
そ

う
で
す
が
、
タ
マ
キ
ビ
を
見
か
け
た
ら
ぜ

ひ
一
度
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

コ
ラ
ム

水
嫌
い
の
貝
 タ
マ
キ
ビ
類
 

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

28

　
殻
は
丸
く
、
色
は
青
み
を
帯

び
た
灰
白
色
。
殻
の
表
面
は
凹

凸
が
目
立
ち
、
あ
ら
れ
模
様
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
岩

礁
性
潮
間
帯
に
最
も
多
く
み
ら

れ
る
タ
マ
キ
ビ
類
で
、
潮
上
帯

（
飛ひ
ま
つ 沫
帯
）
の
優
占
種
と
な
っ
て

い
る
。

ア
ラ
レ
タ
マ
キ
ビ

Ec
hi

no
lit

to
ri

na
 ra

di
at

a
タ
マ
キ
ビ
型
新
生
腹
足
目
 タ
マ
キ
ビ
科

●
殻
長
0
.5
cm

ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
 ゴ
マ
フ
ニ
ナ
科

ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
 ウ
ミ
ニ
ナ
科

ゴ
マ
フ
ニ
ナ

Pl
an

ax
is

 su
lc

at
us

ウ
ミ
ニ
ナ

Ba
til

la
ri

a 
m

ul
tif

or
m

is

　
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
形
の
巻
貝

で
、
殻
に
は
角
ば
っ
た
螺ら
ろ
く 肋
が

並
ぶ
が
、
顆
粒
状
に
は
な
ら
な

い
。
殻
の
色
は
黒
く
、
白
い
斑

が
入
る
。
潮
間
帯
中
部
の
岩
盤

の
隙
間
な
ど
に
群
れ
を
成
し
て

い
る
。

　
殻
は
厚
く
細
長
い
。
殻
表
は

茶
褐
色
で
石
い
し
だ
た
み 畳
状
の
彫
刻
が
刻

ま
れ
る
。
内
湾
の
砂
礫
底
に
生

息
す
る
巻
貝
で
、
竜
串
湾
で
は

港
内
に
あ
る
小
規
模
な
干
潟
に

群
生
す
る
。
塩
ゆ
で
に
し
て
食

べ
る
地
域
も
あ
る
が
、
竜
串
湾

周
辺
で
は
あ
ま
り
利
用
し
な
い
。

●
殻
長
3
～
4
cm
　
●
食
用

●
殻
長
2
cm

●
ほ
う
じ
ょ
う

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物
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殻
は
丸
く
、
縁
の
部
分
は
白

い
。
殻
の
背
面
に
オ
レ
ン
ジ
色

の
大
き
な
輪
の
模
様
が
あ
る
。

ハ
ナ
マ
ル
ユ
キ
と
と
も
に
潮
間

帯
付
近
で
最
も
多
く
見
ら
れ
る

タ
カ
ラ
ガ
イ
の
一
種
。

ハ
ナ
ビ
ラ
ダ
カ
ラ

C
yp

re
a 

(E
ro

sa
ri

a)
 a

nn
ul

us
タ
マ
キ
ビ
型
新
生
腹
足
目
 タ
カ
ラ
ガ
イ
科

タ
マ
キ
ビ
型
新
生
腹
足
目
 タ
カ
ラ
ガ
イ
科

ハ
ナ
マ
ル
ユ
キ

C
yp

re
a 

(E
ro

sa
ri

a)
 c

ap
ut

se
rp

en
tis

　
殻
は
黒
く
、
丸
み
を
帯
び
、

殻
底
は
平
た
く
分
厚
い
。
背
面

に
は
茶
色
い
地
に
、
白
い
斑ふ

が
入
る
。
ハ
マ
ビ
ラ
ダ
カ
ラ
と
同

所
的
に
見
ら
れ
、
多
産
す
る
。

●
殻
長
3
.5
cm

●
殻
長
 2
.5
cm

●
殻
長
6
cm
　
●
食
用

●
う
ま

タ
マ
キ
ビ
型
新
生
腹
足
目
 タ
カ
ラ
ガ
イ
科

ヤ
ク
シ
マ
ダ
カ
ラ

C
yp

re
a 

(M
au

ri
tia

) a
ra

bi
ca

 a
si

at
ic

a

　
殻
の
背
面
に
不
明
瞭
な
縦
じ

ま
模
様
が
あ
り
、
側
面
に
は
暗

褐
色
の
斑
点
が
ち
ら
ば
る
。
老

成
し
た
個
体
で
は
殻
の
側
面
が

張
り
出
す
。
潮
間
帯
に
も
比
較

的
多
く
出
現
し
、
潮
間
帯
下
部

の
岩
の
陰
な
ど
を
探
す
と
よ
く

見
つ
か
る
。

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

30

　
他
の
巻
貝
な
ど
の
殻
に
付
着

し
て
生
活
す
る
ス
ズ
メ
ガ
イ
の

仲
間
。
ト
コ
ブ
シ
や
イ
ボ
ア
ナ

ゴ
な
ど
に
よ
く
付
着
し
て
い
る
。

細
長
い
口
を
伸
ば
し
て
海
藻
な

ど
を
食
べ
る
ほ
か
、
海
水
中
の

細
か
い
え
さ
を
鰓
で
こ
し
と
っ

て
食
べ
る
。

キ
ク
ス
ズ
メ

Sa
bi

a 
co

ni
ca

盤
足
目
 ス
ズ
メ
ガ
イ
科

　
潮
間
帯
下
部
の
岩
の
表
面
に

台
座
を
つ
く
っ
て
固
着
す
る
ス

ズ
メ
ガ
イ
の
仲
間
。
殻
に
は
頂

部
の
あ
り
、
笠
形
で
、
殻
の
縁

に
は
殻か
く
ひ
も
う

皮
毛
が
み
ら
れ
る
。
次

種
の
キ
ク
ス
ズ
メ
の
よ
う
に
他

の
貝
に
付
着
す
る
こ
と
は
な
い
。

ス
ズ
メ
ガ
イ

H
ip

po
ni

x 
(P

ilo
sa

bi
a)

 tr
ig

on
a

盤
足
目
 ス
ズ
メ
ガ
イ
科

●
殻
径
約
2
cm
 

●
殻
長
2
cm

　
殻
は
逆
円え
ん
す
い 錐
形
で
イ
モ
ガ
イ

類
に
似
て
い
る
。
浅
い
砂
地
に

見
ら
れ
、
潮
間
帯
に
は
少
な
い
。

カ
マ
状
の
革
質
の
殻
を
持
ち
、

軟
体
部
を
使
っ
て
ひ
ょ
こ
ひ
ょ

こ
と
歩
く
。
こ
の
地
域
で
は
「
き

り
あ
い
」
と
呼
ば
れ
、
好
ん
で

利
用
さ
れ
る
。

マ
ガ
キ
ガ
イ

St
ro

m
bu

s l
uh

ua
nu

s
タ
マ
キ
ビ
型
新
生
腹
足
目
 ソ
デ
ボ
ラ
科

●
殻
長
6
cm
　
●
食
用

●
き
り
あ
い

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物
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潮
間
帯
に
非
常
に
多
く
み
ら
れ
る
イ
ボ
ニ

シ
や
シ
マ
レ
イ
シ
ガ
イ
ダ
マ
シ
は
肉
食
性
の

巻
貝
で
、
同
じ
く
潮
間
帯
に
す
む
カ
サ
ガ
イ

の
仲
間
や
小
型
の
フ
ジ
ツ
ボ
な
ど
を
餌
と
し

て
い
ま
す
。
彼
ら
は
酸
を
分
泌
す
る
器
官
を

持
っ
て
お
り
、
こ
の
酸
で
餌
と
な
る
貝
の
殻

な
ど
を
溶
か
し
て
小
さ
な
穴
を
あ
け
、
そ
こ

か
ら
中
身
を
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。
塩
ゆ
で
の
イ
ボ
ニ
シ
を
食
べ
る
と
舌
に
ピ
リ

ピ
リ
し
た
刺
激
を
感
じ
る
の
は
こ
の
酸
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
殻
は
糸
巻
型
で
色
は
暗
い
灰

色
。
殻
の
表
面
に
は
強
い
イ
ボ

が
並
ぶ
。
潮
間
帯
下

部
に
多
産
し
、
夏
に

集
団
で
産
卵
す
る
。

「
に
が
に
し
」
と
呼

ば
れ
、
塩
ゆ
で
な
ど

に
し
て
食
べ
る
。

　
イ
ボ
ニ
シ
よ
り
小
型
。
殻
の

表
面
の
イ
ボ
列
は
茶
褐
色
と
暗

褐
色
が
交
互
に
並

ぶ
。
こ
の
し
ま
模
様

は
殻
口
の
外が
い
し
ん 唇
に
も

表
れ
る
。
軟
体
部
は

緑
色
。
潮
間
帯
下
部

に
多
産
。

イ
ボ
ニ
シ

Th
ai

s c
la

vi
ge

ra

シ
マ
レ
イ
シ
ガ
イ
ダ
マ
シ

M
or

ul
a 

m
us

iv
a

新
腹
足
目
 ア
ッ
キ
ガ
イ
科

新
腹
足
目
 ア
ッ
キ
ガ
イ
科

コ
ラ
ム
貝
を
食
べ
る
貝

●
殻
長
 3
.5
cm
　
●
食
用

●
殻
長
2
cm

●
に
が
に
し

食
事
中
の
シ
マ
レ
イ
シ
ガ
イ
ダ
マ
シ

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

32

　
殻
は
細
長
く
表
面
は
な
め
ら

か
。
ま
た
、
殻
の
色
は
灰
緑
色

で
模
様
は
な
い
。
軟
体
部
は
黒

く
、
粘
液
を
た
く
さ
ん
分
泌
す

る
こ
と
か
ら
「
は
な
た
れ
が
い
」

と
呼
ぶ
人
も
い
る
。
潮
間
帯
下

部
の
転
石
帯
に
多
く
見
ら
れ
る
。

　
殻
は
細
長
い
渦
巻
き
状
で
、

岩
に
付
着
し
て
暮
ら
す
巻
貝
の

仲
間
。
軟
体
部
は
黄
色
と
黒
の

ま
だ
ら
模
様
で
、
外が
い
と
う
ま
く

套
膜
は
茶

褐
色
。
蓋ふ
た

は
持
た
な
い
。
海
中

で
粘
液
を
出
し
、
付
着
し
た
も

の
を
集
め
て
食
べ
る
。
潮
間
帯

下
部
の
岩
の
表
面
に
み
ら
れ
る
。

イ
ソ
ニ
ナ

Ja
pe

ut
hr

ia
 fe

rr
ea

オ
オ
ヘ
ビ
ガ
イ

Se
rp

ul
or

bi
s i

m
br

ic
at

us

新
腹
足
目
 エ
ゾ
バ
イ
科

タ
マ
キ
ビ
型
新
生
腹
足
目
 ム
カ
デ
ガ
イ
科

新
腹
足
目
 イ
モ
ガ
イ
科

ヤ
セ
イ
モ

C
on

us
 (V

irg
ic

on
us

) e
m

ac
ia

tu
s

　
螺ら
と
う 塔
が
低
く
、
す
ら
り
と
し

た
体
型
の
イ
モ
ガ
イ
。
殻
に
目

立
っ
た
模
様
は
な
く
、
殻
口
の

下
部
は
紫
色
。
殻
の
表
面
に
あ

ら
い
ス
ジ
（
螺ら
じ
ょ
う 条
）
が
刻
ま
れ

て
い
る
の
が
特
徴
。
竜
串
湾
の

潮
間
帯
で
も
っ
と
も
よ
く
見
ら

る
イ
モ
ガ
イ
の
仲
間
。

●
殻
径
5
cm
　
●
食
用

●
殻
長
6
cm

●
殻
長
3
.5
cm
　
●
食
用

●
ぜ
ん
ま
い

●
は
な
た
れ
が
い

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物
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●
体
長
3
0
cm

●
体
長
1
0
cm

●
体
長
3
～
5
cm

　
体
長
約
10
cm
の
や
や
小
型

の
ア
メ
フ
ラ
シ
。
体
は
緑
が
か
っ

た
黄
色
や
褐
色
。
小
さ
な
リ
ン

グ
状
の
斑
紋
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

ア
メ
フ
ラ
シ
と
同
様
に
さ
わ
る

と
紫
色
の
汁
を
出
す
。
ま
た
、

春
に
集
団
で
産
卵
す
る
。

　
体
長
約
30
cm
に
達
す
る
大

型
の
ア
メ
フ
ラ
シ
の
仲
間
。
体

色
は
黒
～
褐
色
で
、
全
体
に
白

い
斑は
ん
も
ん 紋
が
あ
る
。
春
先
に
多
く

見
ら
れ
、「
海
そ
う
め
ん
」
と
呼

ば
れ
る
卵
塊
を
産
む
。
さ
わ
る

と
紫
色
の
汁
を
出
す
。

　
体
長
5c
m
程
度
の
小
型
の
ア

メ
フ
ラ
シ
。
軟
体
部
は
褐
色
で

縁
な
ど
が
黒
く
ふ
ち
ど
ら
れ
る
。

磯
の
石
の
下
な
ど
で
群
れ
を
な

し
て
産
卵
す
る
。

ミ
ド
リ
ア
メ
フ
ラ
シ

Ap
ly

si
a 

(V
ar

ri
a)

 o
cu

lif
er

a

ア
メ
フ
ラ
シ

Ap
ly

si
a 

(V
ar

ri
a)

 k
ur

od
ai

後
鰓
目
 ア
メ
フ
ラ
シ
科

後
鰓
目
 ア
メ
フ
ラ
シ
科

ク
ロ
ヘ
リ
ア
メ
フ
ラ
シ

Ap
ly

si
a 

(P
ru

vo
ta

pl
ys

ia
) p

ar
vu

la
後
鰓
目
 ア
メ
フ
ラ
シ
科

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

34

　
殻
は
糸
巻
型
で
、
表
面
に
は

黒
褐
色
の
イ
ボ
（
結け
っ
せ
つ 節
）
が
規

則
正
し
く
並
ぶ
。、
殻
口
外
唇
は

暗
い
紫
色
。
シ
マ
レ
イ
シ
ガ
イ

ダ
マ
シ
に
似
る
が
、
結け
っ
せ
つ 節
や
殻

口
の
外が
い
し
ん
ぶ

唇
部
が
単
色
で
し
ま
模

様
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

レ
イ
シ
ガ
イ
ダ
マ
シ

M
or

ul
a 

gr
an

ul
at

a
新
腹
足
目
 ア
ッ
キ
ガ
イ
科

●
殻
長
2
cm

　
螺ら
と
う 塔
は
や
や
高
く
、
弱
い
こ

ぶ
が
あ
る
。
殻
の
色
は
鉛
色
で

白
に
斑
が
入
る
。
比
較
的
波
当

た
り
の
強
い
場
所
に
住
み
、
潮

間
帯
の
下
部
に
も
出
現
す
る
。

身
に
甘
み
が
あ
っ
て
お
い
し
い

の
で
、「
あ
ま
に
し
」
と
呼
ぶ
人

も
い
る
。

　「
岩が
ん
ぜ
き
ぼ
ら

石
法
螺
」
と
い
う
名
前
が

示
す
通
り
、
殻
は
黒
褐
色
で
全

体
に
ご
つ
ご
つ
し
て
い
る
。
口

の
周
り
は
桃
色
～
オ
レ
ン
ジ
色

に
な
る
。
殻
に
は
ひ
れ
状
の
枝

分
か
れ
し
た
突
起
が
あ
る
。
縦

に
走
る
肋ろ
く

の
間
に
大
き
な
盛
り

上
が
り
が
一
つ
あ
る
の
が
特
徴
。

ガ
ン
ゼ
キ
ボ
ラ

C
hi

co
re

us
 (T

ri
pl

ex
)  b

ru
nn

eu
s

テ
ツ
ボ
ラ

Pu
rp

ur
a 

pa
na

m
a

新
腹
足
目
 ア
ッ
キ
ガ
イ
科

新
腹
足
目
 ア
ッ
キ
ガ
イ
科

●
殻
長
7
cm

●
あ
ま
に
し

●
殻
長
6
cm
　
●
食
用

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物
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軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

ゴ
マ
フ
ビ
ロ
ー
ド
ウ
ミ
ウ
シ

ミ
チ
ヨ
ミ
ノ
ウ
ミ
ウ
シ

コ
ン
シ
ボ
リ
ガ
イ

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ウ
ミ
ウ
シ

セ
ト
リ
ュ
ウ
グ
ウ
ウ
ミ
ウ
シ

モ
ウ
サ
ン
ウ
ミ
ウ
シ

エ
ン
ビ
キ
セ
ワ
タ

ミ
カ
ド
ウ
ミ
ウ
シ
（
幼
体
）

カ
ン
ナ
ツ
ノ
ザ
ヤ
ウ
ミ
ウ
シ

ニ
シ
キ
ウ
ミ
ウ
シ
（
幼
体
）

シ
ロ
タ
ス
キ
ウ
ミ
ウ
シ

ボ
ブ
サ
ン
ウ
ミ
ウ
シ

ヒ
ロ
ウ
ミ
ウ
シ

ム
ロ
ト
ミ
ノ
ウ
ミ
ウ
シ

ゾ
ウ
ゲ
イ
ロ
ウ
ミ
ウ
シ

サ
ク
ラ
ミ
ノ
ウ
ミ
ウ
シ

フ
ジ
ム
ス
メ
ウ
ミ
ウ
シ

ア
オ
ウ
ミ
ウ
シ

36

コ
ラ
ム

ウ
ミ
ウ
シ
天
国
 た
つ
く
し

　
ウ
ミ
ウ
シ
類
（
ア
メ
フ
ラ
シ
や
ウ
ミ

ウ
シ
な
ど
の
仲
間
）
は
貝
殻
を
持
た
な

い
貝
の
仲
間
で
「
後こ
う
さ
い
る
い

鰓
類
」
と
い
う
グ

ル
ー
プ
に
属
し
て
い
ま
す
。
ウ
ミ
ウ
シ

の
姿
か
た
ち
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
、
色

彩
が
美
し
い
も
の
も
多
く
、「
生
き
た

海
の
宝
石
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
竜
串
湾
は
ウ
ミ
ウ
シ
類
が
た
い
へ
ん

豊
富
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
ダ
イ

バ
ー
な
ど
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
竜
串
湾
周
辺
で
観
察
さ
れ

た
ウ
ミ
ウ
シ
類
の
数
は
30
0
種
を
超

え
て
い
る
そ
う
で
す
（
竜
串
ダ
イ
ビ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
調
べ
） 。

　
潮
の
引
い
た
磯
の
潮
だ
ま
り
（
タ
イ

ド
プ
ー
ル
）
の
中
や
、
転
石
の
下
か
ら

も
様
々
な
ウ
ミ
ウ
シ
が
見
つ
か
る
の
で

ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

ケ
イ
ウ
ミ
ノ
ウ
ミ
ウ
シ

ト
ン
プ
ソ
ン
ア
ワ
ツ
ブ
ガ
イ

ハ
ナ
デ
ン
シ
ャ

ト
ウ
モ
ン
ウ
ミ
コ
チ
ョ
ウ

イ
ガ
グ
リ
ウ
ミ
ウ
シ

コ
ノ
ハ
ミ
ド
リ
ガ
イ

タ
ー
コ
イ
ズ
ミ
ノ
ウ
ミ
ウ
シ

ウ
デ
フ
リ
ツ
ノ
ザ
ヤ
ウ
ミ
ウ
シ

ム
ラ
サ
キ
ウ
ミ
コ
チ
ョ
ウ

ダ
ン
ゴ
イ
ボ
ウ
ミ
ウ
シ

ア
カ
ボ
シ
ミ
ノ
ウ
ミ
ウ
シ

シ
ン
デ
レ
ラ
ウ
ミ
ウ
シ
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体
長
1c
m
ほ
ど
の
小
型
の
イ

ソ
ア
ワ
モ
チ
類
。
体
は
楕
円
形

で
背
中
が
膨ふ
く

ら
む
。
潮
の
引
い

た
後
の
湿
っ
た
岩
盤
上
で
活
動

し
、
乾
い
て
く
る
と
岩
の
隙
間

な
ど
に
隠
れ
る
。
竜
串
湾
で
は

竜
串
海
岸
な
ど
に
多
産
す
る
。

　
岩
礁
性
の
潮
間
帯
に
す
む
大
型
の
有ゆ
う
は
い
る
い

肺
類
。
一
対
の
触
角
の
先
に
眼

（
柄へ
い
が
ん 眼
）
を
持
つ
。
ま
た
、
背
中
に
た
く
さ
ん
あ
る
い
ぼ
の
一
部
に
も
光
を

感
じ
る
眼
（
背
眼
）
が
備
わ
っ
て
い
る
。
干
潮
の
と
き
に
活
動
し
、
潮
が
満

ち
て
く
る
と
岩
の
隙
間
な
ど
に
逃
げ
込
む
。
沖
縄
や
奄
美
な
ど
で
は
本
種
を

食
べ
る
地
域
が
あ
る
が
、
四
国
で
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
カ
ラ
マ
ツ

ガ
イ
の
仲
間
や
イ
ソ
ア
ワ
モ
チ
の
仲
間

は
、
そ
れ
ぞ
れ
カ
サ
ガ
イ
類
、
ウ
ミ
ウ

シ
の
仲
間
と
姿
か
た
ち
が
よ
く
似
て
い

ま
す
が
、
分
類
的
に
は
大
き
く
異
な
る

有ゆ
う
は
い
る
い

肺
類
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い

ま
す
。
普
通
、
海
の
貝
は
鰓え
ら

で
水
中
の

酸
素
を
取
り
込
ん
で
い
ま
す
が
、
カ
ラ

マ
ツ
ガ
イ
の
仲
間
や
イ
ソ
ア
ワ
モ
チ
の

仲
間
は
人
間
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
空

気
を
呼
吸
し
て
暮
ら
し
て
い
る
ナ
メ
ク

ジ
や
カ
タ
ツ
ム
リ
な
ど
に
近
い
生
き
物

な
の
で
す
。

ヤ
マ
ト
ヒ
メ
ア
ワ
モ
チ

O
nc

hi
de

lla
 o

ri
en

ta
lis

イ
ソ
ア
ワ
モ
チ

Pe
ro

ni
a 

sp
. c

f. 
Ve

rr
uc

ul
at

a

収
眼
目
 イ
ソ
ア
ワ
モ
チ
科

収
眼
目
 イ
ソ
ア
ワ
モ
チ
科

コ
ラ
ム
肺
を
持
つ
海
辺
の
貝

●
体
長
1
cm

●
体
長
5
cm

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

38

　
カ
サ
ガ
イ
型
の
殻
を
持
つ
有

肺
類
の
仲
間
。
殻
は
黄
褐
色
で
、

唐か
ら
ま
つ 松
模
様
が
あ
る
。
殻
の
裏
側

は
光
沢
の
あ
る
黒
。
春
に

ゼ
リ
ー
状
の
卵
塊
を
産

み
、
夏
に
は
ほ
と
ん
ど

が
死
ぬ
。

カ
ラ
マ
ツ
ガ
イ

Si
ph

on
ar

ia
 ja

po
ni

ca
基
眼
目
 カ
ラ
マ
ツ
ガ
イ
科

基
眼
目
 カ
ラ
マ
ツ
ガ
イ
科

基
眼
目
 カ
ラ
マ
ツ
ガ
イ
科

キ
ク
ノ
ハ
ナ
ガ
イ

Si
ph

on
ar

ia
 si

ri
us

シ
ロ
カ
ラ
マ
ツ
ガ
イ

Si
ph

on
ar

ia
 a

cm
ae

oi
de

s

　
殻
は
平
た
く
、
星
形
で
カ
サ

ガ
イ
類
の
ウ
ノ
ア
シ
と
似
て
い

る
が
6
～
7
本
の
放
射
状
の
白

い
す
じ
が
目
立
つ
。
や
や
外
洋

的
な
磯
に
多
い
。
昼
間
に
活
動

し
、
波
打
ち
際
付
近
の
岩
の
上

を
は
い
回
り
、
岩
の
表
面
に
生

え
た
海
藻
類
を
食
べ
る
。

　
カ
ラ
マ
ツ
ガ
イ
に
似
る
が
よ

り
殻
は
平
た
く
、
白
い
放
射
肋ろ
く

が
目
立
つ
。
潮
間
帯
の
上
部
に

あ
る
潮
だ
ま
り
の
中
に
見
ら
れ
、

干
出
し
た
場
所
に
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
。
カ
ラ
マ
ツ
ガ
イ
と
同

様
の
卵
塊
を
潮
だ
ま
り
の
な
か

に
産
み
付
け
る
。

カ
ラ
マ
ツ
ガ
イ
の
卵
塊

●
殻
長
2
cm

●
殻
長
2
cm

●
殻
長
2
cm

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物
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イ
タ
ヤ
ガ
イ
目
 イ
タ
ボ
ガ
キ
科

マ
ガ
キ

C
ra

ss
os

tre
a 

gi
ga

s

　
内
湾
の
潮
間
帯
や
潮
下
帯
の

岩
礁
域
に
見
ら
れ
る
カ
キ
の
仲

間
で
、
岩
に
固
着
し
て
暮
ら
す
。

河
口
域
や
干
潟
に
普
通
に
見
ら

れ
る
。
竜
串
湾
で
は
三
崎
川
の

河
口
域
の
岩
の
表
面
を
び
っ
し

り
と
覆
っ
て
い
る
様
子
が
観
察

さ
れ
る
。

　
岩
に
固
着
し
て
暮
ら
す
カ
キ

の
仲
間
。
殻
に
黒
い
管
状
の
突

起
が
あ
る
の
が
特
徴
。
貧
栄
養

で
や
や
波
当
た
り
の
弱
い
場
所

に
多
く
み
ら
れ
、
よ
り
外
洋
的

な
場
所
で
は
オ
ハ
グ
ロ
ガ
キ
が
、

よ
り
内
湾
的
な
場
所
で
は
マ
ガ

キ
が
優
占
す
る
。

ケ
ガ
キ

Sa
cc

os
tre

a 
ke

ga
ki

 
イ
タ
ヤ
ガ
イ
目
 イ
タ
ボ
ガ
キ
科

●
殻
長
9
cm
　
●
食
用

●
殻
長
3
～
4
cm

●
か
き

　
竜
串
湾
を
含
む
四
国
の
太
平

洋
岸
の
外
洋
に
面
し
た
岩
礁
性

海
岸
で
最
も
普
通
に
見
ら
れ
る

カ
キ
の
仲
間
。
殻
長
は
7c
m
程

度
に
な
る
。
殻
の
周
縁
部
が
黒

く
波
う
っ
て
い
る
様
子
か
ら
、

「
お
歯は
ぐ
ろ 黒
」
と
い
う
名
が
つ
い
て

い
る
。オ
ハ
グ
ロ
ガ
キ

Sa
cc

os
tre

a 
m

or
da

x
イ
タ
ヤ
ガ
イ
目
 イ
タ
ボ
ガ
キ
科

●
殻
長
7
cm
　
●
食
用

●
か
き

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

40

　
殻
は
黒
紫
色
で
殻
頂
部
が
や

や
腹
側
に
曲
が
る
。
殻
頂
内
面

に
隔か
く
ば
ん 板
が
あ
る
。
ク
ジ
ャ
ク
ガ

イ
と
似
る
が
殻
表
に
毛
が
な
く
、

殻
の
内
側
は
紫
色
で
真
珠
光
沢
。

カ
メ
ノ
テ
と
混
生
し
た
集
団
を

つ
く
る
。
ク
ジ
ャ
ク
ガ
イ
と
同

じ
よ
う
に
利
用
さ
れ
る
。

　
殻
は
や
や
厚
く
、
表
面
に
毛

が
あ
る
。
殻
の
内
側
は
青
白
色

で
真
珠
光
沢
が
あ
る
。
殻
頂
の

内
面
に
隔か
く
ば
ん 板
が
あ
る
。
主
に
潮

間
帯
下
部
か
ら
潮
下
帯
の
岩
の

隙
間
に
密
集
し
て
見
ら
れ
る
。

汁
物
の
具
や
ダ
シ
と
し
て
使
う

こ
と
が
あ
る
。

ム
ラ
サ
キ
イ
ン
コ

Se
pt

ife
r v

irg
at

us

ク
ジ
ャ
ク
ガ
イ

Se
pt

ife
r b

ilo
cu

la
ri

s

イ
ガ
イ
目
 イ
ガ
イ
科

イ
ガ
イ
目
 イ
ガ
イ
科

　
ク
ジ
ャ
ク
ガ
イ
よ
り
や
や
小

型
。
殻
は
や
や
薄
く
黒
茶
色
。

殻
の
表
面
に
は
全
体
に
細
か
い

筋
が
走
る
。
潮
間
帯
下
部
か
ら

潮
下
帯
の
岩
の
表
面
に
マ
ッ
ト

状
に
群
生
す
る
。
本
種
は
殻
頂

部
が
曲
が
る
こ
と
は
な
く
、
殻

頂
内
面
に
隔か
く
ば
ん 板
が
な
い
。

ヒ
バ
リ
ガ
イ
モ
ド
キ

H
or

m
om

ya
 m

ut
ab

ili
s

イ
ガ
イ
目
 イ
ガ
イ
科

●
殻
長
3
cm
　
●
食
用

●
殻
長
3
cm
　
●
食
用

●
殻
長
2
.5
cm

●
か
ら
す
ぐ
ち

●
か
ら
す
ぐ
ち

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物
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　「
あ
さ
り
は
砂
浜
や
干
潟
で
掘
る
も
の
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
竜
串
湾
周
辺
の
地
域

で
は
砂
利
や
石
が
堆た
い
せ
き 積
し
た
磯
で
も
あ
さ

り
を
掘
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
採

れ
る
の
は
ヒ
メ
ア
サ
リ
（
p.
42
）
と
い
う

種
類
。
少
し
小
ぶ
り
で
す
が
、
味
が
い
い

と
評
判
で
、
春
に
な
る
と
ア
サ
リ
掘
り
を

楽
し
む
人
で
磯
は
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

コ
ラ
ム

磯
の
あ
さ
り
掘
り

ツ
ツ
イ
カ
目
 ジ
ン
ド
ウ
イ
カ
科

ミ
ミ
イ
カ
目
 ミ
ミ
イ
カ
科

ア
オ
リ
イ
カ

Se
pi

ot
eu

th
is

 le
ss

on
ia

na

ミ
ミ
イ
カ
の
一
種

Eu
pr

ym
na

 c
f. 

sp
.

　
胴
の
長
さ
は
40
cm
に
な
る

ジ
ン
ド
ウ
イ
カ
の
仲
間
。
胴
の

全
長
に
お
よ
ぶ
大
き
な
ヒ
レ
を

持
つ
。
春
に
磯
に
生
え
る
海
藻

（
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
）
な
ど
に
房
状

の
卵
を
産
み
付
け
る
。
ふ
化
し

た
稚
イ
カ
は
藻
場
で
育
つ
。

　
ミ
ミ
イ
カ
の
仲
間
は
ず
ん
ぐ

り
と
し
た
体
型
の
小
型
の
イ
カ

で
、
多
く
は
夜
行
性
で
昼
間
は

砂
な
ど
に
潜
っ
て
い
る
。
写
真

の
個
体
は
ミ
ミ
イ
カ

E.
 m

or
se

i 

と
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
種
は
腕

の
吸
盤
が
縦
に
4
列
並
ぶ
の
が

特
徴
。

●
胴
長
4
cm

●
胴
長
4
0
cm
　
●
食
用

●
も
い
か

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

42

　
砂
浜
の
潮
間
帯
に
す
む
フ
ジ

ノ
ハ
ナ
ガ
イ
科
の
小
型
の
二
枚

貝
。「
波
遊
び
」
す
る
貝
と
し
て

よ
く
知
ら
れ
、
名
も
「
浪な
み

の
子
」

と
つ
い
て
い
る
。
殻
表
は
つ
る

り
と
し
て
い
る
が
水
管
に
近
い

部
分
は
、
肋ろ
く

が
顕
著
で
布
目
状
。

ナ
ミ
ノ
コ
ガ
イ

La
to

na
 c

un
ea

ta
 

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
 フ
ジ
ノ
ハ
ナ
ガ
イ
科

　
砂
浜
の
潮
間
帯
に
す
む
小
型

の
二
枚
貝
。
貝
殻
は
三
角
形
に

近
い
形
で
殻
の
表
面
は
細
か
い

放
射
肋ろ
く

で
覆
わ
れ
る
。
殻
の
内

側
は
紫
色
。
ナ
ミ
ノ
コ
ガ
イ
と

同
様
に
波
打
ち
際
で
波
に
乗
っ

て
い
っ
た
り
き
た
り
を
繰
り
返

す
「
波
遊
び
」
を
す
る
。

フ
ジ
ノ
ハ
ナ
ガ
イ

C
hi

on
 se

m
ig

ra
no

sa
マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
 フ
ジ
ノ
ハ
ナ
ガ
イ
科

●
殻
長
2
.5
cm
　
●
食
用

●
殻
長
1
.3
cm

●
の
う
な
し

軟
体
動
物
（
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
の
仲
間
）

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
 マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
科

ヒ
メ
ア
サ
リ

Ru
di

ta
pe

s v
ar

ie
ga

tu
s

　
外
洋
的
な
礫れ
き
は
ま 浜
の
潮
間
帯
に

生
息
す
る
二
枚
貝
。
殻
は
卵
型

で
、
表
面
に
は
細
か
い
放
射
肋ろ
く

と
弱
い
成
長
線
が
刻
ま
れ
て
お

り
、
布
目
状
。
ア
サ
リ
と
似
る

が
よ
り
小
型
で
殻
の
ふ
く
ら
み

が
弱
い
。
本
種
で
は
殻
の
内
側

が
紅
色
や
黄
色
に
色
づ
く
。

●
あ
さ
り

●
殻
長
3
cm
　
●
食
用

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物
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フ
ナ
ム
シ
 L

ig
ia

 e
xo

tic
a

等
脚
目
 フ
ナ
ム
シ
科

等
脚
目
 ス
ナ
ホ
リ
ム
シ
科

ニ
セ
ス
ナ
ホ
リ
ム
シ

C
iro

la
na

 h
ar

fo
rd

i j
ap

on
ic

a

　
潮
間
帯
に
多
く
見
ら
れ
る

等と
う
き
ゃ
く
る
い

脚
類
の
一
種
。
体
は
ダ
ン

ゴ
ム
シ
型
で
や
や
細
長
い
。

転
石
下
の
砂さ
れ
き 礫
中
に
出
現
し
、

非
常
に
素
早
く
泳
ぎ
回
る
。

他
の
動
物
の
死
体
な
ど
に
群

が
っ
て
食
べ
る
。

　
名
前
に「
む
し
」と
あ
る
が
、

昆
虫
で
は
な
く
ダ
ン
ゴ
ム
シ

な
ど
と
同
じ
等と
う
き
ゃ
く
る
い

脚
類
に
属
す

生
き
物
。
海
の
中
に
は
あ
ま

り
入
ら
ず
、
波
打
ち
際
で
群

れ
を
成
し
て
い
る
。
打
ち
あ

が
っ
た
海
藻
の
切
れ
は
し
や

動
物
の
死し
が
い 骸
な
ど
を
食
べ
る
。

●
体
長
4
cm

●
体
長
1
cm

十
脚
目
 テ
ナ
ガ
エ
ビ
科

イ
ソ
ス
ジ
エ
ビ

　
潮
間
帯
の
潮
だ
ま
り
で
多

く
み
ら
れ
る
小
型
の
エ
ビ
。

体
は
透
明
で
、
は
っ
き
り
と

し
た
黒
い
し
ま
模
様
が
あ
る
。

ま
た
、
脚
や
尾
に
は
黄
色
い

斑は
ん
も
ん 紋
が
あ
る
。
石
の
下
や
岩

陰
か
げ
探
す
と
す
ぐ
に
見
つ

か
る
。

●
体
長
5
cm

節
足
動
物
（
エ
ビ
、
カ
ニ
な
ど
の
仲
間
）

44

　
潮
間
帯
の
岩
の
表
面
に
固

着
す
る
 蔓ま
ん
き
ゃ
く 脚
類
の
一
種
。
殻

に
覆
わ
れ
た
頭
状
部
と
柄へ
い
ぶ 部

か
ら
な
る
。
塩
ゆ
で
し
、
柄

部
に
つ
ま
っ
た
筋
肉
を
食

用
と
す
る
。
体
内
に
ヨ

ツ
メ
ヒ
モ
ム
シ
が
共
生

し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

カ
メ
ノ
テ

C
ap

itu
lu

m
 m

ite
lla

イ
ワ
フ
ジ
ツ
ボ

C
ht

ha
m

al
us

 c
ha

lle
ng

er
i

有
柄
目
 ミ
ョ
ウ
ガ
ガ
イ
科

無
柄
目
 イ
ワ
フ
ジ
ツ
ボ
科

無
柄
目
 ク
ロ
フ
ジ
ツ
ボ
科

ク
ロ
フ
ジ
ツ
ボ

Te
tr

ac
lit

a 
ja

po
ni

ca

　
潮
間
帯
上
部
の
岩
盤
上
に

密
集
し
て
み
ら
れ
る
小
型
の

フ
ジ
ツ
ボ
。
蓋ふ
た

の
部
分
の

楯じ
ゅ
ん
ば
ん

板
に
は
2
つ
の
凸
部
が
あ

る
。
よ
く
似
た
オ
オ
イ
ワ

フ
ジ
ツ
ボ
は
直
径
2c
m

ほ
ど
に
な
り
、
楯じ
ゅ
ん
ば
ん

板
の

凸
部
が
3
つ
あ
る
。

　
潮
間
帯
で
み
ら
れ
る
比
較

的
大
型
の
フ
ジ
ツ
ボ
。
殻

（
周し
ゅ
う
か
く

殻
）
は
灰
色
、
ま
た
は
暗

紫
色
で
、
背
が
高
く
円え
ん
す
い 錐
形
。

殻
の
表
面
に
は
縦
方
向
に
無

数
の
し
わ
が
あ
る
。
波
が
あ

た
り
の
い
い
岩
の
表
面
に
群

生
す
る
。●
直
径
0
.5
～
0
.8
cm

●
体
長
5
cm
　
●
食
用

●
直
径
2
～
4
cm

●
せ
い

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物

節
足
動
物
（
エ
ビ
、
カ
ニ
な
ど
の
仲
間
）
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小
型
の
モ
エ
ビ
の
仲
間
。
体
は

短
く
、
ず
ん
ぐ
り
と
し
て
い
る
。

額が
っ
か
く 角
は
上
向
き
で
短
い
。
大
き

い
個
体
は
緑
の
斑
紋
の
あ
る
茶

褐
色
で
、
小
さ
い
個
体
は
明
る

い
黄
緑
色
。
潮
間
帯
の
下
部
や

潮
下
帯
、
海
藻
の
生
え
た
潮
だ

ま
り
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

イ
ソ
モ
エ
ビ

Eu
al

us
 si

ne
ns

is
十
脚
目
 モ
エ
ビ
科

●
体
長
3
cm

十
脚
目
 テ
ッ
ポ
ウ
エ
ビ
科

イ
ソ
テ
ッ
ポ
ウ
エ
ビ

Al
ph

eu
s l

ob
id

en
s

　
第
１
胸
き
ょ
う
き
ゃ
く

脚
は
は
さ
み
脚
に
な

り
、
左
右
で
大
き
さ
が
異
な
る
。

大
き
い
方
の
は
さ
み
を
使
っ
て

パ
チ
ン
・
パ
チ
ン
と
大
き
な
音

を
鳴
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
砂

や
泥
に
巣
穴
を
掘
っ
て
そ
の
中

で
暮
ら
す
た
め
、
な
か
な
か
見

つ
け
ら
れ
な
い
。●
体
長
3
～
5
cm

十
脚
目
 テ
ッ
ポ
ウ
エ
ビ
科

ム
ラ
サ
キ
ヤ
ド
リ
エ
ビ

Ar
et

e 
do

rs
al

is

　
立
派
な
は
さ
み
脚
を
持
ち
、

ザ
リ
ガ
ニ
を
小
さ
く
し
た
よ
う

な
形
を
し
て
い
る
。
体
色
は
濃

い
紫
色
で
、
背
面
に
淡
紫
色
の

縦
帯
が
入
る
。
ウ
ニ
と
共
生
す

る
エ
ビ
で
、
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
な

ど
の
下
に
隠
れ
て
い
る
。
ウ
ニ

触
る
と
、
逃
げ
去
っ
て
し
ま
う
。

●
体
長
1
.8
cm

節
足
動
物
（
エ
ビ
、
カ
ニ
な
ど
の
仲
間
）

46

　
イ
ソ
ス
ジ
エ
ビ
と
同
じ
よ
う

な
場
所
に
出
現
し
、
姿
も
よ
く

似
て
い
る
が
、
本
種
は
体
の
黒

い
縞し
ま

が
ま
ば
ら
で
、
額が
っ
か
く 角
が
ま
っ

す
ぐ
前
に
伸
び
る
な
ど
の
点
で

見
分
け
ら
れ
る
。
内
湾
的
な
場

所
や
淡
水
の
影
響
の
あ
る
と
こ

ろ
に
多
い
。

ス
ジ
エ
ビ
モ
ド
キ

Pa
la

em
on

 se
rr

ife
r

十
脚
目
 テ
ナ
ガ
エ
ビ
科

●
体
長
5
cm

テ
ナ
ガ
カ
ク
レ
エ
ビ

Pe
ri

cl
im

en
es

 g
ra

nd
is

十
脚
目
 テ
ナ
ガ
エ
ビ
科

十
脚
目
 テ
ナ
ガ
エ
ビ
科

テ
ッ
ポ
ウ
エ
ビ
モ
ド
キ

Be
ta

eu
s g

ra
nu

lim
an

us

　
第
２
胸
き
ょ
う
き
ゃ
く

脚
が
大
き
な
は
さ
み

脚
と
な
り
、
そ
の
関
節
付
近
に

は
黄
色
い
斑は
ん
も
ん 紋
が
あ
る
。
潮
間

帯
下
部
の
石
の
下
や
潮
だ
ま
り

な
ど
に
普
通
に
見
ら
れ
る
が
、

体
が
透
明
な
の
で
、
注
意
深
く

探
さ
な
い
と
見
つ
か
ら
な
い
。

　
第
１
胸
き
ょ
う
き
ゃ
く

脚
は
大
き
な
は
さ
み

脚
と
な
り
、
特
に
大
型
の
雄
で

は
強
大
で
左
右
の
大
き
さ
形
状

が
異
な
り
、
顆か
り
ゅ
う 粒
状
の
突
起
が

あ
る
。
体
は
緑
が
か
っ
た
色
を

し
て
い
る
。
潮
間
帯
の
石
の
下

な
ど
に
生
息
し
、
動
き
は
素
早

い
。

●
体
長
2
cm

●
体
長
4
～
5
cm

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物

節
足
動
物
（
エ
ビ
、
カ
ニ
な
ど
の
仲
間
）
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十
脚
目
 ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ク
ロ
シ
マ
ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ

Pa
gu

ru
s n

ig
ri

vi
tta

tu
s

　
歩
脚
や
ハ
サ
ミ
脚
は
黒
色
と

褐
色
の
３
～
４
本
の
し
ま
模
様

が
見
ら
れ
、
右
の
は
さ
み
脚
が

左
よ
り
や
や
大
き
い
。
第
１
触

角
の
先
は
オ
レ
ン
ジ
色
で
、
第
2

触
角
は
黒
と
褐
色
の
破
線
状
に

な
る
。
ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
と
同
所

的
に
見
ら
れ
る
。

●
甲
長
0
.7
cm

十
脚
目
 ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ユ
ビ
ナ
ガ
ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ

Pa
gu

ru
s m

in
ut

us

　
体
色
を
緑
が
か
っ
た
褐
色
。

歩
脚
や
は
さ
み
脚
に
褐
色
の
ま

だ
ら
模
様
が
あ
り
、
毛
が
生
え

る
。
歩
脚
の
指し
せ
つ 節
が
他
の
ホ
ン

ヤ
ド
カ
リ
属
と
比
べ
る
と
長
い
。

干
潟
や
河
口
域
な
ど
の
内
湾
的

な
環
境
の
潮
間
帯
に
多
い
。

●
甲
長
0
.5
cm

十
脚
目
 カ
ニ
ダ
マ
シ
科

イ
ソ
カ
ニ
ダ
マ
シ

Pe
tro

lis
th

es
 ja

po
ni

cu
s

　
甲
は
滑
ら
か
で
、
平
た
い
体

型
を
し
て
い
る
。
捕
ま
え
る
と

は
さ
み
脚
を
自じ
せ
つ 切
す
る
こ
と
が

あ
り
、
切
り
離
さ
れ
た
脚
は
少

し
の
間
動
い
て
い
る
。
石
の
下

に
多
く
、
石
を
め
く
る
と
石
に

貼
り
付
い
た
ま
ま
後
ず
さ
り
し

て
逃
げ
回
る
。

●
甲
長
1
～
2
cm

節
足
動
物
（
エ
ビ
、
カ
ニ
な
ど
の
仲
間
）

48

十
脚
目
 ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ

　
潮
間
帯
に
見
ら
れ
る
ヤ
ド
カ

リ
の
代
表
種
。
体
色
は
緑
褐
色

で
、
歩
脚
と
は
さ
み
脚
の
先
が

白
い
。
第
2
触
角
は
白
と
黒
の

縞
模
様
。
他
の
ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ

類
と
同
様
に
右
側
の
は
さ
み
脚

が
大
き
い
。
人
影
に
お
ど
ろ
く

と
、
貝
殻
に
入
っ
て
転
が
る
。

十
脚
目
 ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ヤ
マ
ト
ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ

Pa
gu

ru
s j

ap
on

ic
us

　
体
色
は
赤
茶
色
で
、
歩
脚
や

は
さ
み
脚
に
短
い
毛
が
生
え
て

い
る
。
特
に
は
さ
み
脚
掌
部
に

は
毛
が
密
に
生
え
て
い
る
。
右

の
は
さ
み
脚
が
大
き
い
。
潮
間

帯
下
部
の
比
較
的
波
当
た
り
の

強
い
場
所
に
見
ら
れ
る
。●
甲
長
2
cm

●
甲
長
0
.5
cm

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物

イ
ソ
ヨ
コ
バ
サ
ミ

C
lib

an
ar

iu
s v

ire
sc

en
s

十
脚
目
 ヤ
ド
カ
リ
科

　
体
は
緑
褐
色
で
、
は
さ
み
脚

と
歩
脚
の
先
端
は
黄
色
い
。
第
2

触
角
は
青
い
。
左
右
の
は
さ
み

脚
は
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
、
そ

の
表
面
に
は
棘
と
剛
毛
、
黄
色

い
斑
点
が
あ
る
。
潮
間
帯
上
部

に
見
ら
れ
る
ヤ
ド
カ
リ
の
中
で

は
比
較
的
大
き
い
。●
甲
長
1
.5
cm

節
足
動
物
（
エ
ビ
、
カ
ニ
な
ど
の
仲
間
）
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イ
ソ
ク
ズ
ガ
ニ
が
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
の
た
め
に
体
に
付
け
て
い
る
も
の
は
実
に

さ
ま
ざ
ま
。
海
藻
（
左
）
は
定
番
で
す
が
、
中
に
は
ホ
ヤ
（
右
）
や
ア
メ
フ
ラ
シ

の
卵
な
ど
を
付
け
て
い
る
も
の
も
い
ま
す
。
忍
者
顔
負
け
の「
隠
れ
身
の
術
」で
す
。

　
イ
ソ
ク
ズ
ガ
ニ
と
同
様
に
体

に
海
藻
な
ど
を
つ
け
る
。
甲
は

縦
に
長
い
二
等
辺
三
角
形
で
、

表
面
は
滑
ら
か
。
2
本
の
大
き
な

角
を
持
つ
。
眼
の
後
ろ
な
ど
に

も
棘
が
あ
る
。
オ
ス
の
は
さ
み

脚
は
大
き
く
な
る
。
潮
だ
ま
り

な
ど
に
見
ら
れ
る
。

ヨ
ツ
ハ
モ
ガ
ニ

Pu
ge

tti
a 

qu
ad

ri
de

ns
十
脚
目
 ク
モ
ガ
ニ
科

●
甲
幅
3
～
4
cm

十
脚
目
 オ
ウ
ギ
ガ
ニ
科

オ
ウ
ギ
ガ
ニ

Le
pt

od
iu

s e
xa

ra
tu

s

　
竜
串
湾
の
潮
間
帯
に
最
も
普

通
に
み
ら
れ
る
オ
ウ
ギ
ガ
ニ
の

仲
間
。
体
の
色
は
灰
褐
色
で
、

色
の
濃
さ
や
体
の
模
様
は
様
々
。

扇お
う
ぎ
が
た

形
の
甲
の
縁
に
は
眼が
ん
か
が
い
し

窩
外
歯

の
他
に
４
歯
が
あ
り
、
は
さ
み

脚
の
爪
の
部
分
は
黒
い
。
石
の

下
の
砂
に
潜
っ
て
隠
れ
て
い
る
。

●
甲
幅
3
.5
cm

コ
ラ
ム

潮
だ
ま
り
の
忍
者
 イ
ソ
ク
ズ
ガ
ニ

節
足
動
物
（
エ
ビ
、
カ
ニ
な
ど
の
仲
間
）

50

イ
ソ
ク
ズ
ガ
ニ

Ti
ar

in
ia

 c
or

ni
ge

ra
十
脚
目
 ク
モ
ガ
ニ
科

　
潮
だ
ま
り
な
ど
で
多
く
見
ら

れ
る
ク
モ
ガ
ニ
の
仲
間
。
甲
は

ひ
し
形
で
大
小
の
顆か
り
ゅ
う 粒
が
あ
る
。

体
に
海
藻
な
ど
を
付
け
て
カ
ム

フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
。
動
き
は
遅

い
の
で
海
藻
の
陰
な
ど
を
注
意

深
く
探
せ
ば
、
見
つ
か
る
。

十
脚
目
 キ
ン
セ
ン
ガ
ニ
科

コ
モ
ン
ガ
ニ

As
ht

or
et

 lu
na

ri
s

　
甲
は
丸
み
を
帯
び
、
左
右
に

張
り
出
し
た
長
い
突
起
が
あ
る
。

は
さ
み
脚
は
大
き
く
、
棘
が
あ

る
。
4
対
の
脚
は
す
べ
て
平
た
い

遊ゆ
う
え
い
き
ゃ
く

泳
脚
。
砂
浜
や
干
潟
に
棲
み
、

普
段
は
砂
に
潜
っ
て
い
る
が
、

人
が
近
づ
く
と
足
を
バ
タ
バ
タ

さ
せ
て
泳
い
で
逃
げ
る
。

●
甲
幅
4
cm

●
甲
幅
2
～
4
cm

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物

十
脚
目
 カ
ニ
ダ
マ
シ
科

オ
オ
ア
カ
ハ
ラ

Pe
tro

lis
th

es
 c

oc
ci

ne
us 　
体
は
赤
褐
色
で
口
の
周
辺
に

青
い
線
が
あ
り
、
正
面
か
ら
見

る
と
よ
く
目
立
つ
。
甲
に
多
数

の
横
し
わ
が
あ
る
。
波
当
た
り

の
強
い
潮
間
帯
の
岩
の
隙
間
で

見
ら
れ
る
。
カ
ニ
ダ
マ
シ
類
は

ヤ
ド
カ
リ
に
近
い
仲
間
で
4
対

目
の
脚
が
非
常
に
小
さ
い
。

●
甲
長
2
cm

節
足
動
物
（
エ
ビ
、
カ
ニ
な
ど
の
仲
間
）
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甲
は
四
角
く
光
沢
が
あ
り
、
多

数
の
横
す
じ
が
走
る
。
甲
は
緑

が
か
っ
た
褐
色
で
、
は
さ
み
脚

と
歩ほ
き
ゃ
く 脚
は
赤
み
を
帯
び
る
。
岩

礁
域
の
潮
間
帯
に
多
産
し
、
干

潮
時
に
活
動
す
る
。
ア
メ
リ
カ

大
陸
か
ら
移
入
し
た
外
来
種
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

イ
ワ
ガ
ニ

Pa
ch

yg
ra

ps
us

 c
ra

ss
ip

es
十
脚
目
 イ
ワ
ガ
ニ
科

●
甲
幅
2
～
3
cm

十
脚
目
 ケ
ブ
カ
ガ
ニ
科

ケ
ブ
カ
ガ
ニ

Pi
lu

m
nu

s v
es

pe
rt

ili
o

　
体
全
体
が
茶
褐
色
の
長
い
毛

で
び
っ
し
り
と
覆
わ
れ
て
い
る
。

は
さ
み
脚
の
指
部
は
黒
色
で
毛

が
生
え
て
い
な
い
。
日
中
は
岩

の
く
ぼ
み
に
隠
れ
て
い
る
。
岩

の
表
面
に
出
て
い
る
こ
と
も
あ

る
が
、
じ
っ
と
し
て
い
る
と
発

見
し
に
く
い
。●
甲
幅
1
.5
～
3
cm

十
脚
目
 オ
ウ
ギ
ガ
ニ
科

イ
ボ
イ
ワ
オ
ウ
ギ
ガ
ニ

Er
ip

hi
a 

fe
ro

x

　
潮
だ
ま
り
や
潮
間
帯
下
部
の

岩
の
割
れ
目
で
よ
く
目
に
す
る

オ
ウ
ギ
ガ
ニ
の
仲
間
。
体
は
赤

褐
色
で
眼
が
赤
い
。
は
さ
み
脚

は
左
右
で
大
き
さ
が
異
な
り
、

粗
い
顆
粒
に
覆
わ
れ
る
。
は
さ

み
の
力
が
強
い
の
で
指
を
は
さ

ま
れ
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
。

●
甲
幅
3
～
5
cm

●
強
い
は
さ
み
に
注
意

節
足
動
物
（
エ
ビ
、
カ
ニ
な
ど
の
仲
間
）

52

十
脚
目
 オ
ウ
ギ
ガ
ニ
科

ス
ベ
ス
ベ
マ
ン
ジ
ュ
ウ
ガ
ニ

　
甲
は
丸
み
の
強
い
楕
円
形
で
、

表
面
は
つ
る
り
と
し
て
い
る
。

体
の
色
は
暗
褐
色
で
、
甲
に
は

白
っ
ぽ
く
ま
だ
ら
模
様
が
浮
か

ぶ
。
潮
間
帯
の
転
石
の
下
か
ら

も
出
現
す
る
が
、
食
べ
る
と
大

人
で
も
死
に
至
る
よ
う
な
強
い

毒
を
持
つ
危
険
な
カ
ニ
。

●
有
毒
（
食
用
不
可
）

　
ス
ベ
ス
ベ
マ
ン
ジ
ュ
ウ
ガ
ニ
は
、
な
ん
だ

か
お
い
し
そ
う
な
名
前
と
風ふ
う
ぼ
う 貌
を
し
た
カ
ニ

で
す
が
、
食
べ
る
と
大
人
で
も
死
ん
で
し
ま

う
よ
う
な
と
て
も
強
い
毒
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
毒
は
貝
毒
の
原
因
と
な
る
サ
キ
シ

ト
キ
シ
ン
や
フ
グ
の
毒
と
し
て
有
名
な
テ
ト

ド
ロ
ト
キ
シ
ン
な
ど
で
、
特
に
ハ
サ
ミ
や
脚

な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
四
国
沿
岸
の
磯
で
も
こ
の
カ
ニ
は
よ
く

見
つ
か
る
の
で
、
間
違
え
て
食
べ
な
い
よ
う
に
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

コ
ラ
ム

食
べ
る
な
！
磯
の
毒
ま
ん
じ
ゅ
う

十
脚
目
 オ
ウ
ギ
ガ
ニ
科

ト
ゲ
オ
ウ
ギ
ガ
ニ

Pi
lo

di
us

 n
ig

ro
cr

in
itu

s

　
体
色
は
黒
色
と
淡
黄
色
の
ま

だ
ら
模
様
で
体
全
体
が
長
い
粗

毛
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
は
さ
み

脚
の
先
は
黒
色
。
岩
の
小
さ
な

穴
や
隙
間
に
隠
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
が
、
静
か
に
観
察
し
て

い
る
と
出
て
き
て
活
動
す
る
。

●
甲
幅
1
.8
cm

●
甲
幅
6
cm

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物

節
足
動
物
（
エ
ビ
、
カ
ニ
な
ど
の
仲
間
）
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十
脚
目
 イ
ワ
ガ
ニ
科

ト
ゲ
ア
シ
ガ
ニ

Pe
rc

no
n 

pl
an

is
si

m
um 　
甲
は
円
形
で
平
た
く
、
色
は

赤
褐
色
で
、
甲
の
側
面
と
歩
脚

の
前
側
は
黄
色
く
ふ
ち
取
ら
れ

る
。
ま
た
、
甲
の
背
面
に
「
出
」

と
い
う
漢
字
に
似
た
模
様
が
あ

る
。
シ
ョ
ウ
ジ
ン
ガ
ニ
と
同
様

に
波
の
当
た
る
岩
場
な
ど
に
多

い
。
動
き
は
た
い
へ
ん
素
早
い
。

十
脚
目
 イ
ワ
ガ
ニ
科

シ
ョ
ウ
ジ
ン
ガ
ニ

Pl
ag

us
ia

 d
en

tip
es

　
波
当
た
り
の
い
い
岩
場
に
す

み
、
潮
下
帯
の
岩
の
表
面
を
素

早
く
は
い
回
る
。
体
色
は
茶
褐

色
や
赤
褐
色
。
甲
は
丸
み
の
あ

る
四
角
形
で
縁
の
部
分
に
４
歯

が
あ
る
。
歩
脚
は
長
く
、
脚
を

広
げ
る
と
10
cm
を
超
え
る
。

●
甲
幅
3
～
4
cm

●
甲
幅
5
～
6
cm

十
脚
目
 ス
ナ
ガ
ニ
科

コ
メ
ツ
キ
ガ
ニ

Sc
op

im
er

a 
gl

ob
os

a

　
河
口
域
の
干
潟
な
ど
に
巣
穴

を
掘
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
小
型

の
ス
ナ
ガ
ニ
。
体
は
球
に
近
い

厚
み
の
あ
る
四
角
形
で
、
甲
に

は
複
雑
な
模
様
が
あ
る
。
え
さ

を
こ
し
と
っ
た
あ
と
の
砂
を
だ

ん
ご
状
に
丸
め
て
巣
の
周
り
に

捨
て
る
。

（
中
地
 シ
ュ
ウ
）

●
甲
幅
1
cm

●
い
そ
ば
し
り

節
足
動
物
（
エ
ビ
、
カ
ニ
な
ど
の
仲
間
）

54

十
脚
目
 イ
ワ
ガ
ニ
科

ヒ
ラ
イ
ソ
ガ
ニ

G
ae

tic
e 

de
pr

es
su

s

　
潮
間
帯
の
石
の
下
な
ど
に
最

も
普
通
に
見
ら
れ
る
小
型
の
カ

ニ
。
体
の
色
や
模
様
は
様
々
で
、

多
く
は
褐
色
だ
が
、
真
っ
白
な

も
の
も
い
る
。
甲
は
ほ
ぼ
四
角

く
表
面
は
滑
ら
か
で
、
縁
の
部

分
に
３
歯
が
あ
る
。●
甲
幅
1
～
2
cm

十
脚
目
 イ
ワ
ガ
ニ
科

ケ
フ
サ
イ
ソ
ガ
ニ

H
em

ig
ra

ps
us

 p
en

ic
ill

at
us

　
内
湾
や
河
川
の
影
響
の
あ
る

場
所
に
多
く
見
ら
れ
る
イ
ワ
ガ

ニ
の
仲
間
。
雄
の
大
型
個
体
で

は
、
は
さ
み
に
房
状
の
毛
が
生

え
て
い
る
。
腹
側
は
白
く
、
は

さ
み
や
腹
に
黒
い
斑は
ん
て
ん 点
が
あ
る
。

近
縁
の
タ
カ
ノ
ケ
フ
サ
イ
ソ
ガ

ニ
は
腹
に
斑は
ん
て
ん 点
が
な
い
。

●
甲
幅
3
cm

モ
ク
ズ
ガ
ニ

Er
io

ch
ei

r j
ap

on
ic

a
十
脚
目
 イ
ワ
ガ
ニ
科

　
甲
は
四
角
い
。
は
さ
み
は
柔
ら

か
い
毛
で
お
お
わ
れ
る
。
普
段

は
川
や
河
口
で
暮
ら
す
が
、
秋

に
産
卵
の
た
め
に
海
に
移
動
し
、

幼
生
は
海
で
育
つ
。
大
変
お
い

し
い
カ
ニ
だ
が
、
有
害
な
寄
生

虫
が
い
る
こ
と
が
あ
り
、
調
理

の
際
は
十
分
な
加
熱
が
必
要
。

●
甲
幅
8
cm
　
●
食
用

●
つ
が
に

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物

節
足
動
物
（
エ
ビ
、
カ
ニ
な
ど
の
仲
間
）
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直
径
50
cm
以
上
に
な
る
大

型
の
ヒ
ト
デ
。
腕
は
14
～
18

本
と
多
い
。
全
身
を
お
お
う
鋭
い

棘
に
は
強
い
毒
が
あ
る
。
胃
袋
を

反
転
さ
せ
て
口
か
ら
出
し
、
サ
ン

ゴ
の
仲
間
（
イ
シ
サ
ン
ゴ
類
）
の

軟
体
部
を
溶
か
し
て
食
べ
る
。

　
そ
の
名
の
通
り
、
腕
の
長
さ

が
1c
m
程
度
の
小
型
の
ク
モ
ヒ

ト
デ
。
ほ
と
ん
ど
の
ク
モ
ヒ
ト

デ
の
仲
間
は
腕
が
5
本
だ
が
、

本
種
は
6
本
の
腕
を
持
つ
。
潮

間
帯
に
も
多
産
し
、
石
の
下
や

海
藻
の
根
元
な
ど
を
探
す
と
見

つ
か
る
。

オ
ニ
ヒ
ト
デ
 A

ca
nt

ha
st

er
 p

la
nc

i
ア
カ
ヒ
ト
デ
目
 オ
ニ
ヒ
ト
デ
科

●
体
長
3
～
4
cm

棘
皮
動
物
（
ヒ
ト
デ
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
の
仲
間
）

　
近
年
、
竜
串
湾
を
含
む
四
国
西
南
海
域

で
は
大
発
生
し
た
オ
ニ
ヒ
ト
デ
に
よ
る
サ

ン
ゴ
の
食
害
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
オ
ニ
ヒ
ト
デ
に
罪
は
な
い
の
で
す

が
、
地
域
の
資
源
で
あ
り
、
豊
か
な
海
を

つ
く
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
サ
ン
ゴ
を
守

る
た
め
、
地
元
の
漁
師
さ
ん
や
ダ
イ
バ
ー

の
方
々
な
ど
が
協
力
し
て
オ
ニ
ヒ
ト
デ
を

駆
除
す
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ラ
ム

オ
ニ
ヒ
ト
デ
の
大
発
生

ク
モ
ヒ
ト
デ
目
 チ
ビ
ク
モ
ヒ
ト
デ
科

チ
ビ
ク
モ
ヒ
ト
デ

O
ph

ia
ct

is
 sa

vi
gn

yi
●
腕
長
1
cm

●
棘
に
強
い
毒

56

　
星
形
の
体
を
持
つ
ヒ
ト
デ
。
背

面
は
あ
ら
い
感
じ
で
、
中
央
部

に
あ
る
肛
門
を
取
り
囲
む
よ
う

に
骨
が
並
ん
で
い
る
の
が
特
徴
。

体
色
は
緑
や
茶
色
の
ま
だ
ら
模

様
。
竜
串
湾
の
潮
間
帯
の
転
石

の
下
で
は
比
較
的
多
く
見
ら
れ

る
種
。

ト
ゲ
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ

Aq
ui

lo
na

st
ra

 c
or

on
at

a
ア
カ
ヒ
ト
デ
目
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
科

ル
ソ
ン
ヒ
ト
デ
目
 ル
ソ
ン
ヒ
ト
デ
科

ル
ソ
ン
ヒ
ト
デ
 E

ch
in

as
te

r l
uz

on
ic

us

　
腕
は
4
～
7
本
で
普
通
6
本
。

体
の
表
面
は
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い

る
。
1
本
の
腕
か
ら
で
も
体
を
再

生
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
で

腕
を
切
っ
て
無
性
的
に
増
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
腕
の
長
さ
が

そ
ろ
っ
て
い
な
い
も
の
が
再
生

中
の
個
体
。

　
8
本
の
腕
を
持
つ
ヒ
ト
デ
。
腕

は
や
や
角
張
り
、
表
面
に
は
棘

が
あ
る
。
体
色
は
変
異
が
多
い

が
青
と
赤
茶
の
ま
だ
ら
の
こ
と

が
多
い
。
体
が
半
分
に
分
か
れ

て
増
え
て
い
く
た
め
、
一
部
の

腕
が
短
い
再
生
中
の
個
体
も
多

く
見
ら
れ
る
。

マ
ヒ
ト
デ
目
 マ
ヒ
ト
デ
科

ヤ
ツ
デ
ヒ
ト
デ
 C

os
ci

na
st

er
ia

s a
cu

tis
pi

na

●
幅
長
3
～
5
cm

●
体
長
5
cm

●
体
長
3
cm

棘
皮
動
物
（
ヒ
ト
デ
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
の
仲
間
）

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物
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シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ
ニ
と
同
じ
ぐ
ら

い
の
大
き
さ
の
中
形
の
ウ
ニ
。

棘
は
短
く
、
体
の
表
面
が
小
さ

な
ラ
ッ
パ
の
よ
う
な
形
を
叉さ
き
ょ
く 棘

で
覆
わ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。

叉さ
き
ょ
く 棘
に
は
強
い
毒
が
あ
る
の

で
さ
わ
る
と
危
険
。

　
直
径
4c
m
以
下
の
小
型
の
ウ

ニ
。
棘
は
短
く
緑
色
で
、
赤
い

し
ま
模
様
が
あ
る
も
の
も
い
る
。

「
馬ば
ふ
ん 糞
」
と
い
う
名
前
が
つ
い
て

い
る
が
、
食
用
と
さ
れ
る
お
い

し
い
ウ
ニ
。
潮
下
帯
の
石
の
下

に
見
ら
れ
る
。

ラ
ッ
パ
ウ
ニ
 T

ox
op

ne
us

te
s p

ile
ol

us

バ
フ
ン
ウ
ニ
 H

em
ic

en
tro

tu
s p

ul
ch

er
ri

m
us

ホ
ン
ウ
ニ
目
 ラ
ッ
パ
ウ
ニ
科

ホ
ン
ウ
ニ
目
 オ
オ
バ
フ
ン
ウ
ニ
科

　
棘
は
短
く
、
白
か
橙
色
。
棘
の

無
い
部
分
は
紫
色
。
体
に
貝
殻

や
海
藻
の
切
れ
端
な
ど
を
く
っ

付
け
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
奄

美
や
沖
縄
地
方
で
は
重
要
な
漁

獲
資
源
で
、
四
国
の
西
南
地
域

で
も
「
ば
ふ
ん
う
に
」
と
呼
ん

で
食
べ
る
こ
と
が
あ
る
。

シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ
ニ
 T

ri
pe

nu
st

es
 g

ra
til

la
ホ
ン
ウ
ニ
目
 ラ
ッ
パ
ウ
ニ
科

ラ
ッ
パ
ウ
ニ
の
叉
棘

●
殻
径
1
0
cm
　
●
食
用

●
殻
径
4
cm

●
殻
径
1
0
cm

●
有
毒
（
棘
に
強
い
毒
）

●
ば
ふ
ん（
う
に
）

棘
皮
動
物
（
ヒ
ト
デ
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
の
仲
間
）

58

　
20
cm
以
上
あ
る
長
い
棘
を

持
っ
た
ウ
ニ
。
殻
の
上
部
か
ら

突
出
し
た
部
分
は
肛
門
で
、
そ

の
先
端
付
近
は
明
る
い
橙
色
。

棘
が
細
く
て
刺
さ
り
や
す
い
上
、

皮
膚
の
中
で
折
れ
て
残
る
の
で

注
意
が
必
要
。

ガ
ン
ガ
ゼ
 D

ia
de

m
a 

se
to

su
m

ガ
ン
ガ
ゼ
目
 ガ
ン
ガ
ゼ
科

●
殻
径
8
cm

ク
モ
ヒ
ト
デ
目
 フ
サ
ク
モ
ヒ
ト
デ
科

ゴ
マ
フ
ク
モ
ヒ
ト
デ
 O

ph
io

co
m

a 
de

nt
at

a

　
盤ば
ん

は
褐
色
で
黒
い
斑
点
や
網

目
模
様
が
あ
る
。
ア
カ
ク
モ
ヒ

ト
デ
と
同
様
に
主
に
潮
下
帯
の

石
の
下
に
す
ん
で
い
る
が
、
潮

間
帯
下
部
の
石
の
下
か
ら
も
出

現
す
る
。
動
き
は
素
早
く
、
す

ぐ
に
石
の
裏
や
岩
の
陰
な
ど
に

隠
れ
る
。

●
盤
径
2
cm

●
棘
に
注
意

ク
モ
ヒ
ト
デ
目
 フ
サ
ク
モ
ヒ
ト
デ
科

ア
カ
ク
モ
ヒ
ト
デ
 O

ph
io

m
as

tr
ix

 m
ix

ta

　
体
色
は
濃
い
赤
で
、
腕
に
は

濃
淡
の
縞
模
様
が
あ
る
こ
と
が

多
い
。
盤ば
ん

は
細
か
い
顆
粒
で
覆

わ
れ
る
。
体
の
色
素
が
抜
け
や

す
く
、
標
本
に
す
る
と
真
っ
白

に
な
る
。
ゴ
マ
フ
ク
モ
ヒ
ト
デ

と
同
様
に
潮
下
帯
の
転
石
の
下

に
す
む
。

●
体
長
5
cm
　
●
食
用

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物

棘
皮
動
物
（
ヒ
ト
デ
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
の
仲
間
）
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ウ
ニ
の
殻
の
形
や
色
は
種
類
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
。
そ
の
表
面
に
は
様
々
な

へ
こ
み
や
で
っ
ぱ
り
、穴
な
ど
が
あ
り
、

複
雑
な
模
様
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
ま
さ

に
自
然
が
作
っ
た
芸
術
品
で
す
。
浜
辺

に
行
く
と
ウ
ニ
の
殻
が
落
ち
て
い
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
拾
っ
て
き
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
お
部
屋
の
イ
ン
テ

リ
ア
と
し
て
も
お
勧
め
で
す
。

　
平
た
い
殻
と
非
常
に
細
か
い

棘
を
持
っ
た
ウ
ニ
。
こ
の
仲
間

は
主
に
砂
地
に
す
む
が
、
殻
の

下
側
に
肛
門
が
あ
り
、
体
の
前

後
左
右
が
決
ま
っ
て
い
る
。
花

び
ら
の
よ
う
な
模
様
が
あ
る
部

分
は
花か
も
ん 紋
と
呼
ば
れ
る
。

　
緑
が
か
っ
た
黒
い
棘
を
持
つ

ウ
ニ
。
殻
は
直
径
5c
m
ほ
ど

に
な
る
が
、
潮
間
帯
で
み
ら
れ

る
個
体
は
小
型
の
も
の
が
多
い
。

す
ん
で
い
る
穴
の
形
に
合
わ
せ

て
殻
が
変
形
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。

タ
コ
ノ
マ
ク
ラ
 C

ly
pe

as
te

r j
ap

on
ic

us

ク
ロ
ウ
ニ
 S

to
m

op
ne

us
te

s v
ar

io
la

ri
s

タ
コ
ノ
マ
ク
ラ
目
 タ
コ
ノ
マ
ク
ラ
科

ア
ス
ナ
ロ
ウ
ニ
目
 ク
ロ
ウ
ニ
科

●
殻
径
5
cm

●
殻
径
1
0
cm

コ
ラ
ム

天
然
の
ア
ー
ト
 ウ
ニ
殻

ノ
コ
ギ
リ
ウ
ニ
の
殻

棘
皮
動
物
（
ヒ
ト
デ
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
の
仲
間
）

60

　
他
の
ナ
ガ
ウ
ニ
類
と
同
様
に

楕
円
形
の
殻
を
持
つ
。
棘
の
先

端
が
白
い
の
が
特
徴
で
、
棘
の

根
元
の
白
い
リ
ン
グ
模
様
も
目

立
つ
。
潮
間
帯
に
は
本
種
の
ほ

か
に
、
ホ
ン
ナ
ガ
ウ
ニ
、
ヒ
メ

ク
ロ
ナ
ガ
ウ
ニ
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
ナ
ガ
ウ
ニ
な
ど
も
出
現
す
る
。

ツ
マ
ジ
ロ
ナ
ガ
ウ
ニ
 E

ch
in

om
et

ra
 sp

.
ホ
ン
ウ
ニ
目
 ナ
ガ
ウ
ニ
科

●
殻
径
（
長
径
）
5
cm

ホ
ン
ウ
ニ
目
 ナ
ガ
ウ
ニ
科

ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
 H

el
io

ci
da

ri
s c

ra
ss

is
pi

na

　
殻
は
や
や
扁
平
で
、
特
に
口

側
は
平
た
い
。
棘
は
太
く
、
光

沢
の
あ
る
濃
い
紫
色
。
潮
間
帯

下
部
の
岩
の
く
ぼ
み
や
石
の
下

に
数
個
体
が
密
集
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
食
用
と
な
る
種
で

あ
る
が
竜
串
湾
周
辺
の
地
域
で

は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

●
殻
径
4
～
７
cm

●
食
用

ホ
ン
ウ
ニ
目
 ナ
ガ
ウ
ニ
科

タ
ワ
シ
ウ
ニ
 E

ch
in

os
tre

ph
us

 a
ci

cu
la

tu
s

　
潮
下
帯
の
岩
に
丸
い
穴
を
あ

け
て
、
そ
の
中
に
住
む
。
穴
か

ら
出
て
い
る
肛
門
側
の
棘
は
長

く
、
穴
に
入
っ
て
い
る
口
側
の

棘
は
短
い
。
流
れ
て
く
る
海
藻

片
な
ど
を
食
べ
て
い
る
。

●
殻
径
2
cm

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物

棘
皮
動
物
（
ヒ
ト
デ
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
の
仲
間
）
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楯
手
目
 ク
ロ
ナ
マ
コ
科

ク
ロ
ホ
シ
ア
カ
ナ
マ
コ
 H

ol
ot

hu
ri

a 
(S

em
pe

ro
th

ur
ia

) c
in

er
as

ce
ns

　
体
色
は
黒
と
橙
色
の
ま
だ
ら

模
様
。
ニ
セ
ク
ロ
ナ
マ
コ
な
ど

と
比
べ
る
と
皮
が
厚
く
固
い
。

竜
串
湾
の
潮
間
帯
で
は
普
通
に

見
ら
れ
、
干
上
が
っ
た
岩
場
の

岩
陰
や
隙
間
な
ど
に
は
り
つ
い

て
い
る
。
岩
に
は
り
つ
く
力
は

か
な
り
強
い
。

●
体
長
1
0
cm

　
一
様
に
黒
い
体
色
を
も
っ
た

ナ
マ
コ
。
刺
激
さ
れ
る
と
肛
門

か
ら
キ
ュ
ビ
エ
器
官
と
い
う
ネ

バ
ネ
バ
し
た
糸
の
よ
う
な
も
の

を
吐
き
出
す
。
こ
の
地
域
で
最

も
多
く
み
ら
れ
る
ナ
マ
コ
だ
が

毒
が
強
い
の
で
、
食
用
に
は
な

ら
な
い
。

　
潮
間
帯
下
部
の
石
の
下
に
す

む
小
型
の
ナ
マ
コ
。
体
は
非
常

に
柔
ら
か
く
、
干
上
が
っ
た
場

所
で
は
短
く
縮
ん
で
い
る
が
、

水
の
中
で
は
体
を
長
く
伸
ば
す
。

口
の
周
り
に
は
18
本
の
触
手
が

生
え
て
い
る
。
車
輪
形
の
骨こ
っ
ぺ
ん 片

を
持
つ
。

ニ
セ
ク
ロ
ナ
マ
コ
 H

ol
ot

hu
ri

a 
(M

er
te

ns
io

th
ri

a)
 le

uc
os

pi
lo

ta

ム
ラ
サ
キ
ク
ル
マ
ナ
マ
コ
 P

ol
yc

he
ir

a 
fu

sc
a

楯
手
目
 ク
ロ
ナ
マ
コ
科

無
足
目
 ク
ル
マ
ナ
マ
コ
科

●
体
長
3
0
cm
　
●
有
毒
（
食
用
不
可
）

●
体
長
5
cm

棘
皮
動
物
（
ヒ
ト
デ
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
の
仲
間
）

62

　
潮
下
帯
や
潮
間
帯
の
転
石
下

に
見
ら
れ
る
小
型
の
ナ
マ
コ
。
体

は
濃
い
紫
色
で
ム
ラ
サ
キ
グ
ミ

モ
ド
キ
に
似
て
い
る
が
、
管
足

の
先
端
部
が
明
る
い
橙
色
を
し

て
い
る
こ
と
で
見
分
け
ら
れ
る
。

日
本
で
は
最
近
、
竜
串
湾
か
ら

初
め
て
報
告
さ
れ
た
。

ア
シ
ウ
ラ
ダ
イ
ダ
イ
グ
ミ
モ
ド
キ
 C

la
do

la
be

s s
ch

m
el

tz
ii

樹
手
目
 ス
ク
レ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ラ
科

樹
手
目
 ス
ク
レ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ラ
科

ム
ラ
サ
キ
グ
ミ
モ
ド
キ
 A

fro
cu

cu
m

is
 a

fr
ic

an
a

　
体
色
は
濃
い
紫
色
の
小
型
の

ナ
マ
コ
。
口
を
囲
む
20
本
の
触

手
は
枝
分
か
れ
し
た
樹
状
。
潮

が
引
い
た
と
き
は
縮
ま
っ
て
い

る
が
、
潮
が
満
ち
る
と
触
手
を

広
げ
、
海
中
の
有
機
物
を
集
め

て
食
べ
る
。
岩
の
窪
み
や
石
の

下
に
見
ら
れ
る
。

●
体
長
5
cm

●
体
長
3
cm

　「
ナ
マ
コ
に
も
骨
が
あ
り
ま
す
」

と
い
う
と
、
え
っ
、
そ
う
な
ん
で
す

か
！
と
驚
く
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ナ
マ
コ
の
骨
は
「
骨
片
」
と

呼
ば
れ
る
砂
よ
り
も
細
か
い
も
の

で
、
皮
の
中
（
体
壁
）
に
た
く
さ
ん

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ナ
マ
コ
の
種
類

を
調
べ
る
と
き
に
こ
の
骨
片
の
形
が

と
て
も
大
事
な
手
掛
か
り
に
な
り
ま

す
。

コ
ラ
ム

ナ
マ
コ
の
骨

ア
シ
ウ
ラ
ダ
イ
ダ
イ
グ
ミ
モ
ド
キ
の
骨
片

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物

棘
皮
動
物
（
ヒ
ト
デ
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
の
仲
間
）
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ヒ
モ
ム
シ
目
 リ
ネ
ウ
ス
科

ミ
ド
リ
ヒ
モ
ム
シ

Li
ne

us
 fu

sc
ov

ir
id

is 　
体
は
扁
平
で
細
長
く
、
幅

1c
m
程
度
。
潮
間
帯
の
砂
礫
底

に
す
み
、
や
や
泥
っ
ぽ
い
と
こ

ろ
に
多
い
。
普
通
、
全
身
が
緑

色
だ
が
、
写
真
の
個
体
は
頭
部

に
白
い
模
様
が
あ
る
。
さ
わ
る

と
粘
液
で
べ
と
つ
く
。●
体
長
8
0
cm

ヒ
モ
ム
シ
目
 バ
セ
オ
デ
ィ
ス
ク
ス
科

サ
ナ
ダ
ヒ
モ
ム
シ

Ba
se

od
is

cu
s h

em
pr

ic
hi

i 

　
紐ひ
も
が
た 形
動
物
の
一
種
。
体
は
非

常
に
細
長
く
、
触
る
と
少
し
べ

た
べ
た
し
て
い
る
。
体
に
は
特

徴
的
な
模
様
が
あ
り
、
他
の
種

類
と
の
区
別
は
容
易
。
潮
間
帯

下
部
の
礫
の
下
な
ど
に
出
現
す

る
。
肉
食
性
で
主
に
夜
に
活
動

す
る
。

●
体
長
8
0
cm

そ
の
他
の
生
き
物

ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
綱
の
一
種

SI
PU

N
C

U
LI

D
A

E 
sp

.

　
ホ
シ
ム
シ
類
は
星ほ
し
く
ち 口
動
物
に

属
し
、
吻ふ
ん

の
先
端
の
星
の
形
に

広
が
る
触
手
を
持
つ
こ
と
か
ら

そ
の
名
が
つ
い
て
い
る
。
磯
の

転
石
の
下
に
た
ま
っ
た
砂
や
礫

の
中
に
見
ら
れ
、
吻
を
出
し
入

れ
し
な
が
ら
活
発
に
動
く
。

●
体
長
4
cm

64

多
岐
腸
目
 カ
リ
オ
プ
ラ
ナ
科

カ
リ
オ
ヒ
ラ
ム
シ

C
al

lio
pl

an
a 

m
ar

gi
na

ta

　
潮
下
帯
の
転
石
下
に
見
ら
れ

る
ヒ
ラ
ム
シ
の
一
種
。
体
の
色

は
黒
に
近
い
茶
褐
色
で
、
白
と

オ
レ
ン
ジ
色
の
縁
取
り
が
あ
る
。

触
手
は
一
対
で
そ
の
先
端
に
も

オ
レ
ン
ジ
色
の
縁
取
り
が
あ
る
。

肉
食
性
で
他
の
小
型
の
生
き
物

を
襲
っ
て
食
べ
る
。

●
体
長
5
cm

単
骨
海
綿
目
 イ
ソ
カ
イ
メ
ン
科

ダ
イ
ダ
イ
イ
ソ
カ
イ
メ
ン

H
ym

en
ia

ci
do

n 
si

na
pi

um

　
不
規
則
な
塊
状
の
カ
イ
メ
ン

で
体
の
表
面
は
波
状
に
う
ね
り
、

出
水
管
が
多
数
立
ち
上
が
る
。

色
は
そ
の
名
の
通
り
橙
色
。
潮

間
帯
で
み
ら
れ
る
カ
イ
メ
ン
の

代
表
で
、
潮
間
帯
中
部
か
ら
下

部
の
岩
の
か
げ
や
、
潮
だ
ま
り

の
中
な
ど
に
み
ら
れ
る
。

●
群
体
の
直
径
2
0
cm
ま
で

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物

そ
の
他
の
生
き
物

ヒ
ラ
ム
シ
類
は
そ
の
名
の
通
り
薄
っ
ぺ

ら
い
体
を
持
っ
た
生
き
物
で
、
潮
間
帯

の
石
の
下
か
ら
も
出
現
し
ま
す
。
あ
ま

り
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
肉
食
性
で
見
か
け
に
よ
ら
ず
獰ど
う
も
う 猛

だ
っ
た
り
、
と
き
お
り
水
中
を
ひ
ら
ひ

ら
と
泳
い
だ
り
、
毒
を
持
つ
も
の
や
ウ

ミ
ウ
シ
な
ど
に
擬
態
す
る
も
の
が
い
た

り
な
ど
、
注
目
し
て
み
る
と
な
か
な
か

お
も
し
ろ
い
生
き
物
で
す
。

コ
ラ
ム

平
た
い
か
ら
ヒ
ラ
ム
シ

ウ
ミ
ウ
シ
の
仲
間
に
擬
態
す
る
ヒ
ラ
ム
シ
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ケ
ヤ
リ
ム
シ
目
 カ
ン
ザ
シ
ゴ
カ
イ
科

イ
バ
ラ
カ
ン
ザ
シ

Sp
hi

ro
br

an
ch

us
 g

ig
an

te
us

 

　
ら
せ
ん
状
に
巻
い
た
一
対
の

鰓
を
持
つ
ゴ
カ
イ
の
仲
間
。
鰓

の
色
彩
は
赤
、
青
、
黄
な
ど
様
々
。

本
体
は
岩
や
サ
ン
ゴ
に
埋
も
れ

た
棲せ
い
か
ん 管
の
中
で
暮
ら
し
て
お
り
、

近
づ
く
と
鰓
を
引
っ
込
め
て
し

ま
う
。
英
名
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
・
ワ
ー
ム
。

●
直
径
1
.5
cm

　
体
に
ガ
ラ
ス
繊せ
ん
い 維
の
よ
う
な

剛
毛
を
び
っ
し
り
と
生
や
し
た

ゴ
カ
イ
の
仲
間
。
剛
毛
に
は
毒

が
あ
り
刺
さ
れ
る
と
火
傷
の
よ

う
な
ヒ
リ
ヒ
リ
し
た
痛
み
が
続

く
。
砂
礫
の
た
ま
っ
た
場
所
に

多
く
、
石
の
下
な
ど
を
掘
る
と

出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。

　
コ
ケ
ム
シ
類
は
岩
な
ど
に
固

着
し
て
暮
ら
す
群
体
性
の
動
物

で
、
触
手
を
持
っ
た
小
さ
な
個こ
ち
ゅ
う 虫

が
集
ま
っ
て
体
を
つ
く
っ
て
い

る
。
ア
ミ
コ
ケ
ム
シ
の
仲
間
は

特
徴
的
な
石
灰
質
の
網あ
み

状
の
群

体
を
つ
く
る
。

ア
ミ
コ
ケ
ム
シ
科
の
一
種

R
et

ep
or

id
ae
 g

en
 sp

.

ウ
ミ
ケ
ム
シ
の
一
種

A
m

ph
in

om
id

ae
 g

en
. s

p.
ウ
ミ
ケ
ム
シ
目
 ウ
ミ
ケ
ム
シ
科

唇
口
目
 ア
ミ
コ
ケ
ム
シ
科

●
体
長
1
0
cm

●
群
体
の
大
き
さ
5
cm

●
細
か
い
棘
に
毒

そ
の
他
の
生
き
物

66

ケ
ヤ
リ
ム
シ
目
カ
ン
ザ
シ
ゴ
カ
イ
科

ヤ
ッ
コ
カ
ン
ザ
シ

Po
m

at
ol

ei
os

 k
ra

us
si

i

　
石
灰
質
の
か
た
い
管
 （
棲せ
い
か
ん 管
）

を
つ
く
り
、
そ
の
中
で
暮
ら
す

カ
ン
ザ
シ
ゴ
カ
イ
の
仲
間
。
棲

管
は
不
規
則
な
形
で
青
味
が
か

る
。
潮
間
帯
下
部
の
岩
の
側
面

を
び
っ
し
り
と
覆
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。

●
棲
管
の
直
径
0
.5
cm

●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物

キ
タ
ユ
ム
シ
目
 キ
タ
ユ
ム
シ
科

ス
ジ
ユ
ム
シ

O
ch

et
os

to
m

a 
er

yt
hr

og
ra

m
m

on

　
ユ
ム
シ
の
一
種
。
体
に
赤
い

筋
模
様
が
あ
り
、
吻ふ
ん

の
色
は
緑

色
。
ユ
ム
シ
類
は
砂
泥
に
巣
穴

を
つ
く
る
も
の
が
多
い
が
、
ス

ジ
ユ
ム
シ
は
砂
礫
の
た
ま
っ
た

石
の
下
な
ど
で
暮
ら
し
、
吻
を

長
く
伸
ば
し
て
砂
と
と
も
に
餌

を
と
る
。
 

●
体
長
1
0
cm

ク
マ
ノ
ア
シ
ツ
キ

Ac
ro

ci
rr

us
 v

al
id

us
フ
サ
ゴ
カ
イ
目
 ク
マ
ノ
ア
シ
ツ
キ
科

　
頭
部
に
は
触
手
の
よ
う
な
鰓

が
4
対
あ
る
フ
サ
ゴ
カ
イ
の
仲

間
。
腹
側
に
は
カ
ギ
爪
状
に
曲

が
っ
た
剛
毛
が
並
ぶ
。
潮
だ
ま

り
や
潮
下
帯
の
石
を
ひ
っ
く
り

返
す
と
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。

●
体
長
5
cm

そ
の
他
の
生
き
物
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ウ
バ
ウ
オ
の
仲
間
で
、
頭
と

胴
は
平
た
く
、
ア
ヒ
ル
の
く
ち

ば
し
の
よ
う
な
口
を
持
つ
。
腹

び
れ
は
吸
盤
状
で
、
石
の
表
面

な
ど
に
張
り
付
く
こ
と
が
で
き

る
。
潮
下
帯
や
潮
だ
ま
り
の
石

の
下
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

ア
ン
コ
ウ
ウ
バ
ウ
オ

C
on

id
en

s l
at

ic
ep

ha
lu

s 
ス
ズ
キ
目
 ウ
バ
ウ
オ
科

ス
ズ
キ
目
 ス
ズ
メ
ダ
イ
科

ナ
マ
ズ
目
 ゴ
ン
ズ
イ
科

ソ
ラ
ス
ズ
メ
ダ
イ

Po
m

ac
en

tr
us

 c
oe

le
st

is

ゴ
ン
ズ
イ

Pl
ot

os
us

 ja
po

ni
cu

s

　
岩
礁
性
海
岸
で
普
通
に
見
ら

れ
る
小
型
の
ス
ズ
メ
ダ
イ
。
体

色
は
明
る
い
青
で
、
尾
び
れ
は

黄
色
。
夏
場
に
な
る
と
石
の
下

に
卵
を
産
み
、
ふ
化
す
る
ま
で

雄
が
卵
を
守
る
。
幼
魚
は
潮
だ

ま
り
な
ど
に
も
出
現
す
る
。

　
ナ
マ
ズ
形
で
８
本
の
長
い
ヒ

ゲ
を
持
つ
。
体
に
は
２
本
の
黄

色
い
縦
じ
ま
が
あ
る
。
夜
行
性

だ
が
、
幼
魚
は
昼
で
も
行
動
し
、

ゴ
ン
ズ
イ
玉
と
呼
ば
れ
る
群
れ

を
つ
く
り
移
動
す
る
。
背
び
れ

と
胸
び
れ
の
棘
に
は
毒
が
あ
り
、

刺
さ
れ
る
と
大
変
痛
い
。

●
体
長
2
0
cm
　
●
毒
棘
を
持
つ

●
体
長
5
cm

●
体
長
3
～
4
cm

●
ぐ
ん
ぐ
ん

そ
の
他
の
生
き
物

68
●
た
つ
く
し
で
の
呼
び
名
（
地
方
名
）
●
大
き
さ
　
●
利
用
　
●
危
険
生
物

ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ
目
ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ
科

オ
ナ
ガ
ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ

As
ym

m
et

ro
n 

lu
ca

ya
nu

m

　
ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ
は

魚
で
は
な
く
、
ホ
ヤ

な
ど
と
同
じ
脊せ
き
さ
く 索
動

物
で
海
底
の
砂
の
中

に
す
む
。
オ
ナ
ガ
ナ

メ
ク
ジ
ウ
オ
は
暖
か

い
地
域
の
浅
い
海
に
生
息
す
る
種
で
、尾
が
針
状
に
長
く
伸
び
る
の
が
特
徴
。

日
本
の
浅
海
域
に
は
本
種
を
含
め
3
種
の
ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ
が
分
布
す
る
が

竜
串
湾
で
は
そ
の
す
べ
て
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

●
体
長
3
cm

　
潮
下
帯
の
岩
の
壁
面
な
ど
に

固
着
し
て
い
る
群
体
性
の
小
型

の
ホ
ヤ
。
青
白
く
光
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
透
明
な
体
に
は
、

二
本
の
黒
い
す
じ
が
あ
る
。
ま

た
、
入
水
管
と
出
水
管
の
間
に
2

つ
の
黒
点
が
あ
る
。
 

　
外
洋
的
な
岩
礁
性
海
岸
に
み

ら
れ
る
群
体
性
の
小
型
の
ホ
ヤ
。

色
は
白
っ
ぽ
く
、
干
潮
の
時
も
波

に
洗
わ
れ
る
低
潮
線
付
近
に
多

い
。
群
体
の
形
は
半
球
状
で
直

径
1c
m
前
後
、
高
さ
は
5m
m

程
度
。
群
体
は
大
き
く
な
る
と

分
裂
し
て
増
え
る
。

ク
ロ
ス
ジ
ツ
ツ
ボ
ヤ
 C

la
ve

lin
a 

ob
es

a

ヘ
ン
ゲ
ボ
ヤ
 P

ol
yc

ito
r p

ro
lif

er
us

マ
メ
ボ
ヤ
目
 ヘ
ン
ゲ
ボ
ヤ
科

マ
メ
ボ
ヤ
目
 ヘ
ン
ゲ
ボ
ヤ
科

●
大
き
さ
2
.5
cm

●
群
体
の
直
径
（
長
径
）
1
cm
前
後

そ
の
他
の
生
き
物
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ボ
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仲
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　海洋教育カリキュラムの実践研究が一定の成果を見せているものの、日本全国への普及
と定着には時間がかかるだろう。2012年の海洋政策研究財団による「小中学校の海洋教育
実施状況に関する全国調査」（以下、全国調査と略す。）の報告書では、教師間に「海洋教
育」の言葉がさほど普及していないことが明らかにされている。こうした状況では、いく
ら優れた海洋教育カリキュラムの開発やその実践が一部の関係者で部分的に進展したとし
ても、それらの全国レベルでの普及や定着が期待できない。なぜ普及が容易ではないのか、
こうした点も含め、日本において「カリキュラム」を規定している諸条件から、今後、海
洋教育カリキュラムの普及や展開に際してもとめられることについて考えてみたい。
　田中（2005）はカリキュラムの概念はおおよそ四つの次元に分けることが出来るとする。
一つ目は「学習指導要領に示される制度化された次元」の「制度化されたカリキュラム」、
二つ目は「地方カリキュラムや各学校の年間指導計画として計画されたカリキュラム」、
三つ目は「教授者が授業で実践する」「実践されたカリキュラム」であり、四つ目は「学
習者が実際に受容し経験した」「経験されたカリキュラム」である。
　「制度化されたカリキュラム」という観点でみると、学習指導要領には社会科や理科の
各教科に「海」に関する様々な側面からの理解に関わる教育目標が示されてはいる。各教
科では学習指導要領に沿って教科書が作成され、授業では教科書が主たる教材として扱わ
れる。教科書に掲載されている具体的教材には「海」に関する記述も一定程度みられる。
実際、全国調査でも「海洋教育の実施状況」では「海については教科書に載っている範囲
の内容について教えている」が圧倒的であった。
　しかし、各学年、教科毎で教科書に掲載されている「海」について扱っていれば「海洋
教育カリキュラム」を実現したとは言いがたい。それは各教科では「海」は、ある教科内
で特化された教育目標を遂げるための「手段」であり、「海洋」そのものの理解を目指し
てはいないからである。「海洋教育」の目標と内容が指導要領上に系統的に示され、それ
が教科や学年に配置されたものではない限り、「海」に関する理解は各教科に、教科書上
に断片的に示されるしかないという現状がある。日本では教科と教科外の時間配当は圧倒
的に教科の割合が多く、その教科では教科書を教材として使う－使わねばならない、とい
う意識が教師には極めて高い。この点で言えば、「海洋」そのものの教育を目指すカリキュ
ラムを現場に普及させるには、教科書上に「海洋」を教科や一部の知識に断片化せず纏め
て扱う記述のあることが重要である。教科書の存在しない教科外の時間－特別活動や道
徳、総合的な学習の時間等での海洋教育を展開するとしても、学習指導要領上で具体的な
学習目標を有する教育内容として示されなければ、全国的な普及は期待できないだろう。

海洋教育カリキュラムにもとめられること

冨士原紀絵
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この点について関係者間では十分周知されているであろうが、指導要領と教科書上での纏
まった提示は海洋教育カリキュラム普及の大前提であり、「海洋教育」の言葉の普及です
ら芳しくない現状において、国への一層の働きかけがもとめられる。
　次ぎに、「計画化されたカリキュラム」とそれを教師が「実践した－実践するカリキュ
ラム」（第三者的には「実践された」）の次元について考えてみたい。ここで前提としてお
きたいのは海洋そのものの理解をねらうとなると、学校では海に子どもを連れて行き、学
習には体験を伴わねばならぬと現場では考えてしまいがちになる点である。また、海洋教
育カリキュラムの開発者も海での体験をベースとしたカリキュラムを想定してしまう傾向
にある。この体験ベースのカリキュラムの導入に際して、学校が戸惑うのは「計画化」の
難しさ、そして「実践」を行う教師の力量、という点であろう。
　これも調査報告書等で既に指摘されていることではあるが、体験を伴う計画化という側
面でみると、海での体験を確実に計画化することの困難さがある。どんなに入念に計画化
したところで子どもを海に連れて行きたくともそれができない自然条件になることは重々
想定され、学校における年間ベースでの計画化に馴染まないものを扱いたくないという気
持ちが現場にはある。教師の力量という側面でみると、教科書ベースの授業は海での実体
験は伴わないものの環境の変化や場所を問わず使用でき、さらには教師の力量を一定程度
は平準化することから教師の中に扱うことへの安心感がある一方、海のまさにその場を教
材として、ましてや一教科の一部の理解の獲得を目指す以上の「海そのもの」の理解を図
ることにおいて、多くの教師の不安が大きいことが挙げられる。教師の力量を補うものと
して、全国調査によれば、学校外の専門家や施設に指導を期待し依頼している場合も多く、
その可能性をさらに拡充することによって海洋教育カリキュラムを扱うことへの学校や教
師の間の抵抗感を減らすことに期待はしたいが、現在、そうした機会が全国一律で保証さ
れてはいない。学校外の専門家・施設を活用するとしても、そうした専門家や施設が海沿
いの地域にあり、施設が海での実体験ベースのプログラムを組み込んでいたりするとなる
と、一層、学校と海への距離感が利用率を左右し、上述のように計画化を困難にする。
　以上のことから、海洋教育カリキュラム開発において、「海」のその場での実体験ベー
スに大きく依存しない実践のあり方をこれまで以上に検討する必要があるのではないかと
考えられる。例えば、お茶の水女子大学では全国の高校、中学校に「海からの贈り物」と
して教材を提供している。これは海辺でなければ出来ない、海辺の学校に特色ある実践と
して認識されてしまいがちな海洋教育カリキュラムの普及上の課題を乗り越え、全国の学
校での汎用性をもつものとして大いに期待できるものである。今年度はさらに小学校での
実践も実現し、小学校での教育効果も確認することが出来た。
　なお、海での実体験を伴うカリキュラムのあり方を否定しているわけでは無い。人間が
コントロールし尽くせない、まさに教師が「計画化」しつくせない体験を伴い「海」と直
接対峙することの方が、子どもの海への総合的な理解を深めることは言うまでも無いこと
であり、その機会の充実を図ることは重要である。しかし、海洋教育カリキュラム普及の
ためには実体験に依存しすぎないカリキュラムの提示が、これまで述べてきた日本のカリ
キュラムのあり方を規定する現状からみて重要であろう。また、いくら体験を積んでも、
それが深い海への理解に繋がるとも限らない。人間には想像力が備わっている。たとえ実
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体験できなくとも、教師の指導により子どもに海への関心を持たせることは可能である。
そうした子どもの関心を支える教材やカリキュラムの開発が急務であろう。
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